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　プロローグ







　ぼくは魔ま女じよの森の中にある、もじょが住んでいるという石造りの家を訪ねた。

　見たところ、この家は随ずい分ぶんと古い建築物のようだ。しかもなぜか窓には鉄てつ格ごう子しが付いている。

　あんな小さな子供が、こんな薄うす気き味み悪わるい森の、こんな陰いん気きな建物に住んでいるなんて……。

　ぼくは正直、怖こわくて帰りたい気分になっていたのだけど、そうも言っていられない事情があったので、その家の玄げん関かん扉とびらをおそるおそるノックしてみた。

　けれど、もじょは出てこない。家の中にはたしかに明かりがついているのに、何度扉とびらをノックしても返事の一つさえ返ってこない。

　そこで、仕方なく玄げん関かん扉とびらに手をかけてみると……、

　不用心なことに鍵かぎはかかっておらず、扉とびらはあっさりと開いた。

　ぼくは連れのモンブラン（ペルシャ猫ねこ）と目を見合わせ、一いつ緒しよに玄げん関かんに足を踏ふみ入いれる。

　すると……いきなり漂ただよってくる異い臭しゆう。

　なんだこの臭においは。鼻が曲がりそうだ。

　しかもこの家の中、異様に煙けむたい。毒ガスでも充じゆう満まんしているのだろうか。

　ぼくは口と鼻を手で覆おおいながら、家の奥おくに向かって呼びかける。

「───もじょさーん！　いるんでしょー！　もじょさーん！」

　けれど、やっぱり反応はない。

　もしかして、マジックアイテムの生成中に事故で毒ガスが発生し、意識を失ってしまったのだろうか。

　嫌いやな予感がしたぼくは、悪いとは思いつつも勝手に家に上がらせてもらい、もじょを捜さがして廊ろう下かを歩き進んだ。

　そして、その家の奥おくで見たものは───、




　きしっ、きししっ！（[image: やじるし]笑い声）

　イケメンにはなしかけられたー♪　イケメンにはなしかけられたー♪

　イケメンー♪　イケメンー♪　もーじょのイケメンー♪

　きししっ、きしししっ！（[image: やじるし]笑い声）




　幼いもじょは脚きや立たつの上で妙みようちくりんな歌を歌いながら、自分の身みの丈たけほどもある巨きよ大だいなスプーンを持ち、大きな大きな大おお釜がまの中身をくるーりくるーりとかき混ぜていた。

　どうやら、異い臭しゆうと煙けむりの発生源はこの大おお釜がまのようだ。とりあえずは彼かの女じよが無事なようでなによりだけど、いったいなにを作っているのだろうか。

「……あの、もじょさん、勝手に上あがり込こんできて悪いんだけど、ちょっといいかな？」

「イケメンにはなしかけられたー♪　イケメンにはなしかけられたー♪」

「よっぽどかっこいい人に話しかけられたんだね？　どんな人だったの？」

「ねこさんといっしょー♪　ねこさんといっしょー♪　もーじょのイケメン、ねこさんといっしょー♪」

　歌いながら機き嫌げんよさそうに答えてくれるもじょ。会話が成立しているのだかしていないのだかよくわからない状じよう況きようだ。

「へぇ、偶ぐう然ぜんだね？　実はぼくも猫ねこさんと一いつ緒しよなんだ。ほら、この子はモンブランっていうんだけど、可愛かわいいでしょ？」

「もんぶらんー♪　もんぶらんー♪　かわいいねこさんー♪」

　もじょは歌いながら小さな腰こしを左右にふりふりする。それに今日は作業中だからか、彼かの女じよの異様に長い前まえ髪がみがヘアピンで留められていて、ちゃんと顔が見えている。

　つぶらで大きな瞳ひとみ。細く通った鼻筋。小さいけれど柔やわらかそうな唇くちびる。

　寝ね不ぶ足そくなのか、くまがすごくて髪かみがぼさぼさだけど、この子って実は結構可愛かわいいほうなんじゃないだろうか。

「きしっ、きししっ！　イケメンー♪　イケメンー♪　かわいいもんぶらんといっしょー♪」

「え？」
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「え？」

　やっと、ぼくともじょの目が合った。お互たがいに首を傾かしげてはいたけれども。

「き、き、き」

「き？」

「きひぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ───!?」

　もじょはぼくがいることによっぽど驚おどろいたのか、突とつ然ぜん耳みみ障ざわりな奇き声せいを上げ、脚きや立たつから足を踏ふみ外はずして床ゆかに落ちてしまった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ……!?」

　ぼくは急いで駆かけ寄よる。けれど、

「きひぃぃぃっ!?　きひぃぃぃぃぃっ!?」

　もじょはすぐに立ち上がり、またも奇き声せいを上げながらぼくから逃にげ回まわる。

「い、いや、あのね、ぼくはアルバイト募ぼ集しゆうの広告を見てここにきたんだ……！　だから別に怪あやしい者ってわけじゃ……！」

「きひぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ───!?」

　もじょはぼくの言葉に耳を貸そうとはしてくれず、信じられないすばしっこさで家から飛び出し、森の中に逃にげ去ってしまった。

　どうやらこの世界でも、ぼくの前ぜん途とは多難のようだ。







[image: 第１章　異世界のもじょ、現る]







　思い返せば、ぼくは昔から運が悪かった。

　なにせ、ぼくは生まれてすぐに捨てられてしまったから自分の親の顔も知らないし、育った児童養護施し設せつもかなり悲ひ惨さんなところだったし、なんなら三分の一の確率で勝てるはずのジャンケンでさえなぜか勝てないし、もう例を挙げ出したらきりがないレベルだと思う。

　だからぼくは、物心ついたときには、運に一いつ切さい頼たよらない生活をするようになっていた。

　具体的には、施し設せつの大人たちには絶対服従してごまをすり、一いつ生しよう懸けん命めい雑用して、一いつ生しよう懸けん命めい勉強して、一いつ生しよう懸けん命めい体を鍛きたえて、どうにかこうにか養父母に拾ってもらって、それからは捨てられないように必死で優等生を演じ続けて……。

　要は、ぼくは運の悪さを全部努力でカバーして、それなりにうまくやってきたということだ。

　けれど結論───。

　世の中には、努力云うん々ぬんではどうにもならない問題もある。

　たとえば今朝のぼくみたいに、晴れ空の下で唐突に落雷を受けて死んでしまうとかね。

　そう、自分でもなにを言っているのかよくわからないのだけど……、

　ぼく、丘おか三さん四し郎ろう（十五歳さい）の人生は、半日ほど前にあっけなく終しゆう了りようしてしまったのだ。





＊






　ところが今、死んでしまったはずのぼくは、半透とう明めいになってしまった体で見知らぬ街の大通りを歩いている。

　時間はもうお昼前くらいだろうか。

　並び立つお洒落しやれなレンガ造りの建物。

　遠くまで連なる広い石いし畳だたみの道。

　行ゆき交かう人々（中には獣じゆう人じんみたいなのもいる）はレトロな洋服を身に纏まとっており、なんだかまるでゲームの世界にでも迷まよい込こんでしまったような感覚だ。

「ここは……いったいどこなんだ……？」

「リリガーデンという街だよ」

　ぼくの独り言に、レンガ塀べいの上から現れたペルシャ猫ねこ（♂）が答えてくれた。

　猫ねこが、喋しやべった。

　しかもこの子、以前ぼくが神社でこっそりと世話をしていた猫ねこにそっくりだ。

「モ、モンブラン……!?　君、もしかしてモンブランなの……!?」

「うむ、我わが輩はいだ。久しいな、さんしろう。といっても、まだ一年ぶりくらいか。まさか君がこんなに早くこっちにくるとは……って、お、おい!?　やめんかっ、喋しやべっているそばから全力でもふもふしてくるなっ！」

「ふおおおおっ！　モンブランが生きてるっ！　しかも喋しやべってるっ！　ここは天国かっ!?」

　この子は去年老ろう衰すいで死んでしまったはずなのだけど、そんな細かいことはこの際どうでもいい。そこにモンブランがいるのなら、とりあえずはもふるまでだ。

　ぼくはモンブランを抱だき上あげ、白くてもっふもふな顔に頰ほおずりしまくる。

　けれどモンブランは「やめろ！　やめんか暑苦しい！」と言ってわたわたと暴れ、ぼくの腕うでから逃にげ出だしてしまった。

　この子、抱だっこが苦手なところまで以前と変わってないんだな……。

「まったく、君というやつは再会早々油断も隙すきもないなっ……！」

「再会できたからこそ早さつ速そくもふりたいのに……！」

「却きやつ下かだ、却きやつ下か……！　あと、ここは天国ではなく第二世界セカンド・ワールドだから、そのへんを誤解しないように……！」

「第二世界セカンド・ワールド……？」

「さんしろうが元いた世界『第一世界フアースト・ワールド』で精神を形成した者のみが訪おとずれることのできる次の領域のことだよ。ちなみに天国はこのずっと先、『第七世界セブンス・ワールド』にあると言われている」

「そ、それって要するに、やっぱりぼくは死んじゃったってことなのかな……？」

「前の世界における肉体はな。しかし、さんしろうにはしっかりとした精神がある。だからこの世界の食べ物を食べて魔ま力りよくを補給しさえすれば、じきに体が半透とう明めいになっているのも治るはずだぞ」

「魔ま力りよくを補給……？」

「この世界における肉体は、イコール精神なのだ。しかし精神は魔ま力りよくがないと顕けん現げんできないものだから、肉体を維い持じするには食べ物から魔ま力りよくを補給する必要があるのだよ」

「ごめん、余計わけわかんなくなっちゃったんだけど……」

「ふむ。ならば実際に体験してみるのが一番よかろう。ちょうどあそこに我わが輩はいお勧すすめの食堂があるから、入って食事をしながら話そうか」

　そう言って、モンブランは小さくて可愛かわいい感じの洋食屋さんを視線で差した。看板には『ひより食堂』と書かれている。

「でもモンブラン、ぼくはお金を持ってないよ……？」

「金の心配なら無用だ。食くい扶ぶ持ちが入るまでの間は、しばらく我わが輩はいが養ってやる」

「えっ……!?　モンブランってお金を持ってるの……!?」

「当然だ。この世界ではクラン金がなければ生活できないからな」

「す、すごいよモンブラン！　喋しやべれる上に経済活動までできるなんてミラクルだ！」

　ぼくはまたモンブランを抱だき上あげて頰ほおずりしまくった。モンブランはさっきと同様にわたわたと暴れて逃にげようとするけれど、今度はがっちりと摑つかんで離はなさない。

「だあああっ、やめろと言っているだろうが！　喋しやべれて経済活動できるのがミラクルなら人間なんてみんなミラクルではないか！」

「人間は別にどうでもいいんだよ、可愛かわいくないから」

「我わが輩はいだって可愛かわいくないのだっ！　むしろクールでダンディなのだっ！」

　ぷぷ。そういうことを自分で言っちゃうところが余計に可愛かわいいんだよこのもふもふさんめ。

　でも、嫌きらわれたくはないから、とりあえずこのへんで解放しておいてあげるかな。

「ぜぇっ、はぁっ……！　つ、次に抱だっこしたらもうおごってやらないからな……！　絶対に抱だっこ禁止だからな……！」

「うん、わかったー。じゃあお店に入ろっかー」

「君、絶対わかってないだろ……！」

「わかってるわかってるー。ごめんごめんー。モウシナイヨー」

　ぼくはモンブランをからかいながら、ひより食堂の扉とびらに手をかける。

　けれどそのとき、突とつ然ぜん大通りから悲鳴と怒ど号ごうが響ひびいてきた。

「いやああああああああっ！　もじょよっ！　もじょがきたっ！」

「もじょだッ───！　もじょがきたぞッ───！　みんな店を閉めろッ───！」

　大通りを歩いていた人たちが蜘く蛛もの子を散らすように逃にげ始め、お店がものすごい勢いで閉められていく。

「ちょっとあんたたち、今日はもう閉店だよっ！　邪じや魔まだからどいたどいたっ！」

　ひより食堂の中から女将おかみさんと思おぼしき人が出てきて、扉とびらの前にいたぼくたちを半ば強ごう引いんに押おし退のけた。同時に、食堂の中にいたお客さんたちも怒ど濤とうのごとく外へと逃にげ出だす。

「モ、モンブラン、これはいったい……？」

「タイミングが悪かったな。あそこを見てみろ」

　モンブランが顎あごで示した先には、だぼだぼのローブを着た、髪かみがぼさぼさの小さな女の子が歩いていた。体調が悪いのか、よろよろと覚おぼ束つかない足取りだ。

「あの子は『もじょ』といって、近くにいる者全てを問答無用で不運にしてしまう『大厄災デイザスター』という魔ま法ほうの使い手なのだ」

「ま、魔ま法ほう……!?　この世界の喪も女じよって、そんなものが使えるの……!?」

「いや、喪も女じよではない、もじょだ。あの子のフルネームは小こ守もりもじょ。つまり、名前がもじょなのだよ」

「まぎらわしい上に酷ひどいネーミングだなそれ！　引きこもりの喪も女じよみたいじゃん！」

「うむ。だが、この世界ではファミリーネームで呼び合うことなんてまずないから、実質酷ひどいのはもじょというファーストネームだけだ」

「どっちにしろ酷ひどい！」

「おっと、我わが輩はいたちもうかうかしていられないぞ。もじょがこっちにくる。そろそろ逃にげたほうがいい」

「で、でも、あの子がぼくたちに大厄災デイザスターって魔ま法ほうを使ってくるとは限らないんじゃ……？」

「それが厄やつ介かいなことに、大厄災デイザスターは制せい御ぎよ不能の常時発動型魔ま法ほうなのだ」

「な、なにそれ……!?　彼かの女じよの意志とは無関係に魔ま法ほうが発動し続けるってこと……!?」

「そういうことだ。だから不運な目にあいたくなかったら、とにかく逃にげるしかないのだよ」

　モンブランはそう言って早さつ速そく逃にげ出だそうとする。

　けれど、ぼくは足を踏ふみ出だせなかった。

「おい、なにをしている！　さんしろうも早くこい！」

「そ、それが、体が急に動かなくなっちゃったんだ……！　それに、なんだかさっきまでよりもさらに体が透とう明めいになってきたような……!?」

「ま、まずいな……！　それはたぶん、魔ま力りよくが尽つきかけているのだ……！　早くなにか食べないと、手て遅おくれになってさんしろうの精神が消しよう滅めつしてしまうかもしれない……！」

「えぇっ……!?　で、でも、食堂はもう閉まっちゃったよ……!?」

「くっ！　こんなことなら我わが輩はい秘蔵のマタタビを持ってくるべきだった！」

「いやマタタビって食べ物じゃないよね!?　っていうか、今はそんなこと言ってる場合でもないよね!?」

　もじょがふらふらの体を引きずるようにしてこちらに近づいてくる。

　歩き方からして禍まが々まがしい上に、ぼさぼさの長い前まえ髪がみが完全に顔を覆おおい隠かくしてしまっていてかなり怖こわい。まるで幼女版のミニ貞さだ子こだ。

　けれど───、

　彼かの女じよが近づいてくるにつれ、なぜかぼくの体には力が湧わき上あがってきた。その上、透とう明めいになりかけていた体がみるみるうちに元に戻もどってきている。

　これは、いったい……？

「かくなる上は、我わが輩はいがもじょに進路変へん更こうを要求しにいくしかないな……！　さんしろう、すまないがここで少し待っていてくれ……！」

「い、いや、待ってモンブラン……！　体に、体に力が湧わいてくる……！　いったいなんなのこれ……!?」

「なっ、まさか、それは魔ま力りよく……!?　だがさんしろう、君はどうやって……!?」

「そんなこと言われたって、ぼくにもよくわからないよ……！　ただ、あのもじょって子が近づいてきたら自然とこうなったんだ……！」

「自然にだと……!?　そんなバカな……!?」

「す、すごい……！　まだまだ力が湧わいてくる……！　今ならどんなことだってできるような気がするよ……！」

「ならばさんしろう、とりあえずは逃にげるのだ！　なんだかよくわからないが、体が動くようになったのなら好都合だ！」

「いや、悪いけどモンブランは先に逃にげててくれ……！　ぼくはあのもじょって子と少し話がしてみたいから……！」

「バ、バカなことを言うな！　こら待て、さんしろう！」

　ぼくはモンブランの制止も聞かず、もじょに向かって歩き出した。

　すると、数ｍも進まないうちにもじょがぼくの存在に気づき、足を止める。

　彼かの女じよまでの距きよ離りはおよそ20ｍ。

　ぼくはその距きよ離りをさらに詰つめようと前進する。

　けれど、彼かの女じよはなぜか怯おびえたように後ずさりを始める。

「あ、あの、ぼくは怪あやしい者じゃないよ。ちょっと君に訊ききたいことがあって」

「きひぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ───!?」

　突とつ然ぜん、もじょが耳をつんざくような奇き声せいを上げ、ぼくは思わず耳を塞ふさいだ。

　まるでマンドラゴラの悲鳴だ。いや、マンドラゴラの悲鳴なんて聞いたことはないのだけれど、そう表現してしまいたくなるくらいに耳みみ障ざわりで恐おそろしい奇き声せいだったということだ。

　さらに直後、もじょは回れ右して脱だつ兎とのごとく逃にげ出だした。

「ま、待って！　ちょっと待ってってば！」

「きひぃぃっ!?　きひぃぃぃぃぃっ!?」

　ぼくは追いかける。

　けれどもじょは奇き声せいを上げ、ぼさぼさの髪かみを振ふり乱みだし、子供とは思えない俊しゆん足そくで逃にげ回まわる。

　なんなんだあの異様な足の速さは。それにどうしてそんなにぼくのことを怖こわがるんだ。

　走っても走っても追いつけず、それどころか徐じよ々じよに引ひき離はなされていく。

　しかも、彼かの女じよとの距きよ離りが開いていくにつれ、ぼくの体からはどんどん力が失われていく。

　ああ、ダメだこれ。

　走るどころか、歩くことさえ辛つらくなってきた。体も半透とう明めいに戻もどってしまっている。

　そうこうしているうちにだんだん気が遠くなってきて、ぼくは石いし畳だたみにがくりと膝ひざをついた。

「さ、さんしろう!?　待っていろ、今助けるからな！」

　そのあと、モンブランが人を呼んで駆かけつけてきてくれたおかげで、ぼくはなんとか一命を取り留めたのだけど……、

　死後の世界で一命を取り留めたっていうのも、なんだか妙みような話だよね。
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「すごい……！　食べると力が湧わいてくるのがわかる……！」

　ぼくはオムハヤシにがっつく。

　この料理は、もじょが大通りを通り過ぎたあと、事情を汲くんでくれたひより食堂の女将おかみさんが提供してくれたものだ。

　コクのあるデミグラスソースとふわとろの卵が口の中で絶ぜつ妙みようなハーモニーを奏かなでる度たび、ぼくの体に力が満ちてくる。ありがたい上においしくて、この分なら体が半透とう明めいになってしまっているのもすぐに治りそうだ。

「その力こそが魔ま力りよくだよ。この世界の生き物の体（精神）は魔ま力りよくで具現化されている。だが、魔ま力りよくはなにか行動をする度たびに消費されてしまうから、定期的にこうして食事で補ってやる必要があるのだ」

　モンブランは向かいの席でもきゅもきゅと白身魚のムニエルを食べながら教えてくれた。このお店は猫ねこ用の食事（塩分抜ぬき）も提供してくれるらしく、女将おかみさんがついでに彼かれの分も作ってくれたのだ。

「つまり、さっきまでのぼくは魔ま力りよく不足で消しよう滅めつの危機に晒さらされていたってことだね？」

「その通りだ。ま、要は食べなければ死ぬというだけのことなので、小難しく考える必要はない。そのへんは前の世界と一いつ緒しよだ」

「たしかにそうだね。けど……、そう考えるとますます不思議に思えてきたよ。さっきもじょと対面していたとき、ぼくは食事をしたわけでもなかったのに、どうして体内に魔ま力りよくが満ちてくるのを感じていたんだろう」

「すまないが、それについては我わが輩はいにもさっぱりだ。こう言ってはなんだが、君の気のせいだったということはないのか？」

「いや、あのときは透とう明めいになりかけていた体が元に戻もどったりもしたし、あれが気のせいってことはないでしょ？」

「ふむ、たしかに……」

「だからぼくは、もじょがぼくのことを助けてくれたんじゃないかと思って彼かの女じよに話しかけようとしたんだけど……」

「あの様子では、そうではなかったのだろうな」

「じゃあ、どうしてぼくの体は一時的にでも魔ま力りよくを得ることができたんだろう……？」

「もじょが意識的に助けたのではなかったとすると……、無意識に助けたのかもしれないな」

「無意識に……？　どうやって？」

「さっきも話したが、もじょは常時発動型魔ま法ほう『大厄災デイザスター』の使い手だ。あの魔ま法ほうの効果範はん囲いに入ってしまうと、普ふ通つうの人間ならありとあらゆる不運に見み舞まわれることになる。もじょがそれを望もうが望むまいが、問答無用でな」

「でも、ぼくは別に不運な目になんてあわなかったよ？」

「そこだよ。さんしろうは不運な目にあわなかったどころか、むしろ元気になった。だから、ここから先はただの推測になるが、もしかしたら君は大厄災デイザスターが振ふりまく不運を自らの魔ま力りよくに変へん換かんできる特異体質なのかもしれない」

「不運を、魔ま力りよくに変へん換かんできる……？」

「うむ。さんしろうは昔から異様に運の悪いやつだったが、同時に不運をバネにして成長していける強い精神の持ち主でもあった。だからその精神が魔ま力りよくで受肉した今なら、君の体が不運を糧かてにして強くなるような特とく殊しゆな性質を備えていてもなんら不思議ではないのだ」

「そ、そういうものなんだ……？」

　たしかに、ぼくはこれまで『転んでもただでは起きるな』って感じでずっと生きてきた。

　その心がけが、この世界では肉体にまで影えい響きようを及およぼしているってことなのかな？

「ま、なんにしろ、君が大厄災デイザスターの影えい響きよう下にあっても不運な目にあわないのはいいことだ。そこは素す直なおに喜んでおけばいいさ」

「それはそうなんだろうけど……」

「それよりも、食事を終えたら商工会ギルドにいくぞ。まずは君にこの世界のクラン金の稼かせぎ方を教えておかねばならないからな」

「おおっ！　この世界、ギルドなんてものまであるんだ！　魔ま法ほうといいギルドといい、なんだか本当にゲームの世界みたいだね！」

　もやもや感が一気に吹ふき飛とんでワクワクしてきた。今朝死んだばかりなのにもうワクワクしているなんて我ながらちょっと不ふ謹きん慎しんな気もするけど。

「ふふっ、さすがだな、さんしろうは。普ふ通つう、この世界にきてすぐの人間はもっと落おち込こんでいたり塞ふさぎ込こんでいたりするものなのだが」

「へ？　どうして？」

「どうしてって、当然だろう。だいたいの人間は、前の世界になんらかの未練を残してここにくるのだからな」

「あ、そっか。ぼくにはそういうのがないから平気なのか」

「だろうな。しかし、だからといってあまり浮うかれすぎるなよ。この世界での死は、精神の消しよう滅めつを意味する。もしそうなったら、今度こそ君の人生は終わりだからな」

「そうなんだ？　ここで死んだら、次は第三世界サード・ワールドにいけるんじゃないの？」

「いや、それはない。第三世界サード・ワールド以降の世界には、生きた状態で特とく殊しゆな条件を満たさねばいけないらしいのだ」

「その条件って？」

「残念ながら我わが輩はいも知らない。というよりも、それを探すのがこの第二世界セカンド・ワールドの住人の使命らしいぞ」

「なるほど、それもまた楽しそうな話だね」

　ぼくは残りのオムハヤシをかき込こんで食べ終える。

　その頃ころには、半透とう明めいになっていた体もすっかり元に戻もどっていた。

「……よし、ではいくとするか」

　同じく食事を終えたモンブランが伝票を持って席を立つ。

　こう言ったら彼かれは怒おこるだろうけど、もふもふなペルシャ猫ねこが食事代を払ってくれるその後ろ姿は、なんだかとってもシュールで可愛かわいかった。





＊






　ぼくたちは大通りを歩き、商工会ギルドを目指す。

　けれどその途と中ちゆう、ぼくはふと、魔ま女じよの帽ぼう子しみたいな形をした変わった建物の前で足を止めた。

「ねぇモンブラン、この建物って随ずい分ぶんおもしろい形をしてるね？」

　看板にはまんま『魔ま女じよの帽ぼう子し屋』と書かれていた。なにかのお店のようだ。

「さんしろうは、つくづくもじょと縁えんがあるようだな」

「え？　どういうこと？」

「ここは彼かの女じよが経営しているマジックアイテムショップなのだよ」

「マジックアイテム……？」

「さんしろうは前の世界でたまにゲームをしていただろう？　で、そのゲーム内には魔ま法ほうの効果を発揮するアイテムなんかが存在していたはずだ。ここは、そういうアイテムを売っている店なのだよ」

「す、すごいじゃないかそれ！　ちょっと中を覗のぞいてみてもいいかな!?」

「それは構わないが、どうせなにも置かれていないと思うぞ」

「へ？　どうして？」

「もじょは店番ができない。なぜなら彼かの女じよがいると誰だれも店に近寄らなくなるからだ。そしてこの店には従業員もいない。なぜなら誰だれももじょの下でなんて働きたくないからだ。彼女は天涯孤独の身だから、頼れる身寄りもいないしな」

「ってことは、ここは開店休業状態……？」

「いや、もっと酷ひどい。もじょは生活のため、ここに自作のマジックアイテム……主にポーションの類たぐいを置いて無人販はん売ばいをしているのだが、そのほとんどが心ない者たちに盗ぬすまれてしまう。この街のごろつきどもは、店員がいない店で代金なんて支し払はらわないのだよ」

「酷ひどいなそれ……。あ、そういえばさ、さっきもじょがこの街にきたのって、もしかしてここに商品を入にゆう荷かさせるためだったのかな？」

「おそらくはそうだろうな」

「じゃあ、まだちょっとしか時間が経たってないから商品が残ってるかも！　やっぱり中を覗のぞいてみようよ！」

「わかった。そこまで言うなら入ってみよう。……我わが輩はいがいれば大だい丈じよう夫ぶだろうし」

　モンブランが最後になにか呟つぶやいたように聞こえたけど、ぼくはそれをあまり気にせず魔ま女じよの帽ぼう子し屋に入った。

　店内の販はん売ばいスペースは六畳じよう程度。個人店だからか、思っていたよりも結構狭せまい。

　にもかかわらず、店内にはぼくとモンブランの他、ゲームでいうところの冒ぼう険けん者風の男が三人もいた。彼かれらはつるんでいるらしく、ぼくたちを見て目を見合わせている。

　で、肝かん心じんの商品については、モンブランが言っていた通りなにも置かれていなかった。

　それに、『代金はここに入れてください』と書かれた箱にもなにも入っていない。

　これってもしかして、商品が持ち去られてしまっただけじゃなく、売上金まで盗ぬすまれてしまったということなんじゃないだろうか。

　そこでふと、疑問に思う。

　この冒ぼう険けん者風の男三人は、商品の置かれていない店内でなにをしていたのだろうか。

　見れば、彼かれらの収納袋ぶくろにはぱんぱんにアイテムが詰つまっているみたいだけど……。

（ねぇモンブラン、あれってもしかして……？）

（だろうな。収納袋ぶくろから少し尖せん端たんが覗のぞいているあのポーションは『リフレッシュポーション』といって、この店にしか売っていない名物品だ）

（ってことは、盗人ぬすつと確定だね）

（そうだろうが、関わるなよ。この店の商品が盗ぬすまれたところで、我わが輩はいたちは別に痛くも痒かゆくもないのだからな）

　男三人組が視線で合図し合い、店から出ていこうとする。

　けれどぼくは彼かれらの前に立たち塞ふさがり、両手を広げて言った。

「ちょっとあなたたち、商品を持っていくのならちゃんと代金を払はらっていってくださいよ」

「うわっ、バカ！　どうして言っているそばから絡からんでしまうのだ！」

「だって泥どろ棒ぼうとか許せないよ。全部盗ぬすまれちゃったら、もじょはどうやって生活していけばいいのさ」

「もじょのことなんて気にしている場合か！」

　モンブランと言い合っていたら、男のうち一人がぼくの胸むなぐらを摑つかんできた。

「よお、坊ぼう主ず。お前はここの店員か？　それともこの街の警備隊員かなにかか？」

「ど、どっちでもないけど、それがどうしぐあっ!?」

　ぼくはいきなりお腹なかを殴なぐられてしまった。食べた直後だったのでちょっと戻もどしそうになる。

「なら、黙だまって見なかったことにしとけ。痛い目にあいたくなかったらな」

「ぐっ……！　黙だまりもしないし見なかったことにもしない……！　第一、痛い目にならもうあってる……！」

　ぼくが睨にらみつけると、男は再び殴なぐりかかってきた。

　けれどぼくはその手を摑つかみ、背負い投げをしてそいつを組くみ伏ふせる。

「ぐおっ!?　いたたたたッ!?」

「ぼくはこう見えて結構な優等生でね……！　学校で習ったことなら大たい抵ていなんでもできるんだよ……！」

　運の悪かったぼくが身に付けた最大の処世術。それが努力だ。

　どんなに運が悪かろうと、大たい抵ていのことは努力して磨みがいた実力があればなんとかなる。

　……はずなのだけど、

「ガキが、なめやがって……！」

「俺おれたちが世の厳しさってやつを教えてやる……！」

　残念ながら、世の中にはたまに努力云うん々ぬんではどうにもならないこともある。

　たとえばこんな風に、目の前の男二人が腰こしに差していた真しん剣けんを抜ぬいちゃうとかね。

「な、なにそれ？　普ふ通つう、たかがケンカで真しん剣けんを抜ぬく？」

「死ね！」

「うおぅっ!?」

　男の一人に本気で剣けんを振ふり回まわされ、ぼくは慌あわてて後ろに飛とび退のいた。

　ちょっと、というか、かなりピンチだ。店のスペースが狭せますぎてもう逃にげ場ばがない。

「やれやれ、言わんこっちゃない……」

　モンブランが呆あきれたように首を振ふり、ぼくと男たちの間に割って入ってきた。

「我わが輩はいは本来人間とは交戦しない主義なのだがな。お前さんたちがさんしろうを傷つけようというのなら黙だまって見ているわけにはいかない。命が惜おしくばここから去れ」

「ふん！　猫ねこ又また風ふ情ぜいがなにを偉えらそうに！」

　男の一人が斬きりかかってくる。けれどモンブランはそれをひょいと躱かわし、逆に目にも留まらぬ速さで男の喉のどをざっくりと引ひっ搔かいた。

「ぐあっ!?　こ、このッ……！」

「感謝しろ。今のは初しよ撃げき故ゆえに加減してやった。次は容よう赦しやなく頸けい動どう脈みやくを切るぞ」

　おおっ、すごい！　モンブラン強い！　モンブランかっこいい！　モンブラン可愛かわいい！

　男たちもまさかこの毛玉のようなぬいぐるみのようなもふもふ猫ねこがここまで強いとは思っていなかったらしく、後ずさる。

　と、ちょうどそのとき、たまたまお店に入ってきた女の人が状じよう況きようを読み、忠告してきた。

「あなたたち、そのへんにしておきなさい」

　彼かの女じよは大きなとんがり帽ぼう子しを被かぶり、セクシーなローブを身に纏まとった、いかにも魔ま法ほう使つかいっぽい姿をしたお姉さんだった。

「く、くそっ！　こいつ、リア・フルフィーリングだ！　一いつ旦たん引くぞ！」

　男三人組は彼かの女じよを見て怖おじ気けづき、すぐさまお店から逃にげ出だそうとする。けれど、

「こら、盗ぬすんだ商品はちゃんと置いていきなさい」

「ちっ……！」

　女の人が釘くぎを刺さすと、男たちは舌打ちをし、収納袋ぶくろを丸ごと置いて逃にげ去った。

　呆あきれたことに、あれに入っていたアイテムは全てこのお店の商品だったらしい。

「なるほど、貴女あなたがリア・フルフィーリングか。噂うわさに違たがわぬ美しさだな。助力に感謝するぞ」

　モンブランが女の人に恭うやうやしく礼をする。

「ふふ、どういたしまして、可愛かわいい猫ねこさん」

「おいおい、『可愛かわいい猫ねこさん』はやめてくれ。我わが輩はいにはちゃんとモンブランという名があるのだ」

「あらごめんなさい。ちなみに、そっちの彼かれは大だい丈じよう夫ぶかしら？　怪け我がはない？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶです。お気き遣づかい、ありがとうございます」

　ぼくは緊きん張ちようして声を上うわ擦ずらせてしまった。

　このリアさんって人、目鼻立ちの整った端たん正せいな顔をしている上に、ちょっと目のやり場に困るくらいスタイルがいい。おまけに透とう明めい感のある白い肌はだをしているし、赤い長ちよう髪はつもシルクのような光こう沢たくを放っているし、非の打ち所のない綺き麗れいさだ。

「あ、あの、さっきの男たち、あなたのことを知っていたみたいですけど、お知り合いだったんですか……？」

「まさか、初対面よ」

「え、じゃあ、どうして……？」

　ぼくが尋たずねようとすると、モンブランが間に入って答えてくれた。
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「さんしろうよ、彼かの女じよはそれなりに名の通った冒ぼう険けん者なのだ」

「冒ぼう険けん者……？」

「うむ。実は商工会ギルドが斡あつ旋せんしてくれる仕事には、商あきないに関するものとモンスター討とう伐ばつに関するものがあってな。この世界では、後者を専門に仕事を請うけ負おう者のことを冒ぼう険けん者と呼ぶのだ」

「モ、モンスターだって……？　もしかして、この世界にはゲームに出てくるみたいな化け物がいるってこと……？」

「下はスライムから上はドラゴンまで、大小様々なのがうじゃうじゃいるぞ。ちなみにリアはこの界かい隈わいで最強と言われている冒ぼう険けん者で、たしかドラゴンも何度か討とう伐ばつしているはずだ」

「す、すごいじゃないかそれ……！」

　どうりで盗人ぬすつとたちがリアさんを見て即そく座ざに逃にげ出だしたわけだ。ただのごろつきがドラゴンさえも退治してしまうような冒ぼう険けん者に敵かなうはずがない。

「あなたたち、おだててもなにも出ないわよ」

「おだててなどいないさ。我わが輩はいは単に事実を述べているだけだ」

「私はあなたが思っているほど大層な人間ではないのだけど……まぁいいわ。そんなことより、今はこの商品を棚たなに戻もどしてあげましょう。このままにしておいたら、もじょが可哀かわい想そうだし」

　そう言って、リアさんは男たちが置いていった商品をお店の棚たなに戻もどし始めた。

　美人で強い上に、優やさしくて気が利きくなんて、なんて素す敵てきな人なんだろう。

　……と、感心して商品を棚たなに戻もどすのを手伝っていると、

「あっ、やられたわ……！　あの男たち、売り上げ金を持って逃にげたわね……！」

　リアさんは途と中ちゆうで代金箱が空っぽになっていることに気づき、目を覆おおった。

　そういえば、ぼくも商品のことばかりに気を取られていて、そちらのことはすっかり忘れてしまっていたな。

「やられましたね……。っていうか、このお店ってよくこれでもってますね……。店員さんがいないんじゃ、こういうことがしょっちゅう起こるでしょうに……」

「たぶん、もじょは調合の天才なのよ。私が思うに、彼かの女じよは通常の半分以下のコストでより高品質なポーションを作っているんじゃないかしら。でなければ、これだけ盗とう難なんにあって利益なんて出せるはずがないもの」

「なるほど……」

　たしかに、生産コストを抑おさえることができれば販はん売ばいしたときの利益が大きくなり、盗とう難なんによる損失は補ほ塡てんしやすくなるだろう。

「でも、それでも大変でしょうね。全部盗ぬすまれたりしたらどうしようもないでしょうし……」

「そうね。だから、私はできるだけこのお店で買い物をしてあげるようにしているの。もじょの作るポーションは他よりも品質が良くてここぞというときに頼たよりになるから、私としてもこのお店に潰つぶれてもらっちゃ困るのよね」

　言いながら、彼かの女じよは商品であるリフレッシュポーションを二本だけ自分のウエストポーチにしまい、その代金を代金箱に入れた。

「ん……？　その代金箱、よく見たら側面に小さな張り紙がしてありますね？」




　───アルバイト募ぼ集しゆう中ちゆう　時給１５００クラン～　勤務日時応相談───




　見たところ、それはこの魔ま女じよの帽ぼう子し屋のアルバイト募ぼ集しゆう広告のようだった。

「……ねぇ、モンブラン。この街の店番の時給って相場はいくらくらいなの？」

「店にもよるが、平均すると１０００クランくらいだと思うぞ」

「じゃあこれ、時給は悪くないね。ぼく、ちょうど仕事を探しにいくところだったし、どうせならここの店番として働くことにするっていうのはどうかな？」

「いや、さすがにそれはお勧すすめできないな。この店で働いたらさっきのようなトラブルに頻ひん繁ぱんに巻まき込こまれそうだ。それに、もじょには極力関わらないほうがいい」

「でも、ぼくはもじょに近づいても平気な体質なんだよね？」

「さんしろうがよくても、我わが輩はいはよくない。君がもじょの近くにいては、我わが輩はいが君に近づけなくなってしまうではないか」

「それについては大だい丈じよう夫ぶでしょ。だって、もじょは商品の仕入れのとき以外、ほとんどこのお店にはこないみたいだし」

「まぁ、それはそうなのかもしれないが……」

　モンブランはなおもぼくがここで働くことには反対のようだった。しかも、

「私も、ここで働くのはやめておいたほうがいいと思うわ」

　リアさんまでそんなことを言い出した。

「え、どうしてですか？」

「このお店にくる厄やつ介かい者は、さっきのようなごろつきだけじゃないの。以前、私はここにルーセット盗とう賊ぞく団のメンバーと思おぼしき人たちが出入りしているのを見たことがあるのよ」

「ルーセット盗とう賊ぞく団……？　なんですか、それ？」

「あなた、知らないの？　この大陸で最大の勢力を持つと言われている闇やみギルドよ？」

「ぼく、今日この世界にきたばかりでして……」

「ああ、なるほど。なら、忠告しておいてあげるわ。命が惜おしければ、この世界では体にコウモリの入いれ墨ずみをしている人とは関わらないことね」

「コウモリ、ですか……？」

「ええ。ルーセットは『大コウモリ』という意味でね、あの盗とう賊ぞく団の団員はみんな体のどこかにコウモリの入いれ墨ずみをしているのよ。正直、私でも関わり合いになりたくないような連中だから、あなたも十分に注意することね」

「リアさんでも……？　そ、そうですか、そんな連中がこのお店に……」

　リリガーデン最強の冒ぼう険けん者であるリアさんにここまで言わせるとは、ルーセット盗とう賊ぞく団というのはよっぽど恐おそろしい組織なんだろう。

　となると、これはますます放っておけないな。

「……ご忠告ありがとうございます。ならやっぱり、ぼくはここで働きたいと思います」

　ぼくがそう言うと、モンブランがずっこけそうになった。猫ねこなのに。

「アホかさんしろう！　君はリアの話を聞いていなかったのか!?」

「失敬な、聞いてたよ。聞いてたからここの店番をしなきゃって思ったんじゃないか」

「いや、全然意味がわからないぞ!?　どういう思考回路を辿たどったらそうなったのだ!?」

「だって、ルーセット盗とう賊ぞく団っていうのはすごく危険な組織なんでしょ？　このお店はそんな組織から狙ねらわれているかもしれないのに、もじょは大厄災デイザスターのせいでみんなから避さけられ、ひとりぼっちになっちゃってる。誰だれかがこのお店を守ってあげなくちゃいけないのに、誰だれも守ってあげられない。なら、大厄災デイザスターを受けても平気なぼくが守ってあげるしかないじゃないか」

「どうして君がもじょのためにそこまでする必要があるのだ！」

「ひとりぼっちの小さな子供が困っているときに、放っておくことなんてできないよ」

　ぼくがそう答えると、モンブランはうぐぐっと唸うなり声を上げ、全てを諦あきらめたように嘆たん息そくした。

「はぁ……。君はもじょを過去の自分と重ね合わせてしまっているのか……」

「まぁ、否定はできないね」

　ぼくは隠かくすことなくそう答えた。ぼくも小さな頃ころは親なしでずっとひとりぼっちだったから、もじょが今抱かかえている問題を他ひ人と事ごとだとは思えないのだ。

「……仕方がない。どうせ君は言い出したら聞かないし、しばらくは付き合ってやるか……」

「ありがとうモンブラン。君もいてくれるなら心強いよ」

　ぼくは両手でわしゃわしゃとモンブランの頭を撫なでる。

　すると、それを端はたで見ていたリアさんが冷めた声で言った。

「……私はちゃんと忠告をしたわよ」

「すみません、せっかくのご忠告をふいにすることになってしまって」

「……ま、あなたの人生なのだし、あなたの好きにすればいいと思うけれどね」

　そう言って、商品を棚たなに並べ終えた彼かの女じよはぼくたちに背を向けた。

「それじゃ、私はこのへんで失礼するわ。ここへはよくくるから、また会いましょう。じゃあね、可愛かわいいお二人さん」

　可愛かわいい、と言われて、ぼくもモンブランもちょっとむっとなってしまった。男子たるもの、いかなる理由があろうとも女の人から可愛かわいいなどと言われてはいけないのだ。

　まぁ、モンブランはぼくから見ても可愛かわいいんだけどね……。

「あ、そうそう。あなたたち、なにか勘かん違ちがいをしているみたいだから言っておくけど、大厄災デイザスターの効果対象は人間だけよ。あの魔ま法ほうは人間以外の動物やモンスターには効かないの。もちろん、猫ねこにもね」

　リアさんは妖あやしく微ほほ笑えみながらそう言い残し、お店から出ていった。

「……なんと、我わが輩はいには大厄災デイザスターが効かないのか。これは不勉強であった……」

　ちょっとへこんだ様子で呟つぶやくモンブラン。

　彼かれもこの世界にきてまだ一年足らずだから、ぼくほどではないにせよ、知らないことが多いのかもしれないな。
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　リアさんと別れたあと。

　ぼくはモンブランと一いつ緒しよにリリガーデンの街から出て、魔ま女じよの森の中にあるというもじょの家を訪ねた。

　で、ぼくはそこで機き嫌げんよさそうに歌いながら大おお釜がまの中身をかき混ぜるもじょに会い、彼かの女じよがイケメンに会った話とか、そのイケメンが可愛かわいい猫ねこを連れていた話とかをしたのだけど……、

「きひぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ───!?」

　もじょは急に冷静になってぼくの存在に気づき（それまでは気づかずに会話してたっぽい）、信じられないすばしっこさで森の茂しげみの中へと逃にげ去さってしまった。

　以上。

　ここまでが、ぼくが今朝雷かみなりに打たれてから現在に至るまでに起きた出来事だ。

「……さてと、これからどうするかな」

　ぼくはなぜか、ものすごくもじょに怖こわがられているみたいだ。

　だからもじょに雇やとってもらうには、まずはきちんと彼かの女じよと話をして、ぼくを怖こわがっている理由を聞いておく必要があるだろう。

　となると、やっぱりこの家でしばらく彼かの女じよの帰りを待たせてもらうしかないのだけど……。

　臭くさい。

　この家の中、とにかく臭くさい。

　待つのはいいのだけど、とりあえずはこの悪あく臭しゆうをなんとかできないものだろうか。

　そう思ったぼくは、臭においの原因だと思っていた大おお釜がまの中を覗のぞいてみた。

　すると、

「あれ……？　この煙けむりが臭におってるわけじゃない……？」

　意外にも、大おお釜がまから立ち上ってくる煙けむりはほぼ無む臭しゆうだった。

「さんしろう、この臭におい、たぶんあっちの部屋から漂ただよってきているぞ」

　モンブランが鼻をくんかくんかとさせ、臭においの元を探さぐり始める。

「す、すごいねモンブラン……？　よくこんな臭においを積極的に嗅かぎにいけるね……？」

　臭においの元と思われる部屋に近づくにつれ、さらに異い臭しゆうは強くなっていった。

　ぼくはその臭においに耐たえられなくなり、鼻を摘つまみながらモンブランについていく。

「猫ねこは基本的に腐ふ臭しゆうが嫌きらいではないからな。人間以外の肉食動物はわりとそうだぞ」

「えっ？　これってなにかが腐くさってる臭においなの？」

「うむ。我わが輩はいが知る限り、これに最も近い臭においを放つのは生ゴミだ」

「生ゴミ」

　ぼくは思わずオウム返しをしてしまった。もう嫌いやな予感しかしない。

　そして案の定……、

　もじょの家の最さい奥おうで見たキッチン（推定）は、生ゴミの山で埋うめ尽つくされていた。

「ね、ねぇ、モンブラン、この世界のゴミ収集車って何曜日にきてくれるのかな……？」

「電話もテレビもインターネットもないこの世界に、ゴミ収集車があると思うか？」

「だよねぇ……。これ、何年分の生ゴミなんだろう……？」

「もじょがこっちの世界にきて十年ほどが経たつと聞いているから、たぶんそのくらいなのではないか？」

「じゅ、十年分の生ゴミ……」

　幼女の一人暮らしではキッチンはちゃんと管理されていないだろうなとは思っていたけれど、まさかこれほどまでとは……。

「ちなみに、この世界の生ゴミ処理って普ふ通つうはどうするものなの？」

「街の中にいくつかあるゴミ集積場に持っていくか、もしくは各自で燃やして灰にした上で土に埋うめるかのどちらかだな」

「なるほど……」

　街まち中なかならともかく、こんな森の中では集積場にゴミを捨てにいくことなんてできない。となると燃やして埋うめるしかないのだけど、それは幼女にはハードルが高かったのかもしれない。

「……ねぇモンブラン、もじょはどうしてこんな辺へん鄙ぴなところに一人で住んでいるのかな」

「さぁな。街から追い出されてしまったか、あるいは自分から出ていったか……。どちらにせよ、あまり明るい理由ではないだろうな」

　そのへんのことについては、モンブランもよく知らないみたいだった。

「よし、モンブラン、これ全部かたづけて、掃そう除じをしよう」

「かたづけるって、どこにだ……？」

「森に埋うめる。生ゴミだから、燃やさなくてもたぶん土に還かえるよ。というわけで、とりあえずは全部外に運び出しちゃおうか」

「なぜ我わが輩はいたちがそんなことを……」

「このままじゃ、あの子病気になっちゃうよ。衛生状態が悪すぎる。っていうか、今までよくこれで平気だったよね」

「あまり面めん倒どう見がいいのも考えものだな……」

　モンブランは渋しぶ々しぶ立ち上がり、ゴミ袋ぶくろを手（足？）に持って二足歩行で歩き出した。さすがの彼かれも、あのゴミ袋ぶくろを口にくわえて運ぶのは抵てい抗こうがあったみたいだ。

　ぼくも彼かれに続き、両手に持ったゴミ袋ぶくろを外に運び出す。

　っていうかモンブラン、君って普ふ通つうに二足歩行できたんだね……。
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　で、しばらくしてキッチンの掃そう除じが終わり、異い臭しゆうがしなくなった頃ころ。

　ちょうどもじょが、家の玄げん関かん先にひょっこりと戻もどってきた。

　でも、彼かの女じよはよっぽどぼくのことが怖こわいのか、すぐに玄げん関かんに入ろうとはせず、きょろきょろと辺りを警けい戒かいしている。

　その様子を木こ陰かげからこっそりと窺うかがっていたぼくは、申し訳ないとは思いつつも、気づかれないようにゆっくりと彼かの女じよに忍しのび寄よっていく。

　そして、もじょがおそるおそる玄げん関かんに入ったところを見計らって……、

　背後から、がっちりと彼かの女じよの両りよう肩かたを摑つかんだ！

「おかえり、もじょさん！　随ずい分ぶん遅おそかったね！」

「きひぃぃぃぃぃぃぃっ!?」

　想像通りの反応だった。

　でも、今回は逃にがさない。悪いけど、これは君のためなのだから。

「もじょさん、ぼくを君のお店で働かせてよ」

「きひぃぃぃっ!?　きひぃぃぃぃぃっ!?」

「ぼく、君を放っておけないんだ。魔ま女じよの帽ぼう子し屋、あのままじゃ潰つぶれちゃうよ。そしたら君が生活できなくなっちゃう」

「きひぃぃぃっ!?　きひひぃぃぃぃぃっ!?」

「ぼくは雇やとえない？　どうしても無理？」

「む、むりじゃないっ……！　むりじゃないからはなれてっ……！」

　初めてまともな会話が成立した気がした。

　けれど、彼かの女じよはガタガタと震ふるえながら両手で必死にぼくを押おし退のけようとしてくる。

　この子、本当にぼくのことが怖こわいんだな……。

　あんまり可哀かわい想そうになって手を放すと、彼かの女じよはバタバタと廊ろう下かの隅すみに逃にげていき、肉にく食しよく獣じゆうに追おい詰つめられた小動物みたいに体を縮めてしまった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだよ？　ぼくはなにも酷ひどいことなんてしないよ？」

　ぼくがそう言うと、彼かの女じよはぴやっとなにかを投げつけてくる。

　キャッチしてみると、それは真しん鍮ちゆう製の鍵かぎだった。

「そ、それ、おみせのあいかぎ……！　あ、あげるから、かえって……！」

「えーと……、それって雇やとってもらえるってことなのかな……？」

　ぼくが尋たずねると、彼かの女じよはこくこくと激しくうなずいた。それに合わせてぼさぼさの長ちよう髪はつが振ふり乱みだれ、なんだかパンクバンドのギタリストみたいに見える。

　うーん……。この子、せっかくの可愛かわいらしい顔が台無しだな……。

「それじゃあ、勤務日時を確かく認にんしておきたいんだけど……」

「げ、げつようびからきんようびの、あさ10じから、ゆうがたの６じまで……！」

「あ、うん、フルタイムだね？　大だい丈じよう夫ぶ、働けると思うよ。逆に、お休みについては？」

「ど、どよう、にちよう、しゅくじつはおやすみ……！　ほか、かききゅーか、とーききゅーか、けーちょうきゅーか、ゆーきゅーきゅーか、とくべつきゅーかあり……！」

　聞いている限り、この世界の暦こよみは前の世界と大差ないようだった。それに労働条件も悪くない。アルバイトにこの待たい遇ぐうなら、かなりのホワイト企き業ぎようと言ってもいいんじゃないだろうか。

「わかった。じゃあ、あとは仕事内容の確かく認にんを」

「かえって……！　もうかえって……！」

「い、いや、そういうわけにも……」

　ぼくがそう言って一歩前に踏ふみ出だすと、彼かの女じよはふっと白目を剝むき、ぱたりと倒たおれてしまった。

「お、おーい？　もじょさーん？　もしもーし？」

　ぺちぺち頰ほおを叩たたいて呼びかけてみるけど、彼かの女じよの黒目はどこかに旅立ったまま帰ってこない。

　どうやらこの子、気を張りすぎて失神してしまったみたいだ。息はしているし、脈もしっかりしているのだけど、白目が怖こわくて一いつ瞬しゆん死んでしまったのかと焦あせってしまった。

「こ、困ったな……。どうしよう……」

　どうしてこの子はこんなにもぼくのことを怖こわがるのだろう。

　せめてその理由くらいは聞いておきたいところだったのだけど……。

「さんしろう、とりあえずは雇やとってもらえたことだし、今日はこのへんで引き下がったほうがいいのではないか？」

「だね……。仕事については、当面は万引きの監かん視しと、接客と、あとは掃そう除じなんかをするしかないか……」

「それだけでも状じよう況きようはかなり改善されるはずだぞ。細かい仕事についてはまた次の機会にでも訊きけばいいさ」

「うん……。それじゃ、帰ろうか……」

　ぼくは後味の悪さを感じつつも、仕方なくもじょの家をあとにすることにした。
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　帰り道。

　ぼくが暗い森の中をとぼとぼと歩いていると、モンブランがやんわりと忠告してきた。

「……さんしろう、もじょに同情するのは大たい概がいにしておけよ」

「同情に大たい概がいもくそもないでしょ。同情は、するかしないかの二に択たくだよ」

「なら、訂てい正せいしよう。もじょには同情するな」

「それができたらとっくにやってるよ」

　ぼくはついむっとなってそう答えた。

　ぼくは生まれた瞬しゆん間かんに捨てられ、児童養護施し設せつで育った。

　十二歳さいになったときに養父母に引き取られはしたけど、残念ながら養父母の実子である義理の兄弟たちとの関係がうまくいかず、結局あの家にはぼくの居場所なんてできなかった。

　だからぼくが前の世界で家族だと思っていたのは、野の良ら猫ねこだったモンブランだけだ。

　どこにも居場所がなかったぼく。

　どこにも居場所がないもじょ。

　程度の差はあるだろうけど、ぼくたちはたぶん似た者同士なのだ。

「気を悪くさせてしまってすまない。だがなさんしろう、もじょがこんな扱あつかいを受けるようになったのにはそれなりの理由があるのだ」

「小さな子供を社会から孤こ立りつさせていい理由なんてあるのかな」

「まぁ聞け。もじょは十年前、大厄災デイザスターで大火事を起こして多くの者を傷つけ、死なせてしまっているのだ。そんな被ひ害がいにあってしまったリリガーデンの街の人々が、彼かの女じよのことを温かい目で見られるはずはないだろう？」

「でも、大厄災デイザスターは彼かの女じよの意志で発動しているわけじゃないんでしょ？　だったら、彼かの女じよはなにも悪くないじゃないか」

「たしかにそうなのだが、我わが輩はいは君のことが心配なのだ。もじょと関わることで、君まで街の者たちから疎うとまれるようになったら目も当てられないからな」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。そこはうまくやってみせるから」

　ぼくが答えると、モンブランはやれやれと嘆たん息そくした。

　彼かれがぼくのことを心配してくれるのは嬉うれしいし、ありがたいことだと思う。

　でもやっぱり、ぼくにはもじょを放っておくことなんてできそうになかった。
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　あれから一週間ほどが経たった。

　あの日以来、ぼくは魔ま女じよの帽ぼう子し屋でアルバイトとして働いている。

　ちなみに、もじょとは相変わらずまともなコミュニケーションが取れていないのだけど、店番についてはやっているうちに要領が摑つかめてきたし、給料も日ひ払ばらいでちゃんともらえているので、今のところ仕事に支障は出ていない。

　問題があるとすれば、万引きがなかなか減らないことだろうか。

　たとえば、あそこにいるお客さん。

　いや、お金を払はらおうとしていない時点で、お客さんじゃなくてただの盗人ぬすつとなのだけど。

「ちょっと、そこのお兄さん。今、ポケットにこっそりリフレッシュポーションを入れましたよね？」

「い、入れてねぇよ。なにいちゃもんつけてんだテメェ……！」

「では、ポケットの中を確かく認にんさせていただきます」

「い、入れてねぇって言ってんだろうが！　勝手に触さわんじゃねぇよ！」

　ぼくは逃にげようとする盗人ぬすつとをさっと捕つかまえて、彼かれのポケットの中からリフレッシュポーションを取り出した。

「ほら、やっぱり盗とってたじゃないですか」

「ひ、人聞きの悪いことを言うな！　元から入ってたんだよそれは！」

「それはあり得ません。このポーション、よく見ると瓶びんの底に昨日の日付が書かれているでしょう？　これはこのポーションの製造日なんです」

「だ、だからなんだってんだよ……!?」

「昨日製造したポーションは今朝入にゆう荷かしたばかりですから、あなたがこれを入店する前からポケットに入れておくことなんて不可能だったはずだということですよ」

「い、言いがかりだ！　ど、どうせそっちが勝手に製造日を書き間ま違ちがえただけだろ！」

「往おう生じよう際ぎわの悪い人ですね。今リリガーデン警備隊を呼びますから、続きは警備隊員の人たちと話してください」

「ふ、ふざけんなっ！　だいたい、もじょはどの面つら下げてこの街で商売してんだよ!?　あいつはこんなポーションの一本や二本くらい、ただで提供して当然の立場だろうが！」

「今度は逆ギレですか。盗人ぬすつと猛たけ々だけしいとはこのことですね」

　ぼくが引かずにリリガーデン警備隊（この街の治安維い持じ組織）を呼びにいこうとすると、盗人ぬすつとは苦しまぎれに剣けんを抜ぬいて脅おどしをかけてきた。

「クソガキがっ、こっちが大人しくしてりゃつけあがりやがって！　これ以上邪じや魔まをするならテメェをぶっ殺してでもポーションをいただいていくぞ！」

「やめておいたほうがいいですよ。あなたこそ怪け我がをしたくなかったら剣けんを引いてください」

　ぼくは両手を上げて降参のポーズをとりつつも、彼かれに警告した。

「このガキッ！　マジでぶっ殺してやる！」

　余計に怒おこってしまった盗人ぬすつとが、剣けんを振ふり上あげて斬きりかかってくる。

　けれどその瞬しゆん間かん、店内で一連のやりとりを見ていたもう一人のお客───リア・フルフィーリングさんの指先が光を放った。

「ンゴッ!?」

　盗人ぬすつとはあっけなく稲いな妻ずまに撃うち抜ぬかれ、床ゆかに倒たおれる。

　さらに、リアさんが盗人ぬすつとに向けていた指先をくいっとお店の出入り口に向けると、彼かれの体は宙にふわりと浮うき上あがり、店外に向かってぴゅーっと飛んでいった。

「またつまらないものを撃うってしまったわ……」

　一つため息を吐つき、何事もなかったかのように商品の物色に戻もどるリアさん。あんな盗人ぬすつとのことなんて路ろ傍ぼうの石くらいにしか思ってなさそうな感じだ。

「リアさん、どうもありがとうございます。いつもすみません」

　ぼくはリアさんに深々と礼をした。

　こうして彼かの女じよに盗人ぬすつとを撃げき退たいしてもらうのは、これでもう三度目になるだろうか。

　たった一週間のうちにこれだけ彼かの女じよに助けられるなんて、どんだけ盗とう難なん多いのこのお店。

「このくらい大した手間ではないからいいのだけど、あなたはいい加減転職を考えたほうがいいのではなくて？　今の、私がいなかったら殺されていたわよ？」

「ははは……。でも、今のところはなんだかんだでなんとかなってますし……」

　ぼくが笑って誤ご魔ま化かすと、リアさんはまたため息を吐ついた。

　彼かの女じよはぼくのことを気にかけてくれていて、もう何度もここのアルバイトは辞やめたほうがいいと提言してくれている。たしかにこの仕事は危険度から考えると割に合わないので、ぼくも彼かの女じよの言うことはもっともだと思う。

　けれど、もじょのことを考えると、やっぱりこの仕事を辞やめるわけにはいかない。

「せめて、ぼくもさっきリアさんが使ったみたいな魔ま法ほうが使えたらいいんですけどね……」

「なら、覚えればいいじゃない」

「いやいや、ぼくにはそんなの無理ですよ……」

「なに言ってるの、さっき使ったライトニングなんて初級魔ま法ほうよ？　あれくらい、魔ま道どう書をきちんと読みさえすれば誰だれにでも覚えられるわ」

「えっ、それ、本当ですか？」

　前の世界で落らく雷らいを受けて死んだぼくは、稲いな妻ずまの恐おそろしさを嫌いやというほどよく知っている。

　だからあれを自分の力にできるというのなら、是ぜ非ひともそうしたかった。

「百ひやく聞ぶんは一いつ見けんにしかずと言うし、これをあげるわ」

　リアさんはそう言って、分厚いハードカバーの本をぼくに差し出してくれた。

「これは……？」

「雷かみなりの魔ま道どう書よ。電でん撃げきに関する魔ま法ほうは大たい抵ていこれで覚えられるから、読んでみなさい」

「でも、これってリアさんが使っているものなんですよね……？」

「そうだけど、もう耐たい久きゆう限界が近いから、ちょうど買かい換かえようと思っていたところなの」

「耐たい久きゆう限界……？」

「この世界では、大たい抵ていの魔ま法ほうは魔ま道どう書を持っていれば使えるようになるわ。けれど、魔ま法ほうを使うとその魔ま道どう書に宿る魔ま力りよくが減っていってしまうから、最終的には魔ま道どう書が使い物にならなくなってしまうのよ」

「つまり、魔ま道どう書は消しよう耗もう品だということですか……？」

「その通りよ。だから、私みたいに迷宮ダンジヨンの下層に潜もぐって強力な魔ま法ほうを連発する魔ま法ほう使つかいは、頻ひん繁ぱんに買かい換かえをする必要があるの」

「なるほど……。ちなみに、この魔ま道どう書って一冊おいくらくらいなんですか？」

「新品だと、90万クランくらいするわね」

「きゅ、きゅうじゅうまん……!?　め、めちゃくちゃ高いじゃないですか……!?」

「そんなことないわよ。魔ま道どう書は魔ま法ほう使つかいの武器。つまり、戦士にとっての剣けんや槍やりのようなものだから、そのくらい値ねが張って当然なの」

「で、でも、90万クランですか……。ぼくの時給だと６００時間は働かないといけない計算になるから……」

「だからこれをあげると言っているのよ。私にとってはもうゴミ同然だけど、ライトニングみたいな初級魔ま法ほうに使うのならまだ当分はもつはずだから」

「あ、ありがとうございます……！　もうなんてお礼を言ったらいいか……！」

　ぼくは感激のあまり雷かみなりの魔ま道どう書を受け取ろうとして、うっかりリアさんの指先に触ふれてしまった。

「す、すみません！」

　慌あわてて手を引ひっ込こめる。

「ぷっ、可愛かわいい……」

　リアさんがクスクスと笑う。油断するとつい目を奪うばわれそうになる綺き麗れいな笑え顔がおだった。

「か、可愛かわいいはやめてくださいよ……」

「ふふっ、ごめんなさい。いっぱい買ってあげるから許して？」

　言って、リアさんは雷かみなりの魔ま道どう書と一いつ緒しよに、商品で満たされた買い物かごも差し出してきた。

　ぼくはその両方を受け取り、会計を済ませる。

　本日は総額10万クラン超ごえのお買い上げだった。

　リアさんは毎日のようにこのくらいの買い物をしてくれる、超ちようが付くほどのお得意さんだ。

　彼かの女じよ曰いわく、上級冒ぼう険けん者は稼かせぎも多いけれど、その分冒ぼう険けんするのに必要な経費もかさむらしい。

「毎度ありがとうございます。本当に、いつもいつもすみません」

「いいのよ。リフレッシュポーションは安くて効果が高いから、私としても助かっているし」

　このお店で一番の売れ筋であるリフレッシュポーション（一本２万クラン也なり）には、消しよう耗もうした魔ま力りよくを急速に充じゆう塡てんし、怪け我がをある程度癒いやす効果がある。

　これと似たような効果を持つポーションは他店でも売られているのだけど、そちらはなんと５万クランもするので、リフレッシュポーションのほうが断然お買い得なのだ。

「では、是ぜ非ひまたお越こしください。リアさんならいつでも大だい歓かん迎げいですよ。なんならここに住んでいただいても構わないくらいです」

「それ、体ていよく私を常じよう駐ちゆう警備員にしようとしてない？」

「まさか。そんなこと、ちょっとだけしか思ってませんよ」

「ふふ、正直ね。じゃあ、あなたがここのアルバイトを辞やめるのなら考えてあげてもいいわ」

「ははは……。やっぱりリアさんには敵かないませんね……」

「私、できればあなたには死んでほしくないのよ」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですよ、たぶん。ぼく、気をつけますから」

「普ふ通つうは送り出されるお客さんのほうが『お気をつけて』と言われるべきなのに、このお店っていつも逆よね？」

「す、すみません。どうかお気をつけて。今日もありがとうございました」

　そんな感じでいじられながら、ぼくは買い物を終えたリアさんを店外まで送り出した。

　そして、やがてリアさんの背中が見えなくなり、ぼくがお店の中に戻もどろうとしたそのとき。

　ふと、視界の端はしに、上下が逆さまになっている業務用ポリバケツが映り込こんだ。

　どうしてあんなところにポリバケツが……？　というか、なぜこの世界に石油製品が……？

　明らかに不ふ審しんではあったけど、ぼくはそれに気づかないふりをしてお店の中に戻もどった。

　で、そのポリバケツがカサカサと地を這はいながら店内に入ってきた瞬しゆん間かんを狙ねらい、

「お疲つかれ様さま、もじょさん！」

　ぼくはポリバケツを上から手で押おさえつけた。

「きひぃぃぃっ!?　きひぃぃぃぃぃっ!?」

　やっぱり今日もそういう反応ですか。

　出会ってからもう一週間も経たつのに、どんだけコミュ力低いんだろうねこの子……。

「ねぇ、もじょさん、街の人に見つかっちゃうと騒さわぎになるからこうして隠かくれてくるのはわかる。でも、どうして未いまだにぼくからも隠かくれようとするの？」

「きひぃぃぃぃぃっ！　くらいぃぃぃぃぃっ！　こわいぃぃぃぃぃっ！」

「や、ちゃんと答えてくれたら開けてあげるから。どうしてぼくのことをそんなに怖こわがるの？　いい加減、ぼくが君に危害を加えることなんてないっていうのは理解してもらえたよね？」

「…………」

　急に静かになる。

　あ、このパターン、また失神しちゃったかな……。

　そう思ってポリバケツを開けると───その瞬しゆん間かん、ばっともじょが飛び出してきた！

「しまっ!?」

　ぼくは慌あわててポリバケツを投げ捨て、もじょを捕つかまえようとする。

　けれど、彼かの女じよは盗人ぬすつともかたなしの素す早ばやさでお店の売り上げ金をかっさらい、もう一度ポリバケツを被かぶって店外に逃にげ去ってしまった。

「ま、またやられたっ！　なんてすばしっこさだ！」

　店内に残されたのは、もじょが持ってきた道具袋ぶくろ（仕入れ品入り）と、給料袋ぶくろのみ。

　彼かの女じよはいつもこんな風にして、ここに仕入れ品の山とぼくの日給を置いていくのだ。

「まったく、ぼくが途と中ちゆうで帰ったりしたらどうするつもりなんだよ……。せめてぼくがラストまでちゃんと働くかどうか確かく認にんしてから給料袋ぶくろを置いていけばいいのに……」

　愚ぐ痴ちりながら給料袋ぶくろを開け、一応中身を確かく認にんしてみる。すると、

「あれ……？　１２７５０クラン入ってる……？」

　ぼくの日給は１２０００クランのはずだ。今日はなぜ、７５０クラン多いのだろうか。

「あっ、そういえば、今朝は三十分くらい早出したんだっけか……？」

　その残業代も入れれば、日給はたしかに１２７５０クランで合っている。

　でも、どうしてもじょはぼくが早出したことを知っていたんだろうな……？





＊






　その一週間後の夜。

　ぼくとモンブランはもじょの家を目指し、ランタンを片手に魔ま女じよの森に入っていた。

　鬱うつ蒼そうと生おい茂しげる木々の隙すき間まから覗のぞくのは、大きくて赤い満月。

　葉は擦ずれの音が寄せては返す波のようにざわめき、どこからかホーホーとフクロウの鳴き声が聞こえてくる。

　ここがどうして魔ま女じよの森と呼ばれるのかわかったような気がした。

　もじょはまだ子供なのに、よくこんなところに一人で住んでいるなと思う。

「……モンブラン、ごめんね、また面めん倒どうなことに付き合わせちゃって」

「気にするな。我わが輩はいは自由気ままな身。いつでも気軽に呼んでくれればいい」

「ありがとう。君は昔から変わらないね」

　ぼくがそう言うと、モンブランはぴんと立てたしっぽを左右にゆらゆらさせて応えた。

　彼かれはいつも、ぼくが困っているとどこかからふらっと現れて悩なやみを聞いてくれる。言葉を話せない普ふ通つうの猫ねこだった頃ころでさえ、ずっとそうだったのだ。

「ごく稀まれにだが、夜の魔ま女じよの森には危険なモンスターが出ることがある。だからさんしろうを一人でいかせるわけにはいかないさ」

「そうなんだ？　じゃあ、もじょはよくいつも一人でこの森を抜ぬけて街まできてたね？」

「それがこなくなってしまったから問題なのだろう。こんなことはあまり言いたくないが、ちゃんと最悪の事態も想定しておけよ」

「で、でも、あの子は体育10の男子高校生ぼくよりも足が速いくらいだから、モンスターに遭そう遇ぐうしても逃にげることくらいならできるんじゃ……」

「我わが輩はいもそう思いたいところなのだがな」

　ぼくたちは話しながら歩調を速めた。

　もじょはこの一週間、一度も街に顔を出していない。

　おかげでお店の仕入れは止まっているし、ぼくは給料をもらえていないしで、いろいろと問題が生じているのだけど、そんなことはこの際どうでもよくなってきた。

　今はとにかく、彼かの女じよのことが心配だ。

　頼たのむから、最悪の事態だけは避さけていてくれよ……！

　十分ほど歩き、ようやくもじょの家が見えてくると、ぼくたちは急いで玄げん関かんへと走った。

　けれど───前回と同じく、家の中に明かりは灯ともっているのに、何度玄げん関かん扉とびらをノックしても彼かの女じよは出てこない。

「さんしろう、中に入って確かく認にんしてみよう。この間のように作業に没ぼつ頭とうして聞こえていないだけかもしれない」

「う、うん、そうだね……！」

　ぼくは意を決し、玄げん関かん扉とびらを開けてみる。不用心なことに、相変わらず鍵かぎはかかってなかった。

　しかも、

「う、うわっ、この臭においは……!?」

「腐ふ臭しゆうだな……」

「な、なんで……!?　前回、生ゴミはたしかにぼくたちが始末したはずなのに……！」

「進もう、さんしろう。そうすれば自おのずと答えは見つかるはずだ」

　ぼくはうなずき、モンブランと慎しん重ちように廊ろう下かを歩き進んだ。

　そして、例の大おお釜がまのあった部屋で見たものは───、




「───きしっ、きししししっ！　やっと、やっとかんせーしたっ！」




　両手を上げて万ばん歳ざいし、なにやら歓かん喜きするもじょの後ろ姿。

　……よかった、とりあえず彼かの女じよは無事のようだ。

　ぼくは安あん堵どし、彼かの女じよに声をかけようとする。

　けれどそのとき、モンブランがぼくの肩かたにぴょんと乗っかって耳打ちをした。

（待て、さんしろう。君が出ていくとまたもじょが逃にげ回まわって面めん倒どうなことになる。しばらくはここで彼かの女じよがなにをしているのか様子を見たほうがいい）

　それもそうだと思い、ぼくはモンブランと物もの陰かげに隠かくれることにした。

　見たところ、もじょは手元のなにかを操作しているみたいだ。

　って、あれはＰＳプレイスポツト４のコントローラー……？

　電話もテレビもインターネットもないこの世界に、どうして据え置き型ゲーム機あんなものが……？

「きしししししっ！　すたーとっ！」

　もじょがＰＳ４を起動すると、彼かの女じよの前にまるでテレビ画面のようなスクリーンの幻げん影えいが浮うかび上あがる。

　そしてそのスクリーンに映し出されたゲームのタイトルは───、




　☆もじょ恋こい１２０％☆　～嫌きらわれ者の喪も女じよがこんなに優やさしくしてもらえるはずがない～




　スピーカーもないのにどこからかポップなＢＧＭが流れてくる。

　背景のグラフィックから察するに、どうやらこのゲームは学園もののようだ。

　主人公の名前はもじょ。つまり、彼かの女じよ自身ということらしい。

　で、オープニングのテキストが読み進められていく。

　なになに？　もじょは小学五年生（十歳さい）。

　けれど、彼かの女じよはみんなから嫌きらわれていて、いつもひとりぼっち。

　だから、今日も誰だれからも話しかけられないと思っていた。

　ところがその日、彼かの女じよのクラスに一人の転校生がやってくる。

　彼かれの名前はさんしろー。とても優やさしそうな男の子だ。

　さんしろーは転校してきたばかりなので、もじょが嫌きらわれ者なのを知らない。

　だから優やさしい彼かれは、ホームルームが終わるなり、ひとりぼっちのもじょに壁かべドンしてきた。

『ボンジュール、初めまして子こ猫ねこちゃん。とろけるチーズのような可愛かわいらしさだね』

　誰だれだよこいつ！

　ぼくはスクリーンに映し出された外見と声だけがぼくにそっくりなそのスケコマシに対して全力でつっこみを入れそうになり、モンブランに止められた。

（お、落ち着けさんしろう！　今君が出ていったら彼かの女じよの目的がわからなくなってしまうではないか！）

（いや、でも、あれはおかしいでしょ!?　全体的にいろいろおかしいでしょ!?）

（い、言いたいことはわかるが今は我が慢まんしろ……！　あれを最後まで見れば、なぜ君が避さけられているのかわかるかもしれないのだからな……！）

（そ、それはそうかもだけど……！）

（君はなにやら誤解をされているようではあるが、それについてはあとで解けばいいではないか……！）

（うぅぅっ……、わかったよ……！　我が慢まんすればいいんでしょ、我が慢まんすれば……！）

　ぼくは渋しぶ々しぶモンブランに従い、ゲーム画面に視線を戻もどす。

　するともじょが壁かべドンされたゲーム画面には、三つの選せん択たく肢しが表示されていた。





選せん択たく肢し１　逃にげる

選せん択たく肢し２　からかわないでと怒おこる

選せん択たく肢し３　必殺壁かべドン返し






「きししっ！　きしししししっ！」

　もじょは妙みような笑い声を上げながら床ゆかを転がり回り、どの選せん択たく肢しを選ぶかで迷っていた。

　そして、彼かの女じよが最終的に選んだのは選せん択たく肢し３。必殺壁かべドン返しだ。

『もじょに、かべどんはきかない……！』

　ゲーム内のもじょ（以下、モジョ）は、素す早ばやくゲーム内のぼく（以下、ボク）の脇わきをくぐり抜ぬけて逆に壁かべドンをくらわせる。ゲーム内でも彼かの女じよはすばしっこいようだ。

　けれど、壁かべドン返しをされたボクは余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべ、モジョにさらに壁かべドンを返した。

『ふふっ、プディングのような甘あまさだね。そんなにキュートな壁かべドン返しをされたら、ますます君に壁かべドンしたくなっちゃうじゃないか』

　だから誰だれなんだよ、こいつ！

　画面に表示されているボクの白い歯がキラリと光り、背景にバラの花が咲さき誇ほこる。なまじ外見がぼくに似ているだけに、あちこちむず痒がゆくなってきてしょうがない。

　あれか。もしかしてぼく、もじょからなにか恨うらみを買っているのか。

　今にして思えば結構強ごう引いんにアルバイトとして雇やとってもらったし、その可能性は十分にあるな。

　怖こわがられていただけじゃなく嫌きらわれてもいたなんて、ぼくはもう疲つかれたよパトラッシュ……。

　……と、ぼくがへこんでいる一方で、もじょは嬉き々きとしてゲームを進行させていく。

　まず、必殺壁かべドン返しをあっさりと返されたモジョは、焦あせって教室から逃にげ出だした。

　ところがそのあと、彼かの女じよは屋上まで走ったところでボクに追いつかれてしまい、そこで業務用ポリバケツを被かぶせられ、あえなく捕つかまってしまった。

『ねぇ、子こ猫ねこちゃん、ぼくと君が親しくしてるところをみんなに見られちゃうのが恥はずかしいから逃にげようとするのはわかる。でも、どうして二人きりのときまでぼくから逃にげようとするんだい？』

『く、くらいっ……！　こわいっ……！　これ、あけてっ……！』

『ふふっ、ちゃんと答えてくれたら開けてあげるよ。ま、嫌いやなら別に答えてくれなくても構わないけどね。キュートな君とこうしてずっと二人きりでいるのも悪くはないし』

　なんだか妙みように既き視し感かんがあるなと思ったら、これって先週ぼくともじょがしたやりとりに似ているのか。

　でも、会話内容は似ているようで全然違ちがう。

　それでぼくはもうゲーム画面を見ていられなくなり、立ち上がった。

（こ、こらさんしろう、待てと言うに……！）

（これ以上様子を見る必要なんてないよ。現時点で、ぼくが変な誤解をされてるから避さけられてるってのはもう確定的でしょ）

（ああっ、もうっ、君は本当に世話が焼けるな……！）

　ぼくが物もの陰かげから出ると、モンブランもなんだかんだで一いつ緒しよについてきた。

　さて、それじゃあ誤解を解きにいくとしようか。

「きし───っ！　きしし───っ！（[image: やじるし]笑い声）」

　ゲーム内のぼくの歯の浮うくようなセリフを聞いては奇き声せいを上げ、床ゆかを転がり回るもじょ。

　きっと彼かの女じよは今まで、ぼくの行動をイジワルとか嫌いやがらせだと捉とらえていたのだろう。だから仕返しにこんなゲームを作って遊び、ぼくを笑い者にしているのだ。

　正直、このやり方はちょっと陰いん険けんだと思う。

　けれど、ぼくにも強ごう引いんすぎるところはあったと思うので、この報復は甘あまんじて受けよう。

　ただしその代わりに、今日という今日はちゃんと話し合いに付き合ってもらうけどね。

「あの、もじょさん」

「きしし───っ！　きししし───っ！」

「おーい、もじょさーん」

「きししし───っ！　きしししし───っ！」

「おーい、（現実世界に）戻もどってこーい、もじょさーん」

「きし───っ！　きしし───……？　きひっ!?　きひぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ!?」

　もじょはやっと気づいてくれたかと思うと、案の定すぐさま逃にげ出だそうとした。けれど、

「モンブラン、確保！」

「了解ラジヤー！」

　モンブランがしゅばっともじょの行く手に回まわり込こみ、彼かの女じよの退路を断った。さすが猫ねこ、人間とは比べものにならない瞬しゆん発ぱつ力だ。

「きひぃぃぃっ!?　きひぃぃぃぃぃっ!?」

　もじょは前後からぼくたちに挟はさまれて右往左往する。見ているとちょっと気の毒になってくるうろたえっぷりだけど、今日はちゃんと誤解を解くまで絶対に逃のがさない。

「大だい丈じよう夫ぶ、なにもしないから落ち着いて。さっきゲームの中でしてたみたいに、ぼくと自然に話をしよう？」

　ゲームの中のぼくは自然に話していたとは言いがたい壊こわれっぷりだったけどな。

「きひっ……!?　げ、げーむ、みてた……!?」

「うん。最初からずっと見てたよ」

「きひぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ!?」

　彼かの女じよは崩くずれ落おち、両手で頭を覆おおって縮こまってしまった。なんだか余計に動どう揺ようさせてしまったみたいだ。

「どうしてそんなにパニックを起こしちゃうの？　ほら、ぼく、なにもしないよ？」

「き、きらわれる……！」

「嫌きらう？　誰だれが、誰だれを？」

「さんしろーが、もじょを……！」

「どうして？　ぼくはもじょさんのことを嫌きらったりなんかしないよ？」

「う、うそ……！」

「本当だって。逆に、どうしてぼくが君のことを嫌きらわなくちゃならないのさ？」

「だ、だって、あのげーむつくったの……」

「ああ、あれについては甘あまんじて受け入れることにしたから気にしないで」

「う、うけいれる……!?　あまんじて……!?」

「うん。ぼくにもいろいろと反省すべき点はあったと思うしね。だから、今日は君にちゃんとぼくの気持ちを伝えておこうと思うんだ」

「へ……!?　へ……!?」

　もじょはかなり戸と惑まどっているみたいだったけど、いつもよりはちゃんと話を聞いてくれているようでもあったので、伝えるなら今しかないと思った。

「───もじょさん、今までいろいろと強ごう引いんにしちゃってごめん。でも、あれは全部君を思ってこその行動だったんだ。ぼくは、君をひとりぼっちの孤こ独どくから解放してあげたい。誰だれがなんと言おうと、君を放っておくことなんてできないんだ」

「％○＠＄▲!?」

　もじょは頭から煙けむりを噴ふきそうな勢いで紅潮し、酸欠気味の金魚みたいな顔をして口をぱくぱくとさせた。

　こんなにびっくりされるということは、やっぱりぼくは相当誤解されていたということなんだろうな。

　でも、もう大だい丈じよう夫ぶだ。きっとこれからのぼくたちはわかり合える。

　ぼくは彼かの女じよの長すぎる前まえ髪がみを両サイドに流し、小さな耳にかけてあげた。

　彼かの女じよの瞳ひとみは涙なみだでうっすらと潤うるみ、可哀かわい想そうなくらいに白黒している。

　ぼくはその愛らしい瞳ひとみを覗のぞき込こみ、ゆっくりと丁てい寧ねいに先を続けた。

「これまでよく、ずっと一人でがんばってきたね。寂さびしかったでしょ？」

「ぇ＄う％ぁ……!?」

「でもこれからはもう、我が慢まんする必要なんてないよ。寂さびしくなったら、いつでもぼくを頼たよってくれればいいんだから」

「ぅ＃＠＊ぇ……!?!?」

「そうだ、もじょさんさえよければ、今日からはここで一いつ緒しよに暮らさない？　二人で一いつ緒しよに生活すればきっと楽しいよ？　今ならもれなく可愛かわいいモンブランもついてくるから、とってもお得だよ？」

「￥％あ■ぁ＃ぅぁ……!?!?!?」

　もじょは耳まで真っ赤にして、大きな瞳ひとみをさらに大きく見開いていた。

　でも、なにをそんなに驚おどろいているのだろう。

　仮にぼくがこの家に住めば、もじょの孤こ独どくを少しは癒いやしてあげることができる。

　それにもじょが作った商品は、ぼくが街まで運べばよくなる。

　そうなれば、今後は彼かの女じよが一人で魔ま女じよの森を通る危険を冒おかす必要がなくなるし、ついでにぼくの宿代も浮うくようになるし、いいことだらけの一石三鳥だ。

　……と思ったのだけど、

「だ、だめっ……！」
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　それまでされるがままになっていたもじょが、小さな両手を突つき出だしてぼくを押おし退のけようとしてきた。

「どうして？　ぼくのこと、まだ嫌きらい？」

「ち、ちがう……！」

　もじょはぶんぶんと首を横に振ふる。でも、なぜだか両手でぼくを押おし退のけようとするのはやめてくれない。

「じゃあ、どうしてぼくを拒きよ絶ぜつするの？」

「も、もじょのちかくにいたら、さんしろーがたいへんなめにあうから……！」

「え？」

「もじょのちかくにいたら、かじになってみんなしんじゃうから、はなれて……！」

　彼かの女じよは小さくてやせっぽちな体に力を込こめ、なおもぼくを全力で突つき放はなそうとしてくる。

　ぼくはその弱々しい力を軽々と受け止めつつも、ちょっと泣きそうになってしまっていた。

「まさか……、君は大厄災デイザスターで誰だれかを傷つけないようにするために、自分からひとりぼっちになる道を選んだの……？　だからこんな森の中に一人で住んでいるの……？」

　尋たずねると、もじょはこくりとうなずいた。

　胸が押おし潰つぶされそうになる。

　この子は優やさしいなんてものじゃない。

　この歳としで、こんなことを考えて、こんなことを実行できる子が他にいるだろうか。

　でも、このままじゃいけない。この子は絶対に幸せになるべきだ。

「……もじょさん、ぼくは大だい丈じよう夫ぶなんだ。ぼくだけは、君の側そばにいても大だい丈じよう夫ぶなんだよ」

　ぼくは彼かの女じよの右手を取り、ぼくの左胸に添そえた。

「あぇぅ……!?」

「ほら、こうしていると、ぼくの心臓の鼓こ動どうと一いつ緒しよに、魔ま力りよくが際限なく湧わいてくるのがわかるでしょ？」

　最初はおっかなびっくりだったもじょが、ぼくの魔ま力りよく量の異常に気づき、目をぱちくりとさせる。

「ぼくはね、不運の因子を吸収しちゃう体質みたいなんだよ。だからぼくには君の大厄災デイザスターが効かない。いや、効かないっていうより、むしろ糧かてにしちゃうって言ったほうがいいのかな」

「かて……？」

「要するに、食べちゃうってこと。で、死んじゃうどころか逆に元気になっちゃうんだ」

「げ、げんきに……？　ほんと……？」

「うん、本当。だってほら、ぼくたちこれまでにもう何度も会ってるし、今だって一いつ緒しよにいるのに、ぼくはこうして元気でしょ？」

「じゃあ……もじょ、さんしろーといっしょにいてもいいの……？」

　そう問いかけてきた彼かの女じよは、小さな肩かたをふるふると震ふるわせていた。

「そう、一いつ緒しよにいてもいいの。だから、一いつ緒しよに暮らそう？」

　ぼくがもう一度申し出ると、もじょは瞳ひとみにじわじわと涙なみだを滲にじませ、こくりと首を縦に振ふった。

　この子、これまでずっとひとりぼっちでよっぽど辛つらかったんだろうな……。

「もじょさん、これからよろしくね」

「ん……。でも、『さん』はいらない……」

「それって、呼び捨てでいいってこと？」

「ん……」

「じゃあ改めて、もじょ、よろしくね」

「ん……。さんしろー、すき……」

　そう言って、もじょはてれっとはにかんだ。

　その表情が思っていた以上に甘あま々あまで、可愛かわいすぎて、思わずこっちの頰ほおまで緩ゆるんでしまう。

　おもいきって同居の提案をしてみてよかった。

　ぼくは前々から、この子がずっと一人きりで生活していることに問題を感じていたのだ。

「……なにか、余計にすれ違ちがってしまったというか、また新たな誤解が生まれてしまったような気が……」

　なぜか、モンブランが独り言を呟つぶやくようにそう言った。

「？？？　モンブラン、それ、どういう意味？」

「……いや、やっぱりなんでもない。気にしないでくれ」

「え、そんなこと言われたら余計気になっちゃうって」

「大だい丈じよう夫ぶ、たぶん成り行きでなんとかなるさ。それよりももじょ、既すでに知っていると思うが、我わが輩はいはモンブランだ。これからよろしくな」

「ん……。かわいいねこさんもいっしょ……。きしっ、きししっ！」

　もじょのとろけるような笑え顔がおが眩まぶしい。

　相変わらず笑い方はちょっと変だけど、モンブランの頭を撫なでるその姿は天使みたいに愛くるしくて───、

　ぼくはこの子の笑え顔がおを、ずっと守ってあげたいと思った。
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　さて、ここに一いつ緒しよに住むとなると、まずはこの腐ふ臭しゆうをなんとかしないとね。

「ねぇもじょ、この家の中ってなんだか臭におうんだけど、もしかしてまたキッチンに生ゴミが溜たまっちゃってるのかな？」

　もじょは『ん』と短く答えた。

「そっか。じゃあ、今回は一いつ緒しよにかたづけようか。生ゴミの処理の仕方を教えてあげるね」

　言って、ぼくはキッチンに向かおうとする。

　けれどもじょは、ぼくのシャツの裾すそをひしっと摑つかんで『だめ』と言った。

「ダメ？　どうして？」

「あれはそざい」

「素材？　生ゴミが？」

「ん」

「そうなんだ？　なんの素材なの？」

「りふれっしゅぽーしょん」

「ああ、なるほど、リフレッシュポーションって生ゴミで……って、なんですとっ!?」

　ぼくは思わず聞き返してしまった。

　リリガーデンの街の人たちに大好評なリフレッシュポーション。

　名うての冒ぼう険けん者、リア・フルフィーリングさんも愛用しているリフレッシュポーション。

　盗人ぬすつとからもよく狙ねらわれるリフレッシュポーション。

　その素材が生ゴミだなんて、聞き間ま違ちがいとしか思えなかったのだ。

「あ、あの、もしよかったら、実際にリフレッシュポーションを作っているところをぼくに見せてもらえないかな……!?」

「どして？」

「だって、生ゴミが素材だなんてちょっと信じられないというか……！」

　ぼくがそう答えると、もじょは今にも泣きそうな顔になってしまった。

「い、いや、信じてる！　もじょのことはもちろん信じてるよ！　でもほら、ここ一週間ほど仕入れがなかったから、お店の在庫が切れちゃったというか、人気商品だから在庫は多めにしておいたほうがいいかなみたいな！　だから、作ってくれると助かるなぁ！」

　慌あわてて誤ご魔ま化かすと、泣きそうだったもじょはころりと表情を戻もどし、『じゃあ、つくる』と言って、とてとてとキッチンに歩いていった。

　そして両手一いつ杯ぱいに生ゴミを抱かかえて戻もどってきた彼かの女じよは、それをなんの躊躇ためらいもなく大おお釜がまの中にぶっこむ。しかも続けて、そこに桶おけに汲くんできた謎なぞの液体も大量投入した。

　もう見かけは完全に産業廃はい棄き物みたいになっているのだけど、こんなので本当にリフレッシュポーションができるのだろうか。

　そんなぼくの心配もつゆ知らず、もじょは大おお釜がまに火を入れると脚きや立たつに上り、身みの丈たけほどもある巨きよ大だいスプーンで大おお釜がまの中身をかき混ぜ始める。

　くるーり、くるーり。

　くるーり、くるーり。

　その挙動は一見コミカルで愛らしいのだけど、彼かの女じよの表情は真しん剣けんそのものだった。

　ややあって、ぶっかけた謎なぞの液体と生ゴミの混合物が煮にえ立たち、もくもくと煙けむりが立ち上ってくる。

　けれど不思議なことに、その煙けむりからは臭においがしなかった。

「悪あく臭しゆうが、消えた……？」

「……驚おどろいたな。これは魔ま力りよく調合だ」

　モンブランが感心した様子でもじょを見ていた。

「魔ま力りよく調合って……？」

「化学反応みたいなものだよ。ただし化学反応とは違ちがって、物質の分解や結合に魔ま力りよくを使う」

「じゃあ、腐ふ臭しゆうが消えたのは、生ゴミが分解されて別の物質になったから？」

「おそらくはな。実際にこの目で魔ま力りよく調合を見るのは我わが輩はいも初めてだが」

「す、すごいね……？　魔ま力りよく調合ってそんなに珍めずらしいものなんだ……？」

「うむ。この世界でも、ほとんどのポーションは化学反応を利用して作られているからな。魔ま力りよく調合ができるのは、ほんの一ひと握にぎりの天才だけだ」

「一ひと握にぎりの、天才……？」

　前にリアさんが、たぶんもじょは調合の天才で、通常の半分以下のコストでより高品質なポーションを作っているのではみたいなことを言っていたけれど、あれってまさしくその通りだったんだな。

　素材が生ゴミなら、リフレッシュポーションの原価はただみたいなものだ。

　どうりでいくら盗とう難なんの被ひ害がいにあっても、魔ま女じよの帽ぼう子し屋が潰つぶれなかったわけだよ……。

「───イケメンー♪　イケメンー♪　もーじょのイケメンー♪」

　もじょが腰こしをふりふりしながら、例のイケメンソングを歌い始める。

　この子、もしかして作業に没ぼつ頭とうすると無意識に歌い始めちゃうタイプなのかな。

「やさしいー♪　やさしいー♪　もーじょのイケメンー♪」

「もじょ、そういえばそのイケメンって、結局誰だれのことなの？」

　ぼくはちょっと気になって彼かの女じよに尋たずねてみた。だってリリガーデンの街には、もじょに話しかけようとする人なんてぼく以外いないような気がするし。

「いじわるー♪　いじわるー♪　しってるくせにー♪」

「え？　ぼくの知り合いなの？」

「てれやさーん♪　てれやさーん♪　もーじょのイケメンてれやさーん♪　きしっ！　きしししっ！」

　なぜか笑われてしまった。

　でも、ぼくの知ってる人でイケメンって誰だれだろう？

　もしかして、宿屋のご主人かな……？

　でも、あの人は既すでにおじいさんだし……？

　じゃあもしかして、雑貨屋の……？

　ぼくはあれこれと考えてみたけど、結局そのイケメンを特定することができなかった。

　くるーり、くるーり。

　くるーり、くるーり。

　もじょはまだまだ大おお釜がまの中身をかき混ぜる。

　けれど……それからしばらく経たったあるとき、彼かの女じよはふと歌うのをやめ、唐とう突とつに愛らしい目をくわっと見開いた。

　するとその瞬しゆん間かん、ぼむっと一ひと際きわ濃こい煙けむりが立ち上り、大おお釜がまの中身が光を放つ。

「できた」

「おお……！」

　見れば、大おお釜がまの中身は半透とう明めいの赤い液体になっていた。生ゴミは影かげも形もなくなっている。

「さんしろー、そこのスポイトとびん、とって」

「えっと、これかな？」

　ぼくはもじょが指差した棚たなからスポイトとガラス製の小こ瓶びんを取り出し、彼かの女じよに手て渡わたした。

　するともじょはそのスポイトを使って大おお釜がまの中身を吸い取り、小こ瓶びんに移して『どーぞ』とぼくに差し出してくれる。

　うん、たしかに……見かけはぼくの知っているリフレッシュポーションと同じだ。

　けれどぼくには、それが本当にリフレッシュポーションなのかどうかを飲んで試ためすほどの勇気がなかった。

　だって、今しがた生ゴミから調合するところを見てしまったところだしね……。

「……それ、ちょっと貸してみろ」

　モンブランがすっくと立ち上がって二足歩行状態になり、ぼくの手から小こ瓶びんを奪うばい取とる。

　そして、くんかくんかとその匂においを嗅かいだかと思うと、

「もじょ、飲んでみても構わないか？」

「ん」

「では、いただくぞ」

　言って、くいっとそれを半分ほど喉のどに流ながし込こんだ。勇者だ。

「だ、大だい丈じよう夫ぶなのモンブラン……？」

「……うむ、これはたしかにリフレッシュポーションだな。我わが輩はいも何度か飲んだことがあるから間ま違ちがいない」

　モンブランは少し遠い目をしながら言った。今までに何本くらい飲んだんだろうな……。

「今ほどこの世界に食品表示法がなくてよかったと思ったことはないよ……」

「さんしろうよ、魔ま力りよく調合はその過程で素材を完全に別の物質に生成し直す。だから、元がなんだったかなんて気にする必要はないぞ」

「モンブランが気にしなすぎなんじゃないの……？」

「まぁ、そもそも我わが輩はいは生ゴミが嫌きらいではないからな。前の世界では自ら漁あさっていたこともあるくらいだし」

「こらこら、なんでだよ。ぼく、ちゃんと餌えさあげてたじゃん」

「なんでと言われても、そこに生ゴミがあったからとしか答えようがないな」

　くそう。この子外見は高級そうに見えるのに、やることはそのへんの野の良ら猫ねこと変わらないんだよな……。

　と、ぼくが呆あきれていると、

「さんしろー……？」

　もじょが不安そうな顔でこっちを見ていた。

　しまった。せっかく彼かの女じよがリフレッシュポーションを作ってくれたというのに、作ってほしいと言い出したぼくがどん引きしていてどうする。

　……ここはやはり、人として試飲せざるを得ないか。

　ぼくは意を決してモンブランの手（足？）からリフレッシュポーションを奪うばい取とり、残りの半分を一気に飲み干した。

「うぷっ……！　な、なるほどっ、リフレッシュポーションってこんな味だったんだね……！　今日初めて飲んだけど、なんだか元気が出る感じだようぷっ……！　生ゴミからこんなものを作れちゃうなんて、もしかしてもじょって天才なんじゃないかな……！」

「そ、そかな？」

「うん、きっとそうだようぷっ……！　君はすごいねっ……！」

　ぼくは感動したふりをしてもじょの両手を握にぎり、それを上下にぶんぶんと振ふった。

　すると不安そうだった彼かの女じよは一転、『きししっ』と安心したように顔をほころばせる。

　ああ、この子の笑え顔がおを守りたい。でも吐はきたい。

　ポーションは無味無む臭しゆうで、別にまずくはなかった。

　だけど元が生ゴミだから吐はきたくなるのも無理はないよねにんげんだものＢＹさんしろを。

「ん……？　そういえば、これを作ってから家の中が臭におわなくなったね……？」

「なまごみ、もうない」

「ああ、今ので使い切ったんだね？　かたづける手間が省けてよかったよ」

「でも、なまごみがないと、つぎのしょーひんつくれない」

「うっ……。そうか、なきゃないで困るのか……。じゃあ、この間森に埋うめたのを掘ほり起おこして使うっていうのはどうかな？」

「あれも、もうない」

「え、どうして？」

「ぜんぶつかった」

「そ、そうなの……!?」

　もじょはこくりとうなずいた。

　そういえば、リフレッシュポーションって毎日のようにたくさん仕入れてたくさん売ってたもんな……。

「ということは、もしかして君がこの一週間お店に仕入れ品を持ってこなかったのは、生ゴミが足りなくてリフレッシュポーションを作れなかったから……？」

「ん」

　なるほど、そういうことだったのか。

　それでこの子は、空いた時間を使ってずっとあのゲームを作っていたんだな……。

「ちなみに、これまではどうやって生ゴミを集めていたの？」

「りりがーでんで、ごみしゅーせきじょーからかいしゅーしてた」

「ああ、なるほど。どうりでこの前は生ゴミの量が尋じん常じようじゃなかったわけだね。モンブラン、リリガーデンの次のゴミ出し日っていつだっけ？」

「四日後だな」

「よし、それじゃあ四日後、みんなで協力してリリガーデンの生ゴミを回収しよう」

「おお～！　みんなでかいしゅ～！」

　もじょが両手を上げて喜ぶ。今までは一人で回収するのが相当大変だったんだろうな。

「ただしその前に一つ、ぼくたちにはやるべきことがあるけどね」

「やるべきこと？」

「この家の外にあった納な屋やをゴミ置き場に改造するよ。これまでのようにキッチンに生ゴミを保管するのは衛生上問題がありすぎるからね」

　ぼくが言うと、モンブランはめんどくさそうな顔をしたけど、もじょは『おお～！　ごみおきば～！』とまた両手を上げて破顔した。

　この子、一応生ゴミの臭においが嫌いやだとは思っていたんだな。

　そして逆に、モンブランって本当に生ゴミの臭においが平気なんだな……。

　ぼくは苦く笑しようしつつ、今現在の衛生状態を確かく認にんするため、キッチンに向かうことにした。
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　意外にも、キッチンは綺き麗れいに掃そう除じされていた。

　というよりも、前にぼくとモンブランが掃そう除じしたときから変わっていなかった。

　この様子だと、除じよ菌きんさえすれば普ふ通つうに使えるようになりそうだ。

「もしかして、もじょってキッチンを使ってないの？」

「ん」

「じゃあ、いつも食事はどうしてるの？」

「りふれっしゅぽーしょん、のんでる」

「…………」

　ヤバ、なんか涙なみだ出てきた。

　……考えてみればたしかに、この世界ではリフレッシュポーションを飲んでさえいれば食事をする必要がない。

　なぜなら、食事をするのは魔ま力りよく補給のためであり、リフレッシュポーションには魔ま力りよくを補給する効果があるからだ。

　けれどそれにしたって、この子はあまりにも不ふ憫びんすぎる……。

「さんしろー？　どしてないてるの？」

「ん、いや、ちょっと目にゴミが入っただけだよ。それよりも、これからはぼくが料理の仕方とかも教えてあげるから、一いつ緒しよにおいしいものをたくさん作って食べようね」

「？？？　りふれっしゅぽーしょん、あるよ？」

「それは売り物だから、お客さんに飲んでもらおうね」

「そっかー。さんしろー、やっぱりやさしー」

　ほっこり破顔するもじょ。ぼく、どちらかといえばかなり鬼き畜ちくな発言をしたと思うんだけど。

「あとさ、クレンジングポーションはあるかな？　あれがあると掃そう除じが楽なんだけど」

「ん」

　もじょはとてとてと歩いていき、キッチンの棚たなからクレンジングポーションを取ってきてくれた。さすがは生産主だ。

　クレンジングポーションは、霧きり吹ふきができる香こう水すいのような小こ瓶びんに入っている。

　これを数回吹ふきかければ大たい抵ていの汚よごれは一いつ瞬しゆんで浄じよう化かでき、しかも除じよ菌きんもすることができる。

　速そつ乾かん性せいがあるので衣類や布ふ団とんなどにも使用でき、これさえあれば洗せん濯たくをする必要もなくなるので、迷宮ダンジヨンに数日間潜もぐることがある冒ぼう険けん者なんかには特に人気のあるアイテムだ。

　ただし唯ゆい一いつの弱点として、これは刺し激げきが強いので、直接人や動物の肌はだに吹ふきかけることができない。要は、お風ふ呂ろの代わりにはならないということだ。

　ああ、これでモンブランを洗えたら楽なのになぁ……。

「こらさんしろう。なぜ我わが輩はいを見てため息を吐つく」

「いや、猫ねこってなんでお風ふ呂ろを嫌いやがるのかなぁって……」

「そんなものに入らずとも我わが輩はいたちは綺き麗れいだからだ」

「生ゴミを漁あさったりするのに？」

「さ、最近は漁あさってないぞ」

　ぼくはクレンジングポーションを片手にモンブランににじり寄っていく。けれどそれに合わせ、モンブランはぼくからじりじりと後ずさっていく。

　まるで反発し合う磁石の同極同士。

　たぶん入浴については、ぼくとモンブランは一生わかり合えない。

「……とまぁ、冗じよう談だんはこのくらいにしておいて、そろそろこの家の掃そう除じを始めようか」

「笑えないからそういう冗じよう談だんはやめてくれ」

「洗いたいとはわりと本気で思ってるけどね」

「笑えないからそういう冗じよう談だんはやめてくれ」

　モンブランはしっぽを下げ、力なくそう繰くり返かえした。
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　その日の深夜。

　もじょの家の大掃そう除じを終えてお風ふ呂ろから上がったぼくは、寝しん室しつのソファーに寝ね転ころがっていた。

　で、今はもじょがお風ふ呂ろに入っているところだ。

　ちなみに今日の晩ご飯は、言わずもがな、リフレッシュポーションだった。

　まぁ、この家には他に食べ物がないから、当然っちゃ当然だよね……。

　はぁ……。

　明日はリリガーデンに買い出しにいこう。

　まずはこの家の食料事情をなんとかしたいし、他にも納な屋やを改造するための道具や資材をいろいろと買かい揃そろえておきたいし……、

　あと、素材がないんじゃ商品の作りようがないから、魔ま女じよの帽ぼう子し屋には臨時休業を報しらせる張り紙をしにいかないといけないな。

　……と、ぼくの頭が今後の予定でいっぱいになっていたとき。

　不意に、部屋のドアがガチャリと開いて、ネグリジェ姿のもじょが入ってきた。

「あれ？　もじょ、もうお風ふ呂ろから上がったの？」

「ん」

「そうなんだ？　随ずい分ぶん早かったね？」

「ん」

「いつもお風ふ呂ろはこんなに早いの？」

「ん」

　彼かの女じよはこくこくとうなずくばかりだった。

　ま、いるよね、お風ふ呂ろが異様に早い人って。お風ふ呂ろに入ったあとにしてはなんだか髪かみがぼさぼさのままのような気もするけど、あれはくせ毛なのかな。

「よし、それじゃあ遅おそくなっちゃったし、今日はもう寝ねよっか」

「ん」

　もじょはまたうなずいてベッドに腰こしを下ろす。

　けれど、彼かの女じよはなぜか横にはならず、座すわったままいつまでもこちらを見つめていた。それにお風ふ呂ろ上あがりだからか、彼かの女じよは妙みように上気しているように見える。

「？？？　どうしたの？　寝ねないの？」

　ぼくは首を傾かしげる。

「さんしろー、どしてべっどにこないの？」

　もじょも首を傾かしげる。

「だって、ベッドはそれ一つしかないでしょ？　だからぼくはソファーで寝ねるよ」

「ここでいっしょにねればいい」

　もじょはぱんぱんとベッドの空きスペース（自分の右みぎ隣どなり）を叩たたいた。

「え。一いつ緒しよにって、そのベッドで？」

「ん」

「で、でも、居候いそうろうの身でさすがにそれは図ずう々ずうしいと思うし……」

「だいじょーぶ。さんしろーは、こいびと」

「はい？」

「こいびとはいっしょにねるもの。だから、だいじょーぶ」

　もじょはそう言って、もう一度ぱんぱんとベッドの空きスペースを叩たたいた。

　しかも、彼かの女じよはなぜか耳まで真っ赤になっているし、さっきからちらっ、ちらっ、と頻ひん繁ぱんにぼくを見たり視線を逸そらしたりして、落ち着きがない感じがする。

「えーと、これはいったい……？」

　こいびとって、もしかして恋こい人びとのことなのだろうか。

　だとすると、ぼくはいつの間にもじょの恋こい人びとになってしまったのだろうか。

「───やはり、こうなったか」

　そう言って、ベッドの下からもそもそとモンブランが出てきた。

　この子、どこにいったのかと思ったら、こんなところで寝ねていたのか。

「モンブラン、『やはり』ってどういうこと……？」

「さんしろう、ちょっと話がある。こっちにこい」

「ちょっと、スルーしないでよ、おーい」

　モンブランは足早に寝しん室しつから出ていってしまう。

　そこで仕方なく、ぼくともじょは彼かれを追って玄げん関かんまでついていったのだけど、

「悪いが、もじょは少しの間ここで待っていてくれ。すぐに戻もどる」

　モンブランに制止され、もじょだけが足を止めた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。悪いようにはしないから安心しろ」

　モンブランはそれだけ言い残し、とててと走って玄げん関かんから出ていく。

「ご、ごめんね、もじょ！　すぐに戻もどるから待ってて！」

　ぼくは取り急ぎ、モンブランのあとを追うことにした。
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「……さて、この辺りでいいかな」

　モンブランは森の開けた場所まで走り、そこで足を止めた。

　月の光を反射した彼かれの瞳ひとみが翡ひ翠すい色に光り、注意深く辺りを見み渡わたす。

　ついでにふさふさの耳もぴこぴこと動き、周囲の音を細かく拾っている。

　あからさまな警けい戒かいモード。

　どうやらよっぽど他人には聞かれたくない話みたいだ。

「ねぇモンブラン、話って、さっきの恋こい人びとうんぬんについてだよね……？」

「そうだ。端たん的てきに言うと、もじょは君から愛の告白を受けたと勘かん違ちがいしている。だから君たちはすれ違ちがっているのだ」

「な、なんでまた、もじょはそんな勘かん違ちがいを……？」

「なんでもなにも、あれは我わが輩はいにも愛の告白にしか聞こえなかったぞ。まぁ、我わが輩はいはいろいろと君の事情を知っているから、違ちがうのだろうなとは思っていたが」

「ど、どういうこと？　ぼくがいったいなにを言ったっていうんだよ？」

「まったく自覚がないのか？」

「ないから困ってるんじゃないか……」

「ふむ……。では、たとえば『ぼくは、君をひとりぼっちの孤こ独どくから解放してあげたい』とか言っていたのも覚えていないのか？」

「い、いや、それはたしかに言ったけど、言葉以上の意味なんてないよ？　っていうか、ぼくのセリフのところだけ妙みようにキリッとした顔でキザっぽく言うのはやめてくれないかな？」

「だが、できるだけ忠実に再現しないと君が自分の問題点を認にん識しきできないだろう？」

「な、なにそれ……!?　ぼくはそんな顔と口調でもじょと話してたってこと……!?」

「うむ。さらに言わせてもらえば、君が恥はずべき点はあのときの表情や口調ではなく、むしろ『ひとりぼっちの孤こ独どく』という二重表現だと思うぞ。ひとりぼっちも孤こ独どくも同じ意味なのに、あれをキメ顔でキザっぽく言うのは相当イタい」

「う、うるさいなっ！　今はそんな細かいことなんてどうでもいいでしょ！」

　いるよね！　こういうチゲ鍋なべは鍋なべ鍋なべだとか、サハラ砂さ漠ばくは砂さ漠ばく砂さ漠ばくだとか、頭痛が痛くなるようなつっこみばかりする人！　この子は猫ねこだけども！

「では細かくないところで、他にも君は『誰だれがなんと言おうと、君を放っておくことなんてできないんだ』とか言っていたよな？」

「だ、だから、ぼくのセリフのところだけキメ顔でキザっぽく言うのはやめてってば！　なにか悪意があるようにしか感じられないよ!?」

「悪意などない。我わが輩はいはあくまでも事実を忠実に再現しているだけだ。現実を見ろ」

「猫ねこが喋しやべってる時点で現実感なさすぎですけど!?」

「他にもまだまだあるぞ。たとえば『これまでよく、ずっと一人でがんばってきたね。寂さびしかったでしょ？　でもこれからはもう、我が慢まんする必要なんてないよ。寂さびしくなったら、いつでもぼくを頼たよってくれればいいんだから』とか」

「うあああああ……!?　ち、違ちがうんだっ……！　た、たしかにそういうことを言ったような気はするけど、ぼくには他意なんてなかったわけで……！」

「他にも『そうだ、もじょさんさえよければ、今日からはここで一いつ緒しよに暮らさない？　二人で一いつ緒しよに生活すればきっと楽しいよ？　今ならもれなく可愛かわいいモンブランもついてくるから、とってもお得だよ？』とか言っていたよな？」

「わ、わかった、ぼくが悪かったっ！　悪かったからもうその顔と口調でぼくのモノマネをするのはやめてえええっ！」

　ぼくは目を閉じ耳を塞ふさぎ、膝ひざから地面に崩くずれ落おちた。

　ぼく、本当にこんなセリフをこんな感じで言っていたの……？　ちょっと死にたくなってきたんだけど……。

「な？　端はたから聞いていると、口説き文句にしか聞こえなかっただろう？」

「……ま、まぁ、そういう風に聞こえなくもないかもね……」

「しかも君は、もじょが作ったゲームについて『ああ、あれについては甘あまんじて受け入れることにしたから気にしないで』と言っていたよな？」

「それは、ぼくにも反省すべきところがあったと思うし……」

「君がなにをどう勘かん違ちがいしているのか知らないが、我わが輩はいが見たところ、あれはたぶん乙女おとめゲーというジャンルのゲームだぞ」

「乙女おとめゲー……？　なにそれ……？」

「女性向けの恋れん愛あいシミュレーションゲームだ。で、君は攻こう略りやく対象キャラとして、あのゲームに登場していたのだよ」

「は……？」

　恋れん愛あいシミュレーションゲーム？　攻こう略りやく対象キャラ？　なんのこっちゃ？

「まだわからないのか？　もじょはせめてゲームの中だけでも君を恋こい人びとにしたいと思ってあのゲームを作り、プレイしていたのだよ。要はそのくらい、元々君を好いていたということだ」

「いやいや、さすがにそれはないでしょ……!?　だって、もじょはいつもぼくのことを怖こわがって逃にげてたじゃないか……!?」

「怖こわかったから逃にげていたのではなく、好きだから逃にげていたのではないか？」

「え……？」

「考えてもみろ。もじょは大厄災デイザスターで街の住民を傷つけないようにするために、自らこんな森の奥おくに移り住んだ心優やさしい娘むすめだぞ。そんな彼かの女じよが、好きな男を前にしたらどうなると思う？」

「ああっ……!?　ま、まさか……!?」

　もじょはぼくを守るために、あんなにも必死でぼくから逃にげ回まわってたのか……!?

「やれやれ、ようやく理解してもらえたようだな。君はあの乙女おとめゲーの内容を甘あまんじて受け入れると言った。それはもじょの気持ちを受け入れると宣言したも同然の行こう為いだ。さらに、君はそれに輪をかけるように彼かの女じよに告白まがいの説得をした。あれではもじょが君に愛されていると勘かん違ちがいをしてしまうのも無理はないと思うぞ」

　モンブランは罪状を読み上げる裁判官よろしくそう言った。

「で、でも待って……!?　そもそも、どうしてもじょはぼくなんかのことを好きになっちゃったの……!?」

「それはおそらく、君がイケメンだからではないか？」

「こ、この顔のどこが!?　イケメンだなんて今初めて言われたよ!?」

「アホか君は。もう何度ももじょに言われているではないか」

「なに言ってんのそんなわけ……って、ああああぁぁっ!?」

　そのとき、ぼくの脳のう裏りに再生されたのは、あの妙みようちくりんなイケメンソングだった。




　きしっ、きししっ！（[image: やじるし]笑い声）

　イケメンにはなしかけられたー♪　イケメンにはなしかけられたー♪

　イケメンー♪　イケメンー♪　もーじょのイケメンー♪

　きししっ、きしししっ！（[image: やじるし]笑い声）




「もしかしてあのイケメンが、実はぼくのことだった……!?」

「どう考えてもそれしかないだろう。もじょは、イケメンはモンブランという猫ねこと一いつ緒しよにいたとも歌っていたしな」

「で、でも、ぼくはどう見てもフツメンだよ……!?」

「外見の好みなど人それぞれだ。もじょにとっては君がドストライクだったのだろうな」

　なん……だと……、

　ぼくは両手で頭を抱かかえ、ふらふらと立ち上がる。

「モ、モンブラン……！　どうやらぼくは大変なことをしでかしてしまったみたいだ……！　早く誤解を解かないと……！」

「こら待てさんしろう。どこへいくつもりだ」

「そんなの、もじょのところに決まってるでしょ……！」

「落ち着け。それではせっかく君をここまで連れ出した意味がなくなってしまうではないか」

「ど、どういうこと……？」

「君は、もじょが最後になんと言って君の説得に応じたのかを覚えていないのか？」

　言われてはっと思い出す。

　もじょが浮うかべた、あの甘あま々あまなはにかみ笑え顔がお。そして温かい返事。




『ん……。さんしろー、すき……』




　ズキリと胸が痛む。

　あの笑え顔がおを、ぼくが壊こわすのか。壊こわしてしまってもいいのか。

「もしも本当のことを伝えたら、もじょはこれまでとは違ちがう意味で君を避さけるようになるかもしれないぞ。そしてそうなったら、彼かの女じよはまたひとりぼっちになってしまうだろう。君はそれでも構わないのか？」

「そ、それは……」

　ぼくの両足が、杭くいを打たれたように動かなくなった。

　もし、もじょがまたひとりぼっちになってしまったら、あの家はすぐに元のようなゴミ屋や敷しきに戻もどってしまうだろう。それに、今後も食事は全て生ゴミから調合したリフレッシュポーションになるに違ちがいない。

　しかもそれ以前の問題として、こんな森の中で一人暮らしをしていては、彼かの女じよはモンスターに襲おそわれても病気になっても誰だれにも気づいてもらうことができない。それでは最悪孤こ独どく死ししてしまう可能性すらある。

「……ダ、ダメだ！　そんなの、やっぱりダメだよ……！」

　ぼくが絞しぼり出だすように答えると、モンブランは翡ひ翠すいに光る瞳ひとみを妖あやしく細めた。

「なら、このままでいいのではないか？」

「こ、このまま……？　それ、どういう意味……？」

「今後は恋こい人びととしてもじょと生活を共にすればいいのではないかと言っているのだ」

「なっ……!?　で、できるわけないでしょそんなこと！　さっきだってぼく、もじょから同じベッドで一いつ緒しよに寝ねよって言われちゃったんだよ!?」

「それのなにが問題なのだ？　一いつ緒しよに寝ねればいいではないか」

「いやいやいや！　だってあの子はまだ十歳さいだし！　そんなことできるわけないし！」

「なぜだ？」

「そ、それくらい、言わなくたってわかるでしょ……!?」

「いや、さっぱりわからないぞ？　君ともじょが同じベッドで寝ねることにいったいなんの問題があるのだ？」

「だって、そういうのはあの子にはまだ早すぎるでしょうが！　ぼくはあの子を欲望の対象として見ることなんてできないよ！」

「ほほう。つまり君は、もじょの『ここでいっしょにねればいい』という発言を『私と子作りしましょう』というお誘さそいだと受け取ったわけだな？」

「そ、そんなこと、みなまで訊きかないでよ……！」

「いやいや、確かく認にんは大事だぞ。おかげで我わが輩はいは、もじょだけではなく君も重大な勘かん違ちがいをしていることに気づけたからな」

「え……？　重大な、勘かん違ちがい……？」

「うむ。まず、一つめの勘かん違ちがいから指し摘てきしておこう。もじょは十歳さいではない。二十歳だ」

「は……？」

　いきなりなにを言い出すんだこの子はと思った。

　だってもじょは、どう見てもまだ小学生くらいにしか見えないのだ。

「もじょは十年前、十歳さいのときにこの第二世界セカンド・ワールドにやってきた。だが、彼かの女じよは大厄災デイザスターの使い手であるが故ゆえに人間たちから忌いみ嫌きらわれ、孤こ立りつし続けた。結果、彼かの女じよの心の時はそのときから止まったままになってしまっているのだ」

「いや、だからって、体まで十年経たっても十歳さいのときのままなんてあり得ないでしょ……？」

「忘れたか、さんしろう。この世界における肉体は、精神が魔ま力りよくで顕けん現げんしたものだ。だから肉体の年ねん齢れいは精神の年ねん齢れいそのものになる。故ゆえに、人との関わりを持てないもじょは十歳さいのときからまったく成長していないのだ」

「じゃ、じゃあ、もじょは本当に二は十た歳ちなの……？」

「そうだ。だから、もじょが十歳さいなので一いつ緒しよに寝ねることはできないという君の言い分は、誘さそいを断る理由としては成立しないということになる」

「で、でも、いくら本当は二は十た歳ちでも、実際には十歳さいなのと変わらないんだから、あの子と同どう衾きんするなんてやっぱり無理だよ……！」

「ふむ、わかっているではないか。もじょは二は十た歳ちだが、実際には十歳さいであるも同然だ。というわけで、ここで君の二つめの勘かん違ちがいを指し摘てきしておこうか」

「うっ……、まだあるんだ……？」

「そりゃああるとも。逆に訊ききたいのだが、なぜ君は十歳さい同然の彼かの女じよから『ここでいっしょにねればいい』と言われて、それを子作りの誘さそいだと受け取ったのだ？」

「だ、だって、もじょはぼくのことを恋こい人びとだと思ってるんでしょ……？　だったら、そう解かい釈しやくするのが自然だと思うけど……？」

「ほう。つまり君は、もじょが既すでに子作りに関する詳しよう細さいな知識を持っていると思っているわけだな？」

「ん……？　い、いや、ちょっと待ってよ……？」

　十歳さい。

　そのくらいの年ねん齢れいって、たしかまだ性教育も受けてないんだっけか……？

「よく考えたら、もしかしてあの子、性に関する知識をまったく持ってない……？」

「よく考えなくても、普ふ通つうに考えたらそうだと思うのだが」

「じゃ、じゃあもしかして、『ここでいっしょにねればいい』って言ってくれたのは……」

「言葉そのままの意味だろうな。君をソファーで眠ねむらせるのは忍しのびないからベッドを半分明あけ渡わたそうという、彼かの女じよなりの気き遣づかいだったのだろう」

「で、でも彼かの女じよ、妙みように赤くなってたけど……？」

「見たところ、もじょは相当内気な性格をしているようだから、一いつ緒しよに寝ねようと切り出すだけでもかなり気き恥はずかしかったのではないか？」

「…………」

　本気でちょっと死にたくなってきた。

　あんなに純じゆん粋すいな子に対してなに変な勘かん違ちがいしてんだよぼく。死ねよぼく。穢けがれすぎだろぼく。

「……モンブラン、君の言いたいことはだいたいわかったよ。けどやっぱり、だからって恋こい人びとのふりをしながら彼かの女じよと同どう棲せいするっていうのはどうなんだろう……」

「なにが問題なのだ？　他に付き合っている相手か、もしくは意中の相手でもいるのか？」

「いや、そんな人はいないけど……」

「だったら、恋こい人びとのふりをしても誰だれも傷つかないではないか。どうせもじょは性的な接せつ触しよくを求めてきたりはしないのだから、君もそういう面で困ることはないだろうしな」

「たしかにそうかもしれないけど、肩かた書がきの上でだけ恋こい人びとになるなんて、もじょに対して申し訳ない気がするし……」

「だがそうしないと、もじょはまたひとりぼっちになってしまうかもしれないのだぞ？」

「うぐっ……」

　良心と良心の間で板いた挟ばさみになる。

　恋こい人びとのふりなんてしたらあとでいろいろと問題が起きそうだけど、恋こい人びとのふりをしないと今すぐいろいろと問題が起きそうだ。

　となると、とりあえずは問題を先送りして、その間に対策を練ることができる前者を選せん択たくせざるを得ないか……？

「……でも、ぼくに恋こい人びとのふりなんてできるのかな」

「できるさ。ふりと言っても、今まで通りにしていればいいだけなのだからな。君はどうやら相当な天然ジゴロのようだし」

　ものすごく不本意だったけど、さっきモンブランがしていたぼくのモノマネを思い出すとなにも言い返せなかった。

「それに我わが輩はいは、ふりでも問題ないと思うのだ。たぶん君は自然に……いや、やっぱりこの話は今はいいか。なんでもない」

「な、なんだよ、そこまで言ったのならちゃんと最後まで話してよ。気になるじゃないか」

「そのうち自分でわかるさ。今はただ、恋こい人びとのふりをしていればいい。君には他に選せん択たく肢しなどないのだからな」

「うぐぐっ……」

　悔くやしながら、モンブランの言う通りにするしかないのが現状のようだった。

　でもやっぱり、恋こい人びとのふりなんて気が進まないなぁ……。





＊






　もじょは、不安そうな顔をして玄げん関かん先で待っていた。

「ただいま、もじょ。待たせちゃってごめんね」

「さんしろー……、もしかして、いっしょにねるの、や？」

　彼かの女じよは開口一番にそう尋たずねてきた。長い前まえ髪がみから覗のぞくつぶらな瞳ひとみがふるふると揺ゆれ、今にも泣きそうになってしまっている。

「そんなわけないでしょ？　モンブランとは別の話をしてきただけだよ」

「ほんと……？」

「うん、本当。不安な思いをさせちゃってごめんね。さぁ、一いつ緒しよに寝ねようか」

　ぼくは恋こい人びと役であることを意識し、おもいきって彼かの女じよをお姫ひめ様さま抱だっこしてみた。

「きひっ……!?」

　もじょは驚おどろいて小さく悲鳴を上げる。けれど別に嫌いやがっているわけではなさそうだったので、ぼくはこのまま彼かの女じよを寝しん室しつのベッドまで運んでしまうことにした。

「もじょって、とっても軽いね」

「か、かるいの、や？」

「ううん。可愛かわいいと思う」

「っ～～～」

　もじょはよっぽど恥はずかしいのか、お姫ひめ様さま抱だっこされたまま両手で顔を覆おおい隠かくす。高まっていく彼かの女じよの体温がぼくにまで伝わってきて、心までぽかぽかと温まってくる感じがした。

　こうしていると、この子の恋こい人びと役って実は結構役得なのかもしれないとも思えてきた。

　この子って実はかなり可愛かわいいし、一いつ緒しよにいるとなんだかほっこりするしね。

　……って、あれ？

　ぼくは唐とう突とつに違い和わ感かんを覚え、確かく認にんのため、彼かの女じよを少し高めに抱かかえ直してみた。

　そして、確信に至る。




　この子、頭が臭くさい……。




　そういえば、お風ふ呂ろから上がってきたとき、この子の髪かみはぼさぼさのままだったな……。

「……ねぇ、もじょ。今日、お風ふ呂ろで頭洗った？」

「えぅっ……？　あ、あらった……」

「本当に？」

「あぅっ……、あ、あらってない、かも……」

「何日くらい洗ってないの？」

「え、えと、きのうから、くらい……」

「本当は？」

「え、えと、よくわからない、くらい……」

　ぼくは迷わず進路を変へん更こうし、寝しん室しつではなく風ふ呂ろ場に向かった。

　何日頭を洗ってないかよくわからない状態とか怖こわすぎる。いくら女子でも禿はげるぞ。

「よし、もじょ、寝ねる前にお風ふ呂ろで頭を洗おうね」

　ぼくは脱だつ衣い所に着くと、彼かの女じよを下ろしてそう言った。けれど、

「あぇうっ……!?　あ、あたまあらうの、や……！」

「どうして？」

「しゃんぷー、めにはいっていたい……！」

「じゃあ、目を閉じてシャンプーすればいいんじゃないの？」

「め、つむったら、こわい……！」

「あー……、なるほどね……」

　そういえばぼくも子供の頃ころはそうだったな。シャンプーをしているときに目を閉じると、後ろになにかいたりするんじゃないかと不安になっちゃうんだよね。今までひとりぼっちでこんなところに住んでいたもじょは、なおさらそういうのが怖こわかったんだろう。

「それじゃあ、ぼくも一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入ってもじょの頭を洗ってあげるよ。それなら目を閉じても怖こわくないでしょ？」

「さ、さんしろーの、えっち……！」

「えっ、ど、どうして？」

「だ、だって、おふろいっしょにって……！」

「あー、そっか、そうだよね……」

　一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入るとなると、ぼくは当然この子の裸はだかを見ることになるよね。

　正直、十歳さい児じの裸はだかに対してはまったくもってなんの興味もないのだけど、もじょが恥はずかしいのならなんとかしてあげないといけないか。

「なら、もじょが水着を着てお風ふ呂ろに入るっていうのはどうかな？」

「みずぎ、もってない……」

「そ、そっか……。じゃあ、ぼくは目め隠かくしをして入ることにするよ。それならもじょのことは見えなくなるから、恥はずかしくないでしょ？」

「あうぅぅ……」

　この期ごに及およんでまだ渋しぶるもじょ。たとえぼくが目め隠かくしをしても恥はずかしいのか、それともよっぽどシャンプーをするのが嫌いやなのか。

　どちらにせよ、ぼくはここで引くわけにはいかない。頭が臭くさい子と一いつ緒しよに寝ねるのはさすがに抵てい抗こうがあるし、このまま放っておけばこの子は本物の喪も女じよになってしまいかねないから。

　というわけで仕方がない。ここはちょとずるい手を使ってみるか。

「そっかぁ、もじょは頭を洗うのがどうしても嫌いやなのかぁ……。ぼくは髪かみの毛けからシャンプーのいい匂においがする女の子が好きなんだけど、残念だなぁ……」

「っ……！」

　我ながらわざとらしい演技だなと思ったけど、意外にももじょは食いついてきてくれた。

「それに毎日シャンプーをしないと、頭に血を吸う虫が湧わくって聞いたんだけどなぁ……」

「ち、ちをすうむし……!?」

「しらみっていうんだけどね……。もししらみが湧わいたら、もうもじょとは一いつ緒しよにいられなくなるなぁ……。しらみはうつるし、血を吸われるのは怖こわいからなぁ……」

「も、もじょ、しゃんぷーする！」

　あんなにシャンプーを嫌いやがっていたもじょが、あたふたしながらそう宣言した。

　ぼくは内心でそれを微ほほ笑えましく思いながらも、さらに芝しば居いを続ける。

「え、でも、無理しなくてもいいんだよ？　目を閉じてシャンプーするのは怖こわいんでしょ？」

「だ、だいじょーぶ……！　さんしろーにしてもらう……！」

「あ、ぼくと一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入ってくれるんだ？」

「め、めかくし、してくれれば……！」

「わかった。じゃあ、アイマスクかなにかを貸してくれるかな？」

　もじょはこくこくとうなずき、てててと走って目め隠かくしを取りにいった。

　よし、これで幼女と一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入れる権利もゲットしたぞ。

　シャンプーに不慣れな彼かの女じよがあれだけの長ちよう髪はつを自力で綺き麗れいに洗えるとは思えないから、慣れるまではぼくがしっかりと髪かみの洗い方を教えてあげないとね。

　ちなみに、この世界にしらみがいるかどうかはぼくも知らない。

　まぁ、いたら大変なので、頭はきちんと洗っておくにこしたことはないだろう。

「早さつ速そくもじょの好意を利用するとは、さんしろうもなかなかのワルだな」

　すぐ側そばでぼくたちのやりとりを見ていたモンブランがくっくと笑う。

「うるさいな。なんなら君も一いつ緒しよに洗ってあげようか？」

　ぼくが両手をわきわきさせながら迫せまると、モンブランはすたこらさっさと逃にげてしまった。





＊






「え、えーと、ここかな？」

「ひゃうん……！」

「こ、こっちだったかな？」

「はぅん……！」

「ご、ごめんね、ぼくもこんなこと初めてだから、よくわからなくて……」

「だ、だいじょーぶ……」

「じゃ、じゃあ続けるね？　こ、こんな感じかな？」

「ぁんっ……！」

「ちょっ、ちょっと強かったかな？　じゃあ、今度はもう少し優やさしく……」

[image: ]

「ぁうっ……！」

「え、えっと、もしかして痛かったりする……？」

「ううん、きもちいー……」

「そ、そっか、よかった。じゃあ、こっちも……」

「はぁんっ……！」

　なんだ、この背徳感は。

　断っておくけど、ぼくはただアイマスクをしてもじょの頭を洗ってあげているだけだぞ。別にやましいことなんてなにもしていないぞ。

　でも、なんだろうね、これ。

　アイマスクをしているほうが、むしろ余計な想像力が働いていやらしく感じるという……。

　いや、あのね、逆に十歳さい児じの体を直視できれば全然いやらしさなんて感じないと思うんだよ。

　だからぼくは変態じゃない。

　断じてロリコンでもない。

　悪いのは全てこのアイマスクだ。

　くそう、アこイんマなスもクの、この世から消えてなくなってしまえばいいのに……！

　ぼくは気持ちよさげに声を上げる（深い意味はない）もじょの頭を洗い終わり、お湯でシャンプーを流してあげる。

　ちなみに、この世界には電気設備もガス設備も整えられていないのだけど、上下水道だけは前の世界と同じように整備されている。いかに魔ま法ほうが発達しているこの世界でも、さすがに水道なしでの生活は厳しいのだ。

　で、電気やガスがない環かん境きようでどうやってお湯を沸わかすかというと、紅こう玉ぎよく石せきという鉱物を使う。

　紅玉石は大気中ではそのへんの石ころと変わらないのに、水に触ふれると紅あかく光って発熱する不思議な鉱物だ。風ふ呂ろ釜がまいっぱいに張った水に二～三個入れれば適温のお湯ができるので、場合によっては電気やガスよりも便利だったりする。

　よし、この世界のインフラについて考えていたら少しは煩ぼん悩のうが晴れたぞ。

　もじょのシャンプーも流し終えたことだし、そろそろぼくは出るとするかな。

「じゃあもじょ、ぼくは先に出ておくね。風か邪ぜをひかないようにしっかりと髪かみを拭ふいてから出てくるんだよ」

「…………」

　けれど、もじょからの返事はなかった。アイマスクが邪じや魔まで、彼かの女じよの様子も確かく認にんできない。

「もじょ？　どうしたの？　疲つかれちゃった？」

「……さんしろー、このおまたについてるの、なに？」

「お股またに付いてるの？　ぼくが腰こしに巻いてるタオルのこと？」

「たおる、おちてる」

「……はい？」

　ぼくは嫌いやな予感がして自分の腰こしに手を当てた。

　すると、ない。腰こしに巻いていたはずのタオルがない。

　し、しまった……！　この世界のインフラについて考えるあまり、腰こしに巻いていたタオルへの注意が疎おろそかになっていた……！

「ね、これ、なに？」

　え、いや、こっちこそなに？　幼女が全ぜん裸らでアイマスクをしているお兄さんに股こ間かんのブツの名めい称しようを言わせるとか、これはいったいなにプレイなの？

「え、えーと、お父さんのとか、見たことあるよね……？」

　ぼくは落としてしまったタオルを手て探さぐりで拾い、腰こしに巻き直しながら言った。

「おとーさん……？」

「そう、お父さん。前の世界では君にもいたでしょ？」

「まえのせかい……？」

「うん。君だって前の世界で生まれて、死んで、この世界にきたんでしょ？」

「ごめんなさい……。よくわからない……」

「え？」

　わからないってどういうことだ？

「もしかして、君はこの世界にくる前のことをなにも覚えてないの……？」

「なまえと、としはおぼえてた」

「それだけ？　他には？」

「しゃべりかたとか、もののなまえとか……」

「ちょ、ちょっと待って、物の名前は覚えてたんだよね？」

「ん」

「なのに、これがなんだかわからないの？」

　ぼくはタオルを巻き直した己おのれの股こ間かんを指して尋たずねた。

「……わからない。はじめてみた」

　う、噓うそでしょ……？

　この子、まさか前の世界で男の人の裸はだかを見たことがないの……？

「二人とも、お楽しみのところ悪いが、そんな格好で話していたら風か邪ぜをひくぞ」

　モンブランに脱だつ衣い所から声をかけられ、ぼくは我に返る。

「そ、そうだね、まずは体と髪かみを拭ふいて出ようか」

「ん。でも、おまたのそれは？」

　……結局、ぼくはブツの名めい称しようを言わされることになりました。
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　翌朝。

　ベッドの上で目覚めると、目の前に前まえ髪がみに覆おおい尽つくされたもじょの寝ね顔がおがあった。

　一いつ瞬しゆんだけミニ貞さだ子こに見えたので、心臓が飛び出しそうになる。

　けれど、その前まえ髪がみをサイドに流して耳にかけてあげるとあら不思議、愛くるしい天使に早変わりだ。ぼくはこれを密ひそかにもじょイリュージョンと呼んでいる。

　……いや、待てよ？

　この子ってよく見たら、ちっちゃいから可愛かわいく見えるだけで、本来は綺き麗れいめな顔をしているんじゃないだろうか。

　睫まつげが長くて、鼻び梁りようがすっとしていて、小鼻と唇くちびるはきゅっと小さい。

　しっかりと寝ねたからくまもとれているし、瞼まぶたを開けば瞳ひとみもぱっちりと大きくて綺き麗れいだし、もしかしたら将来はすごい美人さんになるのかも？

　でも、そうなる頃ころには男を見る目もついてきて、もうぼくのことをイケメンだなんて言ってくれなくなっているんだろうなぁ……。

　ぼくは若じやつ干かんの寂さびしさを感じながら、彼かの女じよの柔やわらかそうなほっぺたをぷにぷにと押おしてみる。

「……きししっ（[image: やじるし]笑い声）……、さんしろー、しゅきー……」

　彼かの女じよはむにゃむにゃとそう言った。でも、まだ瞳ひとみを閉じたまま寝ね息いきを立てているので、どうやらただの寝ね言ごとだったっぽい。

　ああ、可愛かわいいなぁ……。

　こう、なんだろう、見ていると胸がきゅんきゅんしてくるというか、ぎゅーって抱だっこして頰ほおずりしてみたくなるというか。

　これまで犬や猫ねこみたいな小動物に対してそういうことを思ったことはあったけれど、人間相手にこんな気持ちになるのは初めてだ。

　ぼくはもじょのほっぺたをつつくのをやめ、今度は頭を撫なでてみる。

　昨夜ぼくがしっかりと洗ってあげたから、今日の彼かの女じよの髪かみはさらさらだ。

　トリートメントも使ってないのにこの張り艶つやとは、さすが十歳さい（本当は二は十た歳ちだけど）。

　起きたらブラッシングをしてあげよう。そしたらきっと、もっと綺き麗れいになるぞ。

　……ただ、問題は髪かみの長さかな。

　十年間放置していただけあって、さすがに長くなりすぎている。

　美容室に連れていきたいところだけど……大厄災デイザスターの使い手であるもじょがお店に入ったら、たぶん美容師さんがパニックを起こして髪かみを切るどころの騒さわぎじゃなくなるだろう。

　となると、ぼくが彼かの女じよの髪かみを切ってあげるしかないのだろうけど、正直うまく切ってあげられる自信はない。なにせぼくは自分の前まえ髪がみくらいしか切ったことがないからな……。

　どうしたものかと考えながら、指先で彼かの女じよの髪かみを梳すいたり、くるくると絡からませたりして弄もてあそぶ。

「───おはようさんしろう。君はなんだかんだでもじょが大好きだよな」

「ぶはっ」

　後ろからいきなり声をかけられ、ぼくは慌あわてて振ふり返かえった。

「モ、モンブラン、いつからそこに……？」

「ゆうべはおたのしみでしたね」

「平成生まれにわからないネタを使うのはやめてくれるかな。それにそれ、本当にぼくがもじょになにかしたみたいに聞こえちゃうじゃん」

「まぁいいではないか。ビルダーズも出たことだし」

「君、猫ねこなのになんでそんなにサブカルチャーに詳くわしいの？」

「別に詳くわしくはないさ。ただ、アレフガルドが我わが輩はいを呼んでいるだけだ」

　ぼくはマイ〇クラフト派だと叫さけびたかった。

　っていうか、前から思ってたんだけど、この子って本当に猫ねこなのかな？　実は背中にジッパーが付いてて、中にちっさいおっさんでも入ってるんじゃないかな？

「むにゅ……？　どしたの、さんしろー……？　もんぶらんとけんか、めーだよ……？」

　もじょがまだ眠ねむそうな瞳ひとみをごしごしと擦こすりながら上体を起こす。ネグリジェが着き崩くずれしていて、小さな肩かたがあらわになってしまっていた。

「ああ、もう、モンブランのせいでもじょが起きちゃったじゃん……！」

「すまないさんしろう。そんなにもじょの寝ね顔がおを見ていたかったのか」

「ち、違ちがっ、そんなんじゃなくてっ！」

「さんしろー……？　もじょのねがお、みてたの……？」

「い、いや、それはそのっ、み、見てなかったよ……？」

「そなんだ……」

　がっくりと肩かたを落としてしまうもじょ。

　しまった。そういえば、ぼくはこの子の恋こい人びとという設定なんだった。

「え、えーと、言われてみればちょっとだけ見てたかも……？」

「ほんと……？　へんじゃなかった……？」

「全然。むしろ可愛かわいかったよ」

　ぼくが答えると、まだ寝ねぼけまなこだったもじょの顔がさくらんぼみたいに赤く染まった。

　この子、冗じよう談だん抜ぬきで本当に可愛かわいいな……。

「さんしろう、仲がいいのは結構なことだが、もじょを口説くのはあとにしておけ。今日はやるべきことも多いし、もう九時だぞ」

「え、もうそんな時間なんだ？　それじゃ、早く朝食の準備をしないとね。といっても、材料がなにもないから、朝食もリフレッシュポーションになるんだろうけど……」

　ぼくがちょっとげんなりしながら言うと、もじょがぼくのシャツの裾すそをきゅっと引っ張った。

「あさ、にゃーたちがくる」

「にゃーたち？」

「ん。もじょがかってるねこさんたち」

「えっ、もじょ、猫ねこさんなんて飼ってたんだ？　しかも多頭飼い？」

　もじょはこくりとうなずき、ぼくのシャツの裾すそを引っ張ってどこかに連れ出そうとする。

　これはつまりあれか、ペットの猫ねこたちに朝の餌えさをあげなきゃならないので、ついてきてほしいということなんだろうなたぶん。

　でも餌えさをあげようにも、この家にはなにも食べ物がないはずだけど……？

　ぼくは戸と惑まどいながらも、モンブランと一いつ緒しよにもじょについていくことにした。
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「にゃー、にゃー」

　もじょは家から出ると、森の茂しげみに向かってそう呼びかけた。

　すると茂しげみの中から『にゃー』『うにゃー』『なーん』『うなー』と鳴き声が返ってきて、次々と猫ねこが現れる。

　しかもその猫ねこたちは、それぞれ大きな魚を口にくわえていて、それらをもじょの前にどさどさと置き並べた。

「こ、これはいったい……？」

「あさごはん。あげる」

　もじょは魚のうち一匹ぴきを拾い、それを笑え顔がおでぼくに差し出してくれた。

「え、えと、ありがとう……？　でもこれ、猫ねこさんたちのだよね……？」

「にゃーたち、まいあさおさかなくれる。やさしー」

「そ、そうなんだ……？　それはたしかに、優やさしい子たちだね……？」

　でもそれ、君が猫ねこを飼ってるんじゃなくて、猫ねこが君を飼ってるんじゃ……？

　ぼくは魚を受け取りつつも固まってしまった。

「もんぶらんも、どーぞ」

「おお、すまないな。それに同どう胞ほうたちよ、礼を言うぞ。我わが輩はいの名はモンブラン。以後、困ったことがあればなんでも我わが輩はいに相談するがいい。力になるぞ」

　モンブランがそう言うと、猫ねこたちは『にゃー』『うにゃー』『なーん』『うなー』と応えた。

「あれ？　もしかして、この子たちは喋しやべれないの？」

「当たり前だ。普ふ通つう、猫ねこが喋しやべれるわけないだろう」

「モンブラン、それってボケなのつっこみなの……？」

「つっこみに決まっているだろう。断っておくが、我わが輩はいはただの猫ねこではないぞ。二十年以上の歳さい月げつを生き、特別な力を得た猫ねこ又まただ。ほれ、しっぽだって二ふた叉まただろう。今まで気づかなかったのか？」

「いや、まぁそうなんだろうなとは思ってたけどさ……。ぼくはてっきり、この世界にくる猫ねこはみんな猫ねこ又またになるものなのかと……」

「そんなわけあるか。猫ねこ又またへの道は遠く険しいものなのだ。誰だれもがなれるものではない」

　モンブランがそう言うと、猫ねこたちは羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けながら、『にゃー』『うにゃー』『なーん』『うなー』と鳴いた。

　もうこの子たちの名前、そのまま『にゃー』『うにゃー』『なーん』『うなー』でいいんじゃないだろうか。もじょは既すでに、にゃーのことをにゃーと呼んでいるみたいだし。

　と、猫ねこたちの名前について考えていたら、もじょとモンブランが声を揃そろえて言った。

「「いただきます」」

「ちょっ!?　ま、待って!?　なにそのまま齧かぶりつこうとしてるの!?」

　とっさに止めると、もじょとモンブランが首を傾かしげた。

「なにか問題があるのか？」

「だめなの？」

「問題ありまくりだしダメに決まってるよ！　それ、川魚だよね!?　生で食べたら寄生虫とか細さい菌きんとかに感かん染せんしちゃうじゃん！　ちゃんと火を通さないと！」

「我わが輩はいはいつも川魚を生で食べているが、なんともないぞ？」

「もじょもいつもそのまま。なんともない」

　え、そうなの？

　この世界の川魚には寄生虫や細さい菌きんがいないのかな……？

「い、いやいやいや！　でもそれ、今さっき猫ねこさんたちがくわえてきて、しかも地面に直じか置おきしたやつだし！　やっぱり洗ってから火を通さないと！」

「我わが輩はいは猫ねこだからそんなの気にしない」

「もじょもきにしない。さんしろー、しんけーしつ？」

「君たちが気にしなすぎなのっ！　いいからそれを持ってキッチンにきて！　ちゃんとおいしく焼いてあげるから！」

　ぼくは四匹ひきの猫ねこたちに魚のお礼を言い、不服そうなもじょとモンブランを連れて家のキッチンへと向かった。

　猫ねこであるモンブランはともかくとして、もじょのこの生活スタイル（掃そう除じしない＆頭洗わない＆食事も不衛生）はワイルドすぎる。

　この子、このままじゃ本物の喪も女じよに一直線だ。なんとかしてあげないと。

　ぼくはキッチンに着くと、早さつ速そくもじょに料理の仕方を教えてあげることにした。

　といっても、調味料が塩しかないので、作るのはシンプルな焼き魚だ。

　まずは魚のお腹なかに包丁を入れて、そこから内臓を取る。

「おお～、さんしろー、すごいー」

　ぼくが手早く内臓を取ったのを見ると、もじょもそれを真ま似ねようとした。

　けれど、彼かの女じよの包丁の使い方は危なっかしくて、なかなか魚の腹に刃は先さきが入らない。逆に、今にも自分の手を切ってしまいそうだ。

　そこで仕方なく、魚の内臓を取る作業だけはぼくがやってあげることにした。包丁を使うのが初めてのもじょには、内臓取りはちょっとハードルが高すぎたかもしれない。

「っていうか、使わないのによく包丁なんて持ってたね？」

「ほーちょー、さいしょからあった」

「そうなんだ？　ってことは、前に住んでた人が置き忘れていったのかな？」

　もじょはふるふると首を横に振ふる。

「たぶん、おーやさんの。ほかのかぐも、ぜんぶさいしょからあった」

「ああ、なるほど。ここは家具付き賃ちん貸たい住宅なんだね？」

「ん」

　そういうことか。どうりでもじょが一人で住んでいるにしては家具が随ずい分ぶんしっかりと揃そろっていると思ったよ。

「でもここの大家さんって、よくもじょにこの家を貸してくれたね？」

「もうすまないから、すきにつかっていいって。やちんもいらないって」

「随ずい分ぶん太っ腹だね？　どんな人だったの？」

「きれーなおねーさん」

「へぇ～、太っ腹なうえ美人さんだなんてすごいね」

　まるでリアさんみたいな人だな。いったい何者なんだろう。

　……って、それは今気にしてもしょうがないか。

　それよりも、内臓は全て取り終えたことだし、次は魚のお腹なかを水で洗わないとね。

　ぼくはもじょに魚のお腹なかの洗い方を教え、実際にやらせてみることにした。

　これなら簡単だから、もじょにもできるはずだ。

　……と、思ったのだけど、なんだかもじょの手つきがぎこちない。このままだとちょっと不安だな。

「さんしろー？　どしてもじょがあらったの、もっかいあらうの？」

「一応、確かく認にんのためにね。洗い残しがあると生なま臭ぐさくなっちゃうから」

「そっかー。さんしろー、あらうのじょーず」

「あはは、慣れてるからね」

　結局、全部自分で洗い直した。ま、もじょは初めてだから仕方ないよね。

　気を取り直して、次は魚に串くしを刺さす作業に移る。

　この作業は簡単なようで意外と難しい。ただ魚に串くしを刺さすだけでは、魚をうまく串くしに固定することができないからだ。

　固定がうまくいってない場合は、魚が串くしを中心にしてくるくると回転してしまうようになる。

　その状態だと、片面が焼けたあとに反対側の面を焼こうとしても、魚が串くしを中心にくるっと回転して焼けている面ばかりが火に向いてしまうため、結果として片面が黒くろ焦こげで反対側の面が生焼けという大変残念な焼き魚ができあがることになる。

　だから串くしを通すときには、魚の背骨にうまく串くしが絡からむように刺ささなければならない。

　そうすれば魚がきちんと串くしに固定されて、くるくる回ることがなくなるのだ。

「というわけで、こんな風に刺さすんだけど、もじょもやってみる？」

「ん」

　もじょは元気よくうなずき、んしょ、んしょ、と魚に串くしを刺さす。

　けれど、

「ああっ、そこじゃなくて、こっちに……！」

「ん」

「ああっ、違ちがう、そっちじゃなくてこっち……！」

「ん」

「ち、違ちがうっ、違ちがうんだもじょ、そこはもうちょっと捻ひねって……！」

「ん」

　返事はいいのだけど、なかなか思うようにはいかないみたいだ。

「あー……、えっと、ぼくがもう一度やってみるから、ちょっと見ててくれる？」

「ん」

　ぼくはもじょが刺さした串くしを引ひき抜ぬき、ぶすぶすと刺さし直してみせる。

「おお～、さんしろー、くしさしじょーず」

「あはは、慣れてるからね」

　というやりとりを、通算三度ほど繰くり返かえした。

　つまり、結果的には全ての魚にぼくが串くしを通したのだけど、まぁこれは初心者には難しいから仕方がないよね。

　仕事を取りすぎてしまったので、次の塩振ふりはもじょにやってもらうことにする。

　振ふり方は、とにかく振ふりまくればいいだけだ。余計な塩はどうせ焼いている最中に落ちてしまうので、振ふりすぎに注意する必要はない。だから、これならもじょに任せてもまず失敗することはない。

　ただし例外として、ぼくはモンブランの分の魚だけはもじょに渡わたさなかった。というのも、猫ねこの餌えさに塩分は禁物なのだ。

「うん、上手に振ふれたね。あとは、ひれにはもっと振ふってもいいかな。そこは塩をたくさんかけておかないとすぐに焦こげちゃうから」

「ん。たくさんふる」

　もじょは言われた通りにこれでもかというくらい塩を振ふりまくる。塩の入った小こ瓶びんをしゃかしゃか振ふっているところが、なんだか一いつ生しよう懸けん命めいマラカスを振ふっているみたいに見えて可愛かわいい。

「そういえば、もじょって料理をしないのに、どうして家にこんなに塩を置いているの？」

「ちょーごーにつかう」

「あ、そうなんだ？　塩って、魔ま力りよく調合の素材にもなるんだね」

　こくりとうなずくもじょ。

　そのとき、ぼくはふと疑問に思った。

「あのさ、ついでに訊きいてもいい？」

「？」

「君って、魔ま力りよく調合のやり方はどこで覚えたの？」

「それは……わからない」

「へ？　わからないって、どういうこと？」

「さいしょからしってた。でも、どこでおぼえたのか、おぼえてない」

「え……？」

　最初から知っていただなんて、そんなことがあり得るのだろうか。

　この世界にきたときに既すでに魔ま力りよく調合のやり方を知っていたとなると、彼かの女じよがそれを覚えたのは前の世界だったということになる。

　けれどぼくの知る限り、前の世界で魔ま力りよく調合なんてできた人はいない。それ以前の問題として、そもそも前の世界では人間が魔ま力りよくを感知することなんてできなかったはずだ。

「モンブラン、これってどういうことなんだろう……？」

「すまないが、我わが輩はいにもよくわからない。もじょのような例を聞くのは初めてだ」

　モンブランも不思議そうな顔をしていた。彼かの女じよはいろんな意味で普ふ通つうじゃないみたいだ。

　……けれど、

「できた」

「よし、上手上手。もじょは塩振ふりの天才だね」

「きししっ、そかな」

　このひだまりのような笑え顔がおを見ていたら、この子が何者であるかなんてどうでもよくなってきた。

「んじゃ、下準備はできたし、そろそろ焼こうか。背から焼くか腹から焼くかには諸説あるんだけど、ぼくはどっちでもいい派です。とりあえず、どういう風に焼くのか見ててね」

　言って、ぼくは炭火で魚を焼き始める。

　ちなみに電気やガスの設備が整っていないこの世界では、料理には大たい抵てい薪たきぎか炭火を使う。こういうところは前の世界と比べると不便なのだけど、最近ではそれにも随ずい分ぶん慣れてきた。

　強火で魚を焼いていくと、キッチン内に香こうばしい匂においが充じゆう満まんしていく。魚の身からじゅわっと油や水分が出てきてしたたり落ち、もう見かけからしておいしそうだ。昨夜の食事はリフレッシュポーションだけだったので、いやが上にも食欲が刺し激げきされる。

「もじょも、やくのやってみたい……！」

　もじょが興きよう味み津しん々しんな様子で自ら申し出てきた。いい傾けい向こうだ。

「じゃあ、魚をひっくり返してみる？　背と側面は焼けてきたから、次はお腹なかね。ここからはじっくり弱火で焼いていこう」

　もじょはこくりとうなずき、串くしを持つ。

　ところが、思ったよりも串くしが熱かったのか、彼かの女じよは『きひっ!?』と声を上げてすぐに手を離はなしてしまった。

「おっと！」

　すぐ側そばで見ていたぼくが、落ちる寸前のところで串くしをキャッチする。

「ふ～、危ない危ない……」

「ご、ごめんなさい……」

「ううん、全然大だい丈じよう夫ぶ。それより、ぼくのほうこそごめんね？　串くしが熱いかもってちゃんと前もって言っておくべきだったよ。手は火傷やけどしてない？」

「だいじょーぶ……」

「そっか、よかった。串くしは熱いから、ひっくり返すのはぼくがやっちゃうね。とりあえず、今日はやりかただけ見て覚えてくれればいいから」

「ん。さんしろー、ありがとー」

　もじょはそう答え、あとは言われた通りにぼくが魚をひっくり返すのをじっと見ていた。本当に素す直なおでいい子だ。

　……と思って彼かの女じよを見ていたら、ぼくの後ろでモンブランがくっくと笑った。

「さんしろう、すっかりもじょにメロメロだな」

「な、なんだよそれ。ぼくは魚の焼き方を教えてあげているだけじゃないか」

「結局全部自分でやってしまっているみたいだがな」

「そ、そんなことないよ。もじょだって、ちゃんと魚のお腹なかを洗ってくれたし、塩も振ふってくれたじゃないか。ね、もじょ？」

「ん」

　もじょは首を縦に振ふったけれど、モンブランにからかわれたのが恥はずかしかったのか、顔を真っ赤にしていた。

「くくっ、さんしろう、式には呼んでくれよ？」

「少し黙だまっててね、この生意気白毛玉」

「酷ひどい言われようだな。我わが輩はいのほうが君よりもずっと年上だというのに」

「生あい憎にくとこの世界には年功序列なんてないんだよ」

「ふふっ、違ちがいない」

　ぼくはモンブランと軽口を叩たたき合いながらも、完かん璧ぺきに魚を焼き上げてみせた。

　努力の男、丘おか三さん四し郎ろうは、もちろん家庭科の成績もよかった。野外活動でも八はち面めん六ろつ臂ぴの活かつ躍やくをしたこのぼくに、不運以外の死角なんて存在しないのだ。

　で、そのあとぼくたちは二人と一匹ぴきでダイニングテーブルを囲み、皮はぱりぱり、身はふっくらの焼き魚をおいしくいただきました。

　これで、あとはご飯があれば最高だったんだけどね……。
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　そして朝食後。

「はうっ」

　調合素材のチェックをしていたもじょが、なにやら問題ありげな声を上げた。

「どうしたの、もじょ？」

「たけのきのこ、きらしてる……」

「へ？　たけの……なんだって？」

「たけのきのこ」

「なにそのきのこたけのこ戦争に一気に終しゆう止し符ふを打ちそうな物体Ｘ」

「もりのおくでとれる。あれがないと、りふれっしゅぽーしょんつくれない」

「え？　でも、昨夜作ったときはたけのきのこなんて使わなかったよね？」

「つかった。みずにとかしてた」

　言われて思い出した。

　たしかに、もじょは昨夜リフレッシュポーションを作ったとき、桶おけで汲くんできた謎なぞの液体を大量投入していた。今にして思えば、あれがたけのきのこ溶よう液えきだったのだろう。

「たけのきのこ、みずにとかすのにじかんかかる……」

「もしかして、たけのきのこ溶よう液えきの仕し込こみを優先的にしておかないと、仮に生ゴミを回収してもリフレッシュポーションは作れない感じなのかな？」

「ん」

「となると、たけのきのこの採取は最優先すべきだね。今日はリリガーデンに買い出しにいくつもりだったけど、予定を変へん更こうしてたけのきのこ狩がりにいこうか」

　ぼくがそう提案すると、モンブランが横から口を挟はさんできた。

「だがさんしろう、買い出しは明日でいいとしても、魔ま女じよの帽ぼう子し屋に臨時休業を報しらせる張り紙をしにいくのは今日でなければまずいのではないか？」

「たしかに、断りもなく数日間も休んじゃうのはよくないか……。どうしよう……」

「では、手分けをしよう。我わが輩はいがもじょと一いつ緒しよにたけのきのことやらの採取に向かうから、君はまず魔ま女じよの帽ぼう子し屋に張り紙をしにいき、そのあとで我わが輩はいたちに合流するがいい」

「でも、合流しようにも、もじょがいないと採取場所がわからないよ？」

「予あらかじめ地図に採取場所を記してもらっておけばいいではないか」

「あ、そっか。じゃあそうすることにしよう」

　というわけで、ぼくはとりあえずリリガーデンの街へ、もじょとモンブランは魔ま女じよの森の奥おくへと向かうことになった。

　さてさて、たけのきのこっていったいどんなものなんだろうな……？
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　ぺたぺたと、店の扉とびらに臨時休業と書かれた紙を張り付ける。すると、

「臨時休業？　なにかあったの？」

　背後から、もうすっかり馴な染じみとなった声に尋たずねられた。

「あ、リアさん、せっかくきていただいたのにすみません。実は今、もじょが調合の素材をいろいろと切らしてまして、売り物をご用意できない状態なんです」

「あら、それは残念ね……」

「本当にすみません。今日もこれから、魔ま女じよの森に素材を採取しにいくところでして……」

「魔ま女じよの森？　あそこでなにを採取するの？」

「たけのきのこです」

「ああ、あのチョコレート菓が子しで有名な？　『たけのきのこの山里』、おいしいわよね」

　そのお菓か子し、大だい丈じよう夫ぶですか。明○製せい菓かに訴うつたえられませんか。

「え、えと、そういうお菓か子しはちょっと食べたことがないんですけど、もじょとモンブランはもう採取を始めているはずなので、ぼくも早くいって手伝ってあげないとなんです」

「ふーん……？」

　リアさんは腕うでを組んで少し考えるそぶりを見せたかと思うと、悪戯いたずらを思いついた子供のような笑えみを浮うかべて言った。

「それじゃあ、今日は暇ひまだし、私もあなたの護衛としてついていってあげるわ」

「え。別にリアさんのお手を煩わずらわせるほどのことではないですよ？」

「けれど、魔ま女じよの森って一応モンスターが出るじゃない。あなたが一人でうろつくのはまだ危険でしょう？」

　痛いところを突つかれ、ぼくは言葉を詰つまらせてしまう。

　前にリアさんが雷かみなりの魔ま道どう書をくれたおかげで、ぼくはライトニングという初級魔ま法ほうを使えるようになった。

　けれど、まだ実戦で魔ま法ほうを使ったことはないので、モンスターの出る場所に一人でいくのはちょっと心こころ許もとない。

　まぁモンブランは、昼間の魔ま女じよの森ならぼく一人でも大だい丈じよう夫ぶだと言っていたのだけど……。

「その点、私がいればなにが出てきても平気だから、連れていって損をするということはないはずよ？」

「で、でも、ぼくについてきたらもじょと合流することになりますよ？　いいんですか？」

「平気よ。私が大厄災デイザスターを受けたくらいでどうこうなるようなやわな冒ぼう険けん者に見える？」

「それはないですけど、ぼく、大した報ほう酬しゆうも出せませんし……」

「報ほう酬しゆうなんていらないわ。私は早く魔ま女じよの帽ぼう子し屋に営業を再開してもらいたいだけなの。特に、リフレッシュポーションはないと困るしね」

　あ、なるほど。それで手伝ってくれる気になったのか。

　そういうことなら、ぼくもそこまで負い目を感じる必要はないかな。

「……わかりました。じゃあ、お言葉に甘あまえて護衛をお願いしてもいいですか？」

「喜んで。そうと決まったら、早さつ速そくいきましょう？」

　リアさんは妙みようにはりきっていた。

　きっとこの人、リフレッシュポーションのことをよっぽど気に入ってくれているんだろうな。

　あのポーションがなにでできているのかについては……みんなの幸せのために、触ふれないでおいたほうがよさそうだな……。
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　で、リアさんと二人、魔ま女じよの森の奥おく深くへと入っていく。

　地図があるから迷うことはないのだけれど、途と中ちゆうには崖がけや川があったりして、道程は想像していたよりも結構険しかった。

　その上、奥おくにいけばいくほど森の闇やみはいっそう濃こくなっていく。

　木々の幹や枝はどれもこれもまるで意志を持っているかのようにくねくねと曲がりくねっているし、そこにとまっているカラスの群れはギャーギャーと不快な鳴き声を上げていてうるさいし、おまけに霧きりが出てきて視界が悪いしと、これでもかというくらいに不気味要素満まん載さいだ。

　けれど、ぼくはこんな状じよう況きようにおいてもちっとも恐きよう怖ふを感じていなかった。

　なぜなら今のぼくには、リリガーデン最強の冒ぼう険けん者がついているからだ。

「……そろそろ採取ポイントね」

「え？　でも、もじょが印を付けてくれている場所はもう少し先ですよ？」

「もじょもまだまだね。こっちにきてごらんなさい。穴場の採取ポイントがあるから」

　言われ、リアさんについていく。

「ほら、あそこ。あれがたけのきのこよ」

　彼かの女じよが指した木の根元には、なんとも不思議なきのこ（？）が生えていた。

　大きさは握にぎり拳こぶしくらい。しいたけの傘かさの部分がたけのこみたいな形をしている菌きん類るいだと言えばわかりやすいだろうか。

　ちなみに周囲に竹は生えていない。というより、そもそもこの森には竹なんて生えていない。

　そして最大の注目点は、

「こいつ、動くぞ……!?」

　たけのきのこはエネルギーゲインが五倍はありそうな感じで元気に歩き回っていた。

　しかもこの菌きん類るい、歩きながら高い声ソプラノで『タケキノ！　タケキノ！』と連呼している。

「なんなんだその取って付けたように作ったご当地ゆるキャラみたいな適当な鳴き声は……」

「あなた、そんな言い方は全国のゆるキャラの方々に対して失礼なんじゃない？　炎えん上じようする前にきちんとお詫わびしておいたほうがいいわよ？」

「そうですね。地元の個性を活いかしたゆるキャラの皆みな様さま、大変申し訳ありませんでした。ライバルが多くて厳しい業界だとは思いますが、今後いっそうのご活かつ躍やくをお祈いのりいたします」

　なんでぼく、誰だれもいない空間に向かって謝あやまっているんだろうな。なにか謎なぞの力を感じる。

「じゃあ、お詫わびも済んだところで、さっそく捕ほ獲かく……もとい、採取をしてごらんなさい」

「さ、採取……？　アレを、ぼくがですか……？」

「当たり前でしょう。私は護衛なのだから、採取をするのはあなたの仕事よ。たけのきのこは普ふ通つうに近づくと逃にげてしまうから、あと１ｍというところまで忍しのび寄よったら、まずはそこで止まってちょうだい」

「わ、わかりました……」

　ぼくは言われた通りにたけのきのこに忍しのび寄より、あと１ｍというところで足を止めた。

「いい感じよ。ここからはタイミングが命だから、私が『せーの！』という合図を出したら、その瞬しゆん間かんにたけのきのこに飛びかかるのよ。いいわね？」

「りょ、了りよう解かいです……」

「じゃあいくわよ。用意はいい？」

「オ、オーケーです……。いつでもどうぞ……」

　ぼくは気が進まないながらも合図に備えて身構える。

　と、そのとき、視界の端はしにより大きなたけのきのこが映った。

「せーの！」

　ぼくはとっさの判断でターゲットを変へん更こうし、大きなほうのたけのきのこに飛びかかる。




　刹せつ那な、ドドーンッ！　という轟ごう音おんと共に、小さなほうのたけのきのこに凄すさまじい雷かみなりが落ちた。




「なっ、ななな……!?」

　ぼくは捕つかまえた大きなほうのたけのきのこを胸に抱だき、何事かと思ってリアさんのほうに向き直る。

　すると彼かの女じよは、雷かみなりの落下地点を指差したまま固まっていた。

　見れば、ぼくが最初に捕つかまえようとしていた小さなほうのたけのきのこは、見るも無む惨ざんな消し炭と化してしまっている。

「……どうして、予定とは違ちがう方向に飛んだのかしら」

　リアさんが静かに尋たずねてくる。とんがり帽ぼう子しのつばが邪じや魔まで、彼かの女じよの表情は窺うかがい知れない。

「そそそ、それは、こっちのほうが大きくていいかなと思って……！」

　ぼくは抱かかえていたたけのきのこを彼かの女じよに見せた。

「……そう。それはよかったわ。実は『せーの！』と言ったはいいものの、そのあとすぐにあそこに雷かみなりが落ちそうなのに気づいて、『やっぱり雷かみなりが落ちるから待って！』と言おうとして指を差したのだけど、言葉のほうが間に合わなかったのよね」

「あ、そ、そうだったんですね……？」

「そうなのよ」

「ま、まぁたしかに、落らく雷らいよりも早く喋しやべることなんて、いくらリアさんでもできるはずないですしね……？」
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「まったくその通りね」

「ああ、びっくりした……。一いつ瞬しゆんリアさんに魔ま法ほうを撃うたれちゃったのかと思って生きた心地ここちがしませんでしたよ……」

「なにを言っているの？　護衛の私があなたを撃うつはずがないじゃない」

「で、ですよねー！　変な勘かん違ちがいをしちゃってすみませんー！」

「いいのよ、気にしないで。あんなに間近で落らく雷らいを見れば、誰だれだって動転するわ」

「そ、そうですね……。ぼく、まだ心臓がバクバクいってますよ……」

　どうやら落らく雷らいは自然現象だったらしい。

　って、そりゃそうだよね。リアさんがぼくを撃うつわけないし。

「それにしても、雷かみなりが落ちる場所を事前に特定できるなんてさすがリアさんですね……。ぼくなんて、落らく雷らいが起きることにさえ気づけませんでしたよ……」

「たまたまよ。ときどき勘かんでわかることがあるの」

　そ、そうなんだ……？　雷かみなりが落ちる時と場所って、ときどき勘かんでわかるものなんだ……？

「ま、あなたが無事なようでなによりよ。それじゃあそろそろ、次のたけのきのこを採取するとしましょうか」

「え。まだやるんですか……？」

「調合の素材にするのなら、一つでは足りないでしょう？」

「そ、それはたしかに……」

「あそこのなんてどうかしら？　あれなら大きいし、途と中ちゆうで他のに目移りすることもないんじゃない？」

「そ、そうですね。いい感じなんじゃないでしょうか」

「じゃあ、例によってまた静かに近づいてくれるかしら。そしたらまた私が合図を出すから」

「あの、自分のタイミングで飛びかかっちゃダメなんでしょうか……？」

「チームワークよ。チームワークが大切なのよ」

「は、はい、チームワークですね……！」

　ぼくはなんだかよくわからない体育会系な理由で言いくるめられ、たけのきのこに近づく。

「準備はいいわね？　私が『せーの！』と合図を出したら絶対に飛びかかるのよ？　いい、絶対よ？」

「は、はい、いつでもいけます……！」

　リアさんの目がマジだ。ここは男子として期待に応えないわけにはいくまい。

「いくわよ！　せーの！」

　ぼくはおりゃっと踏ふみ切きった……のだけど、木の根に足を引っかけてしまい、その場に転んでしまった。

　と、そのとき、




　ドドーンッッ！




　ぼくが捕つかまえようとしていたたけのきのこにまた凄すさまじい雷かみなりが落ちた。

　これ、もしたけのきのこに飛びかかってたら、リアルに死んでたんですけど……。

「ちっ……！」

「リアさん!?　今舌打ちしましたよね!?」

　振ふり返かえると、リアさんはさっきと同じようにたけのきのこを指差したまま固まっていた。相変わらずとんがり帽ぼう子しのつばが邪じや魔まで、彼かの女じよの表情は窺うかがい知れない。

「ごめんなさい。また落らく雷らいのことをあなたに報しらせることができなかった私自身の不ふ甲が斐いなさについイラついてしまったの」

「な、なーんだそうでしたか……！　てっきり、雷かみなりがぼくに落ちなかったことにイラついていらっしゃるのかと思っちゃいましたよ……！」

「そんなわけないじゃない。私はあなたの護衛なのよ？」

「で、ですよねー！　変な勘かん違ちがいをしちゃってすみませんー！」

「いいのよ、気にしないで。あんなに間近で二度も落らく雷らいが起きれば、誰だれだって動転するわ」

「やー、もうほんとびっくりです！　落らく雷らいが二度続くことなんてあるんですねー！」

　と、二度あることは三度ありそうな予感がし始めていたとき、

「さんしろう！　すごい落らく雷らいだったが、大だい丈じよう夫ぶか!?」

「さんしろー……！」

　モンブランともじょが全速力で駆かけつけてきてくれた。どうやらこの子たちも近くで採取をしていたらしい。

「見ての通り、大だい丈じよう夫ぶだよ。運よく当たらなかったから。心配させちゃってごめんね」

「そうか、よかった……！」

　モンブランはそう言い、もじょはほっと胸を撫なで下おろした。

「む？　それはそうとさんしろう、どうしてリアがここに？」

「リリガーデンでばったり会ってね。それで、護衛をしてもらえることに」

「おーやさん！」

　説明の途と中ちゆうで、もじょがリアさんを見て驚おどろいたように言った。

「もじょ、久しぶりね。元気だった？」

　リアさんが尋たずねると、もじょはこくこくとうなずきながらずざざざっと後ずさりし、木の陰かげに隠かくれてしまった。たぶん、大厄災デイザスターの影えい響きようを気にしているのだと思われる。

「大家さん……？　ってもしかして、もじょにあの家を貸してくれてるのってリアさんだったんですか……!?」

「あら、言ってなかったかしら？　家だけじゃなく、魔ま女じよの帽ぼう子し屋の店てん舗ぽを貸してあげているのも私よ？」

「そ、そうだったんですか……!?」

「ええ。十年前、居場所をなくしたもじょが一人でリリガーデンから出ていこうとしていたとき、あれほどの才能を失うのは惜おしいと思って私が引き止めたのよ」

　神だ。神はここにいた。

　リリガーデンの人たちから蛇だ蝎かつのごとく嫌きらわれているもじょに住むところと商売するところを提供してくれていたなんて、やっぱりリアさんの優やさしさは本物だったのだ。

　一いつ瞬しゆんでも、この人はぼくを殺そうとしているんじゃないかと疑ってしまった自分が恥はずかしい。きっとさっきの落らく雷らいも、偶ぐう発はつ的な自然現象だったに違ちがいない。

「もじょ、私は大厄災デイザスターを受けたくらいでは死なないからこっちへいらっしゃい」

　リアさんが手招きをする。けれど、もじょは首をふるふると横に振ふって、その場から動こうとしない。

「ふふ、相変わらずね、あの子は」

　リアさんは肩かたを竦すくめて苦く笑しようした。たぶん、今に始まったことじゃないのだろう。

　と、ぼくたちの間に和なごやかな雰ふん囲い気きが漂ただよい始めていたとき。

　不意にどこかから、ドドドドドと低い地鳴りのような音が響ひびいてきた。

「む……！　これは、さっきの落らく雷らいでイノシカチョウが目覚めたな……！」

　モンブランが険しい顔つきになって耳をぴょこぴょこと動かす。

「イノシカチョウ……？　なにそれ……？」

「この付近を住すみ処かにしているモンスターだ。イノシシとシカとチョウが合体したような外見をしていることからそう呼ばれている。夜行性だから昼間は滅めつ多たに出ないのだが……」

　ドドドドド、とさらに足音が近づいてくる。

「まずい、こっちにきそうだな。イノシカチョウは知能が低く、猪ちよ突とつ猛もう進しんだ。人を見ると誰だれ彼かれ構わず体当たりしてくるから気をつけろ」

　モンブランに警告され、ぼくたちは遭そう遇ぐうに備えて身構える。

　けれど直後、ふと地鳴りのような足音が止まった。

「あれ……？　どこかで止まった……？」

「いや───上だッ！」

　言われて見上げると、そこにはチョウのような羽を広げるイノシシのようなシカのようなわけのわからない生物───イノシカチョウが飛んでいた。

　しかも、そいつが目指していた方向は───、

「もじょッッ！」

　ぼくは戦せん慄りつし、すぐさま走り出した。このままだともじょが危ない！

「待ちなさい！　私が魔ま法ほうで」

　途と中ちゆう、リアさんに止められた気がしたけど、ぼくは構わず突つっ切きってもじょを目指した。

　間に合えッッ───！

「きひっ!?」

　ぼくはもじょを胸に抱かかえて跳とぶ。イノシカチョウはその脇わきを凄すさまじい勢いですり抜ぬけていく。

　間かん一いつ髪ぱつ。ぼくたちは九死に一生を得た。

　イノシカチョウはそのまま着地し、ドドドドドと直線的に走り去っていく。

　ぼくはすぐさま次の突とつ進しんに備えたけれど、もしかしてイノシカチョウはまっすぐにしか走れないのか、進路を変えて戻もどってくることはなかった。

　どうやら、ぼくたちはたまたまイノシカチョウの進路にいただけらしい。この分ならもう襲おそわれる心配はなさそうだ。

「もじょ、大だい丈じよう夫ぶ……!?　怪け我がはない……!?」

　ぼくは胸に抱かかえていたもじょに尋たずねた。

　もじょは相当びっくりしたのか、惚ほうけた顔をしてぼくを見ているけれど、幸いなことに怪け我がはしていないみたいだ。

「よかった、もじょ……！　無事でよかった……！」

　ぼくはもじょの華きや奢しやな体を抱だきしめる。本当に危なかった。もしもこの子がまともにイノシカチョウの体当たりを受けていたら、ただではすまなかっただろう。

「っ～～～」

「あっ、ご、ごめん！　つい！」

　もじょが羞しゆう恥ちで真っ赤になってしまっていることに気づき、ばっと体を離はなす。

　するともじょは上気した顔を少し伏ふせ、『んーん、ありがと……』と上うわ目め遣づかい気味にお礼を言った。別の意味でもう一度抱だきしめたくなってしまった。

　ああ、この子を守れてよかった。それだけでも、ぼくには生まれてきた価値があった。

「……って、あれ？　そういえばリアさんは？」

　気づけば、彼かの女じよの姿が見当たらなくなっていた。

「さんしろう、下だ、下。もう少し目線を下げろ」

　モンブランがジト目でぼくを見ながら顎あごで地面を差す。

　で、言われた通りに目線を下げると、リアさんが地べたにうつ伏ぶせになって倒たおれていた。

　しかも彼かの女じよの背中には、イノシカチョウに踏ふんづけられた跡あとらしきものが残っている。

　こう言ってはなんだけど、まるで車に轢ひかれて潰つぶれてしまったカエルみたいな絵え面づらだった。

「こ、これは……？　まさか、リアさんほどの人がやられちゃったの……？」

「うむ。君がおもいっきり彼かの女じよを突つき飛とばしたからな。それで彼かの女じよが転んで倒たおれたところにイノシカチョウが突つっ込こんできて、このありさまだ」

「…………」

　そういえば、途と中ちゆうでリアさんがぼくを止めにきたとき、振ふり払はらったような気もするな。無む我が夢む中ちゆうだったからあまり覚えてないけど。

「で、でも、リアさんはこのくらいじゃ死なないよね……？」

「君は本当にもじょのことしか考えていないのだな……」

　そう言って、モンブランはやれやれと嘆たん息そくした。

　まぁ、実際にリアさんは大した怪け我がはしていなくて、そのあと何事もなかったかのように起き上がったのだけど……、

　ぼくは土下座して、これでもかというくらいに謝あやまっておきました。
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　その日の夜は、もじょの家の軒のき先さきでバーベキューパーティーを開いた。

　ぼくともじょは昼間のうちにたけのきのこ以外にも山菜をたくさん採ったし、モンブランに至っては野鳥や魚まで狩かってきてくれたので、意外と豊富に食材が揃そろったのだ。

　ただしパーティーといっても、リアさんは夕方頃ごろに用事があると言って帰ってしまったので、参加者はぼくともじょとモンブランと、その他の猫ねこたち（朝の四匹ひき）だけなんだけどね。

　ずずず……、

　スープを飲んだもじょが、表情をぱっと明るくする。

「おいしー……！　さんしろー、りょーりじょーず！」

「ふっ、まぁそれほどでもあるかな。野鳥をまるごと捌さばくなんて初めてだったけど、我ながら結構うまくいったよ。鶏とりガラの出だ汁しがよく出てるよね」

　調味料を塩しか使ってないとは思えないおいしさだった。

　ちなみに、このスープはぼく一人だけで作った。もじょは家に帰るなり、たけのきのこ溶よう液えきを作るので手いっぱいになってしまったので、今回はお手伝いをさせなかったのだ。

　ぼくは焼けてきた山菜もいくつかお皿に取り、食べてみる。

「あ、山菜もおいしい……！　ちょっと苦みがあったりするけど、それが逆にいいね……！」

「きししっ、よかった。もじょもこれすきー」

　もじょも次々と山菜を口に運び、その味に舌した鼓つづみを打つ。

　実は、今日の採取で食べられる山菜を教えてくれたのはもじょだったりする。彼かの女じよは調合に詳くわしい関係で、どんな動植物が食べられて、どんな動植物が食べられない（有毒）かをちゃんと知っているのだ。

「我わが輩はいたちは熱くてまだ食べられない……」

　モンブランとその他の猫ねこ四匹ひきは、焼き魚の前でよだれを垂らしながらお預けをくらっていた。あの子たちは猫ねこだけに猫ねこ舌じたなので、焼きたての熱いものは食べられないのだ。

「ふっふっふ。じゃあぼくは、このできたての焼き鳥を……おおうっ、熱い！　でも、熱いけどおいしいっ！　もじょ、これすっごくおいしいよ！」

「おお～！　もじょもたべる～！」

　ぼくともじょは猫ねこたちに見せつけるかのようにはふはふと焼き鳥を頰ほお張ばる。まるで地じ鶏どりのような歯ごたえとジューシーさだった。野鳥ってこんなにおいしいんだな。

「くっ……！　その鳥を狩かったのは我わが輩はいなのに……！」

「ああ、おいしいなぁ～、山菜とすっごく合うなぁ～」

　ぼくがイジワルをして遊んでいると、もじょはふーふーして冷ました焼き鳥を猫ねこたちにあげにいった。なんて優やさしい子なんだろう。

　まぁ、実はあれ、塩を振ふってあるから猫ねこにあげちゃダメなやつなんだけど、今回くらいは大目に見ることにしようか……。

「ふおおおぉ!?　うまい!?　うまいぞさんしろう!?　なぜこの鳥はこんなにうまいのだ!?」

　塩を振ふってあるからです。

　でも、黙だまっとこう。あの味に慣れると塩を振ふってないのは食べられなくなるからね。

　……と、そんな感じで異世界の自然の味に舌した鼓つづみを打っていると、最初は山盛りだった食材も、みるみるうちになくなっていってしまった。

「うーん……、余るほどあると思ってたのに、意外とすぐに食べ切っちゃいそうだね……」

「さんしろー、たりなそう？」

「ちょっとね。まぁ、ぼくの場合はもじょの大厄災デイザスターから十分以上の魔ま力りよくを得ているから、空腹感が満たされないというよりも、おいしいからもっと食べたいって感じなんだけど」

「じゃあ、まってて」

　もじょがとててと家の中に走っていく。もしかして、まだ食べられるものがあるのかな。

　……と思っていたら、彼かの女じよが家から持ってきたのはかごに入った大量のたけのきのこだった。

「え、えと、それって調合の素材だよね？　食べちゃまずいんじゃないの？」

「だいじょーぶ。これはあまったぶん」

「そ、そうなんだ？　でも、それってどうやって調理をすればいいのかな？」

「まかせてー」

　嫌いやな予感がした。

　かごの中で『タケキノ！　タケキノ！』と連呼しながら、わさわさと蠢うごめくたけのきのこ。

　それをもじょは、なんの躊躇ためらいもなく、『えい』とバーベキューの金かな網あみの上に全投入した。

「ダゲギノオオオォォッッ────!?」

　たけのきのこたちが一いつ斉せいに断だん末まつ魔まの悲鳴を上げ、悶もだえ苦しむ。

　なにこの地じ獄ごく絵図。ちょっとトラウマになりそうなんですけど。

「も、もじょ……？　これはちょっと可哀かわい想そうなんじゃ……？」

「だいじょーぶ。たけのきのこ、ちのうない」

「で、でも、この子たち動くし、喋しやべるよ……？」

「それは『ぎたい』。たべられないために、ちのうがあるようにみせかけてる」

「そ、そうなんだ？」

　もじょさんぱないです。

　さすが調合のプロだけあって、彼かの女じよはたけのきのこの生態にも詳くわしいみたいだ。

「はい、どーぞ」

　優やさしい笑え顔がおでたけのきのこの地じ獄ごく焼きを勧すすめてくるもじょ。

　当然、ぼくがそれを拒きよ絶ぜつなんてできるはずはなく、仕方なく一口だけ齧かじってみると……、

「えっ……!?　お、おいしいっ……!?」

　ぷりぷりとした食感。フルーツのような甘あまい香かおり。口の中に広がっていく特有の旨うま味み。

　ぼくはその味に取り憑つかれ、夢中になってたけのきのこに食くらいついた。今日食べたものの中で一番おいしいぞこれ。

「きししっ、よかった！　さんしろーにはじめておかえしできた！」

　もじょはまるでひまわりの花が咲さいたみたいにぱぁっと笑った。

　そっか。この子は、与あたえられるだけの関係なんて望んでなかったんだな……。

「……もじょ、ありがとうね。とってもおいしいよ」

「きししっ、どういたしまして！」

　この笑え顔がおを見て彼かの女じよの頭を撫なでずにいられる男子がいるだろうかいやいるはずがない。

　そのあと、ぼくは残りのたけのきのこをもじょと分け合って食べた。

　もしかして、家族ってこんな感じなのかな……なんて思った、とても温かくて、とても穏おだやかな夜だった。
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　翌日のお昼過ぎ。

　ぼくはリリガーデンの大通りで、山のように荷物を積んだ荷車をガラガラと引いていた。

　積み荷の内訳は、食料や衣類などの生活物資が半分、納な屋やの改造に必要な道具や資材が半分といったところだ。

　これで必要なものは全部揃そろったと思うけど、念のため買い忘れがないかを確かく認にんしておくかな。

「って、おわっ!?」

　突とつ然ぜん誰だれかがドンッと背中にぶつかってきて、ぼくは積み荷の中におもいっきり上半身を突つっ込こんでしまった。

　けれど、ぶつかってきた男は謝あやまりもせずにそのまま走り去ろうとする。しかも、

「少年、捕つかまえてくれッ！　そいつはスリだッ！」

　大おお柄がらな警備隊員に野太い声で叫さけばれ、ぼくはいつの間にか自分の財さい布ふがすられていることに気づいた。

　まずい。あの財さい布ふは買い出しのためにもじょから預かった大切なものだ。それをあんなスリなんかにみすみす渡わたしてしまうわけにはいかない。

　ぼくはすかさずウエストポーチから雷かみなりの魔ま道どう書を取り出し、右手の人差し指をスリに向けた。

「───貫つらぬけッ！　ライトニングッ！」

　刹せつ那な、ぼくが放った閃せん光こうがスリを撃うち抜ぬく。

　そして地に倒たおれたスリは、すぐさま警備隊員に取とり押おさえられた。

「少年、よくやった！　協力に感謝するぞ！」

「あ、いえ、ぼくはすられた財さい布ふを取とり戻もどそうとしただけですから……」

「むっ、さてはさっきぶつかったときか！　ちょっと待っていろ、今出してやる！」

　警備隊員はスリの懐ふところから次々と財さい布ふを取り出していく。感電により体が麻ま痺ひしたスリは、完全にされるがままになっていた。

「どれ、どの財さい布ふだ？　こいつ、お前以外からも相当すったみたいなんだが」

「本当ですね……。あっ、ありました、これです」

「むっ……？　それは女物の財さい布ふじゃないか？」

「ええ。実はぼく、もじょって子に頼たのまれてこの街に買い出しにきていたところでして、これは彼かの女じよの財さい布ふなんです」

「あのもじょから頼たのまれごとを……？　もしかしてお前、最近この街にやってきたっていう魔ま女じよの帽ぼう子し屋の店員か？」

「はい、そうです。丘おか三さん四し郎ろうっていいます。新参者ですが、よろしくお願いします」

「ほう……？　もじょの下で働くなんてどんな変わり者かと思っていたが、意外と礼れい儀ぎ正ただしいやつだな。俺おれはウッディ・トレント。見ればわかると思うが、この街の警備隊員だ」

　ウッディさんは自己紹しよう介かいをしながらスリを手て際ぎわよくふん縛じばっていく。大おお柄がらな人なので、木っぽい名前がよく似合っている気がした。

「そうだ、こんなところで立ち話もなんだし、これから一いつ緒しよに昼飯でもどうだ？　協力してくれた礼におごるぞ」

「いえ、それは悪いですし、今は荷物も多いので、お気持ちだけで……」

「がっはっは、遠えん慮りよなんかするな！　それに、荷物なら俺おれたちの駐ちゆう在ざい所に置いていけばいい。あそこなら盗とう難なんにあうこともまずないぞ」

「えと、でも……」

「では、とりあえずは駐ちゆう在ざい所に向かうとするか！　こいつを牢ろうにぶち込こんでやらんといかんしな！」

　ウッディさんはスリを軽々と肩かたに担かつぎ、がっはっはと豪ごう快かいに笑った。どうやらぼくに拒きよ否ひ権はないみたいだ。

　……ま、悪い人じゃなさそうだし、おごってもらえるのならお言葉に甘あまえちゃおうかな。
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　そんなこんなで、ぼくたちはスリを駐ちゆう在ざい所に連行したあと、ひより食堂に入って料理の注文をした。

「がっはっは！　なんでもおごってやると言っているのにひより食堂ここを選ぶとはな！」

「ここの料理は安くておいしい上にボリュームもありますから」

「ほう、わかっているじゃないか。実は、俺おれもここにはよくくるんだ」

「じゃあぼくたち、知らない間にもう何度もすれ違ちがっていたりするのかもしれませんね」

「がっはっは、そうだな！　世間は案外狭せまいもんだ！」

　ウッディさんは厳いかつい顔をくしゃっと崩くずして笑っていた。彼かれはぱっと見、大おお柄がらでちょっと怖こわそうな印象なのだけれど、実はわりと気のいい人なのかもしれない。

「ときにお前、もじょの店の番をするなんていい度胸をしているな。日ひ頃ごろ、彼かの女じよと接していてなんともないのか？」

「ええ、平気ですよ。ぼくってなぜか、もじょの大厄災デイザスターが効かない体質みたいでして」

「な、なんだと、それは本当か……!?」

　ウッディさんが突とつ然ぜんテーブルから身を乗り出してきて、ぼくはちょっと気き後おくれしてしまった。

「え、ええ……。逆に、大厄災デイザスターを受けると魔ま力りよくを得て元気になるくらいでして……」

「それは驚おどろきの体質だな……！　あのもじょとなんの問題もなく一いつ緒しよにいられるとはなんとも羨うらやましい限りだ……！」

　今度は羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けてくるウッディさん。なんだか予想外の反応だ。

「もしかして、ウッディさんってもじょと親しかったりします……？」

「それは、なんとも答えにくい質問だな……」

「答えにくい？　どうしてです？」

「かつてはそれなりに親しいと言えるような間あいだ柄がらだったかもしれない。だがもじょは、十年前のあの大火事を境に、俺おれを見るとすぐに逃にげ出だしてしまうようになったんだ」

　ああ、なるほど、そういうことか。

「ウッディさん、それはもじょがあなたを傷つけまいとしているからだと思いますよ。あの子は自分が大厄災デイザスターの使い手であることをすごく気にしているんです」

「それくらい、俺おれだってわかってるさ。なにせもじょは神しん託たくの子なんだからな」

「神しん託たくの子……？　なんですか、それ？」

「なんだお前、そんなことも知らずにもじょと一いつ緒しよにいたのか？　彼かの女じよは十年前の神しん託たくの直後に現れた特別な子なんだぞ？」

「特別って、どういう意味でです……？　それに、そもそも神しん託たくってなんですか……？」

「おいおい、神しん託たくのことも知らないのか？　お前のパートナーはいったいなにをやっているんだよ？」

「パートナー……？」

「新参者の世話係のことさ。この世界にきて一番最初に会ったやつがいるだろう？　そいつがお前のパートナーだ。パートナーには大たい抵てい、親族の中で最も親しかった者が選ばれる。そいつとは自然と引かれ合って最初に出会うように、この世界はできているんだ」

　あ、もしかしてそれ、モンブランのことかな。

　あの子、ぼくには親しい親族がいなかったから、代わりに出てきてくれたのかも。

「……たしかに、言われてみれば思い当たるのがいますね」

「そいつはどうしてお前に神しん託たくのことを話してないんだ？　そのへんのことを伝えるのはパートナーの役目のはずだぞ？」

「それがですね、ぼくのパートナーって猫ねこ又またなんですよ。しかもこの世界にきてまだ一年足らずの。だからたぶん、伝えるもなにも、あの子も神しん託たくのことは知らないんじゃないかな」

　ぼくがそう答えると、ウッディさんは一いつ瞬しゆんだけ目を丸くし、そのあとがっはっはと大笑いをした。

「なんと、猫ねこ又またがパートナーか！　お前、どこまでも変わったやつだな！」

「べ、別にいいじゃないですか、猫ねこは可愛かわいいし……。それよりも、まずは神しん託たくってなんなのかを教えてくださいよ。それがわからないまま話が進んじゃってるんですけど」

「まぁ俺おれが教えてやってもいいんだが、ちゃんと説明するとかなり長くなりそうだから、適当にかいつまんでもいいか？」

「はい、それで全然構いません」

　ぼくそうが答えると、ウッディさんは一つコホンと咳せき払ばらいをした。

「それじゃあ……まずは前提として、現在の第一世界フアースト・ワールドから第七世界セブンス・ワールドは、天使評議会という組織によって統治されている。それについてはいいか？」

「天使評議会……？　天使ってまさか、人間に翼つばさが生えてるみたいな、あの……？」

「そうだ。天使という種族は実在する。俺おれも十年前、たしかにこの目で見たから間ま違ちがいない。あれは想像を絶する存在だった。人間じゃあどう足あ搔がいても敵かなわない、次元の違ちがうなにかだ」

「そ、そうなんですか……。この世界にはそんな種族までいるんですね……」

「いや、残念ながら、天使ってのは基本的には第七世界セブンス・ワールドにしかいない」

「え？　じゃあ、ウッディさんはどうして十年前に天使の姿を見ることができたんです？」

「天使は全世界を統治している都合上、ごく稀まれに『神しん託たくを授さずける』という形でこの第二世界セカンド・ワールドに干かん渉しようしてくることがあるんだよ」

「あ、なるほど。つまり十年前、この世界は天使からの干かん渉しようを受けたということですね？」

「そういうことだ。あのときは空にどでかく天使の像が浮うかび上あがっていたから、俺おれだけじゃなくこの世界のほとんどの人間が天使の姿を見たはずだぞ」

「そ、それはまた、随ずい分ぶんとスケールの大きな話ですね……？」

「だから言ったろ、天使は次元の違ちがうなにかだったって。で、そのとき受けた神しん託たくの内容なんだがな、長いから要約すると、『最近人の心が乱れてきているから、それを正すためにこの地に禍わざわいと救世主を遣つかわす』ってものだったんだ」

「禍わざわいと救世主……？　救世主はともかく、どうして禍わざわいまで遣つかわすんですか……？」

「天使は、人の心がこのまま乱れ続ければ禍わざわいが人類を滅ほろぼすが、悔くい改あらためるなら救世主が人類を救うと言っていた」

「それって要するに、禍わざわいに滅ほろぼされたくなかったら悔くい改あらためろってことですか……？」

「そういうことになるな」

「そ、そんなむちゃくちゃな話ともじょに、いったいなんの関係があるんです……？」

「彼かの女じよは神しん託たくが授さずけられた直後、天使の像が浮うかび上あがっていた空から降ってきたんだよ」

「な、なんですって……？　それじゃあまさか、あの子が天使の遣つかわした『禍わざわい』か『救世主』のどちらかだとでも……？」

「そうなのだろうなと言われている。しかしどちらなのかははっきりしないから『神しん託たくの子』と呼ばれているわけだ」

「で、でも、あの子はごく普ふ通つうの女の子ですよ……？」

「それはお前の私見だろう？」

「っ……」

　悔くやしながら、返す言葉が見つからなかった。

　ぼくにはもじょの大厄災デイザスターが効かない。だからぼくにとってもじょは普ふ通つうの女の子だけど、他の人たちにとっては……。

「ちなみに、当初のもじょは人間たちから救世主として祭り上げられ、至いたれり尽つくせりの大歓かん迎げいを受けていた。彼かの女じよは人間の姿をしているし、なにより愛らしいからな。だがその結果どうなってしまったのかは、お前にも容易に想像がつくだろう？」

「……もじょは、大厄災デイザスターで次々と人を不運にしてしまった……？」

「その通りだ。いやぁ、あのときの人間たちの手のひらの返しっぷりといったら、それはそれは見事なものだったぞ。思い返すと今でも虫むし酸ずが走るくらいだ。天使が人の心が乱れていると言っていたのもわかる気がするよ」

「もじょは、いったいなにをされたんです……？」

「禍わざわいとしてこき下ろされ、全力で避さけられるようになったのさ。当時のもじょはそれまでもてはやされていた分、あまりの落差にかなりのショックを受けていた。酷ひどいときは石を投げられて怪け我がをしたりもしていたしな」

　ぼくは両の手のひらをきつく握にぎり締しめ、怒いかりをどこか別のところに散らそうとした。

　けれど、どうにも我が慢まんならない。

「もじょはまだ小さな子供ですよ……！　それを自分たちで勝手に救世主として祭り上げたり、かと思えば禍わざわいとしてこき下ろしたり、それこそ人間のすることですか……！」

「まったくもってその通りだと思う。だから俺おれはあの頃ころ、数人の仲間たちと協力してもじょをこっそりと家に匿かくまってやったり、食事を提供してやったりしていたんだ」

　それを聞いて、ついかっとなってしまった自分が恥はずかしくなった。

「す、すみません……。さっきのは別にウッディさんに言ったわけじゃなくて……」

「わかっているさ。怒いかりのぶつけどころがなかったんだろ。十年前は、俺おれも今のお前と同じようなことを言っていたもんだよ」

　そう言って、ウッディさんは深くため息を吐ついた。

「あ、あの、ウッディさんや仲間の方々は、もじょの大厄災デイザスターが怖こわくなかったんですか……？」

「当たり前だろ。彼かの女じよは俺おれたちの命の恩人だ。だから感謝することこそあれど、怖こわがることなんてあり得ない」

「命の恩人……？」

「ああ。実はもじょがこの世界にきた頃ころ、俺おれは仕事でドジを踏ふんで毒矢を受けてしまってな。情けないことに、ベッドの上でただ死を待つだけの日々を送っていたんだよ」

「えっ、でも、ウッディさんは今……」

「ぴんぴんしているだろ？　あの毒な、もじょがそのへんにあるもので適当に作ってくれたポーションを飲んだら、なんと解げ毒どくできたんだよ。医者も匙さじを投げていた解げ毒どく不能の毒だったはずなのにな」

　その話を聞いて、ぼくはすぐに気づいた。

　きっと魔ま力りよく調合だ。

　もじょの魔ま力りよく調合なら、普ふ通つうの素材を使っても、普ふ通つうでは考えられない効能のポーションを作り出すことができる。なんといっても、あの子は生ゴミからリフレッシュポーションを作ることができるくらいなのだから。

「ちなみに、俺おれの仲間たちもみんな似たような体験をしているんだ。もじょが作ってくれたポーションを飲んだら、みんな治るはずのない病気や怪け我がから回復したんだよ。だから俺おれたちはその恩返しがしたくて、交代制で彼かの女じよを匿かくまっていたんだ」

「そうだったんですね……。じゃあ、十年前の大火事さえなければ……」

「今でも俺おれたちがもじょを守っていただろうな」

　言って、ウッディさんは寂さびしげに苦く笑しようした。

　大火事で多くの人たちを死傷させてしまったもじょは、街の人たちを大厄災デイザスターから守るために自らリリガーデンを出ていった。ウッディさんはもじょを守りたかったのに、逆にまた彼かの女じよに守られてしまったのだ。

「───お待たせいたしました。ハンバーグセットとステーキセットです」

　注文していた料理がくる。

　けれどぼくはそれに手をつけず、ウッディさんに尋たずねた。

「……ということは、少なくともウッディさんたちは、もじょのことを禍わざわいだとは思っていないということですよね？」

「当然だろ。彼かの女じよが禍わざわいなら、人類はみんな禍わざわいだよ」

「それはよかった。ぼくももじょが禍わざわいだとは思えません。第一、十年前の大火事って、本当に彼かの女じよの大厄災デイザスターが原因だったんでしょうか」

「ほう……？　その言い方からすると、お前は違ちがうと思っているようだな？」

「はい。だって、火事って運がどうこう言う前に、火の始末に十分な注意を払はらいさえすれば防げる問題のはずでしょう？　もし仮に、火事の原因が放火だったのなら運が悪かったと言えなくもないでしょうけど、その場合本当の意味で悪いのは放火した犯人であって、もじょということにはならないはずですし」

　ぼくが以前から思っていたことを口にすると、ウッディさんは嬉うれしそうに口こう角かくを上げた。

「いいぞ、俺おれの見み込こんだ通りだ。やはりお前を昼飯に誘さそって正解だった」

「え……？」

「お前の言う通り、火事の原因はほとんどの場合、火の不始末か意図的な放火だ。運悪く落らく雷らいがあれば街まち中なかでも自然に火事が起こることはあるが、十年前の大火事の日には落らく雷らいなんてなかった」

「じゃあやっぱり、大火事の原因は大厄災デイザスターじゃなかったんですね？」

「少なくとも、俺おれはそう思っている。あの大火事には不ふ審しんな点が多かったしな」

「不ふ審しん……？　まさか、放火だったかもしれないってことですか？」

「ああ。しかもただの放火じゃなく、強ごう盗とう殺人の証しよう拠こを隠いん滅めつするための放火だった可能性が高い」

「ご、強ごう盗とう殺人ですって……？」

「俺おれは当時、リリガーデン警備隊の一員としてあの大火事の調査を担当していたから、そのへんのことには詳くわしいんだよ」

「じゃあ、もし差さし支つかえなければ教えていただきたいんですけど、その強ごう盗とう殺人の被ひ害がい者の方っていうのはどなたなんです……？」

「この街を興おこした一族の末まつ裔えい、フゴー・デ・リリガーデンだ。大火事で焼け落ちた屋や敷しきから発見された彼かれの遺体には、火傷やけど以外に負傷の痕あとがいくつも残っていた。しかも、屋や敷しきからはリリガーデン家の家宝である聖石がなくなっていたしな」

「大火事の火元は、そのフゴーさんという方の屋や敷しきだったんですか……？」

「ああ、屋や敷しきの焼け具合からそう見て間ま違ちがいない。ちなみにもじょはその日、フゴーの屋や敷しきから８００ｍも離はなれた家で寝ね泊とまりをしていた。だから、あの大火事の原因は大厄災デイザスターではあり得ない。大厄災デイザスターの効果範はん囲いはせいぜい50ｍくらいのはずだからな」

「そこまでわかっていて、どうして大火事はもじょのせいだということになってしまったんです……？」

「大火事のときに『火事だ！　もじょが大厄災デイザスターで火事を起こしたぞ！』と叫さけびながら逃にげ回まわっていた連中がいたんだよ。で、あっという間にそれが広まって定着してしまったもんだから、街の人間どもはもう俺おれたちの話なんか聞きやしない。大半のやつらに人類を滅ほろぼす禍わざわいだと思われているもじょは、大火事の原因としてあまりにイメージがぴったりすぎたんだよ」

「っ……」

　許しがたい話だったけど、理り屈くつだけは理解できた。

　それっぽく聞こえる間ま違ちがった知識というものは、一度定着してしまうとそう簡単には正せなくなる。それが大多数の人たちの間で共通認にん識しきと化してしまっているのならなおさらだ。

「……でも、だからといってこのままにしておくのはあんまりですよね」

「俺おれもそう思う。だから、お前に協力してほしいんだ」

「協力……？　この件で、ぼくにできることなんてあるんでしょうか……？」

「というより、これはたぶんお前にしかできない。早い話、俺おれはお前にもじょを説得してもらいたいんだよ。大火事の原因は大厄災デイザスターじゃないから、この街に戻もどってきてほしいってな」

「ああ、なるほど……」

「俺おれたちも何度かもじょを説得しようとはしたんだが、結果はまぁ見ての通りだ。まず話を聞いてもらえない。ことごとく逃にげられてしまう。だから、彼かの女じよと意思の疎そ通つうが可能そうなお前にこの役を頼たのみたいんだよ」

　ウッディさんの目は真しん剣けんそのものだった。この人がいかにもじょのことを心配してくれているかがよくわかる。

「……わかりました。そういうことなら、説得はしてみます。でも、あまり期待はしないでくださいね。もじょの性格だと、たとえ十年前の大火事の原因が大厄災デイザスターじゃなくても、やっぱり人前に出るのは気が引けると思いますので」

「わかっている。大厄災デイザスターが発動している限り、もじょは人を避さけたがるだろうな。あれはそういう娘むすめだ。……ま、期待しないで待っているよ」

　ぼくとウッディさんは二人で苦く笑しようして、食事を始めることにした。

　そのあとも、『もじょの作るポーションは効果も素材もいろいろヤバい』ということで、お互たがい話題に事欠かくことはなく、彼かれとの食事は予想外（失礼）に盛り上がった。
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　トンカン、トンカン、トンカン。

　もじょの家に戻もどったぼくは、小気味いいリズムに誘さそわれて納な屋やを覗のぞきにいった。

　するとそこには、とんかちを右手（右足？）に、釘くぎ打ちに精を出すモンブランの姿。

　釘くぎを打つ度たびにふさふさ揺ゆれるしっぽが可愛かわいく、見ているとなんだかクスリとくるものがある。

「モンブラン、お疲つかれ様さま。今戻もどったよ」

「おお、おかえり、さんしろう。少し遅おそかったな？」

「ちょっといろいろあってね。あ、そうそう、モンブランは神しん託たくって知ってる？」

「信しん託たく？　投資でも始めるつもりなのか？」

「あはは、そっちの信しん託たくがわかるなんて、やっぱり君はすごいね。むしろ神しん託たくがわかるよりすごいかも」

「？？？　信しん託たくの他にシンタクがあるのか？」

　やっぱり、モンブランは神しん託たくのことを知らないみたいだった。そりゃそうだよね、猫ねこだもん。

「ううん、気にしないで。ちょっと訊きいてみただけだから。それより、もじょはどこにいったのかな？　朝はここの改造を手伝うってはりきってたはずだけど」

「信じられないくらいに不器用でむしろ邪じや魔まにしかならなかったから追い返した。今は家の中にいるはずだぞ」

「ははは……。そんな予感はしてたけど、やっぱりそうなっちゃったか。ぼく、もじょに用があるから、ちょっと中に入るね。買ってきた道具と資材はここに置いておくから」

「わかった。だが、用が済んだらここに戻もどってきてくれよ。我わが輩はいでは届かないところがあるからな」

「了りよう解かい。んじゃ、また後で」

　そう答え、ぼくはウッディさんから受け取ったポーション用の空き瓶びん２ケースを抱かかえ、家の中へと入っていった。

　今まで考えたこともなかったけど、ポーションは中身を作るだけでは売れない。商品として売るためには、ポーションを入れるための容器（この空き瓶びん）も必要なのだ。

　でも、もじょは業者と交こう渉しようができないから、一人では容器を手に入れることができない。

　そこで、そうした事情を汲くんでくれたウッディさんとその仲間の人たちは、今までずっと彼かの女じよに無む償しようで容器を提供してくれていたらしい。

　ぼくはもじょを捜さがし、廊ろう下かを歩く。

　すると、リビングのほうから嫌いやな予感のする音声が流れてきた。

『ぼくは、君をひとりぼっちのロンリーな孤こ独どくから解放してあげたい！』

「きしししっ───！」

『誰だれがなんと言おうと、ラブリーで愛いとしい君を放っておくことなんてできないんだ！』

「きししししっ───！」

『もじょさん、今日からはここで一いつ緒しよに暮らしをトゥギャザーしよう！　二人で甘あまい甘あまいスイートデイズを過ごせば、きっと毎日がエブリデイになるよ！』

「きしししししっ───！」

　見れば、もじょは歓かん喜きの奇き声せいを上げ、床ゆかを右へ左へごろごろと転がり回っていた。

　その上、彼かの女じよはなにやらシャツを手に取って、匂においをすんすんと嗅かぎ始める。
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　って、あれ、ぼくのシャツじゃないか……？

「きししっ……、さんしろー……、さんしろー……、しゅきー……」

　終しまいには、恍こう惚こつとした表情でシャツに頰ほおずりまでし始めた。

　うわぁ……、声かけ辛づらい……。

　けれどこのまま黙だまって見ているわけにもいかないので、ぼくは意を決して話しかけてみる。

「君は……、さっきからいったいなにをやっているのかな……？」

「きひぃぃぃぃぃっ!?」

　ぼくはもはや恒こう例れいとなりつつある変な悲鳴を無視し、問答無用でＰＳプレイスポツト４の電源をオフにして、スクリーンに映っていたぼくそっくりのスケコマシを消した。

「ああっ……！　せーぶ、まだなのにっ……！」

「セーブなんてしなくていいから。ぼく本人がいるのに、どうして君はまた乙女ゲーこんなものをしちゃうのかな？」

　しかもぼくのセリフ、なんか微び妙みようにアレンジされて二重表現がさらに酷ひどくなってるし。最後のほうとかもう言語として意味を成してないんだけど、なんの嫌いやがらせなのこれ。

「さんしろーがいなくて、さみしかったから……」

「え？」

「かいだしからもどってくるまで、これできをまぎらわそうとした……」

　もじょはしゅんとした声でそう答えた。

　彼かの女じよの顔には、また長い前まえ髪がみがだらーんと垂れ下がっている。ぼくが今朝付けてあげたヘアピンは、どうやら床ゆかを転がり回っているうちに外れてしまったみたいだ。

「そうだったんだ……。ごめんね、もじょ。ぼくはてっきり、単に乙女おとめゲーが君の趣しゆ味みなのかと……」

「たしかに、しゅみというのもある」

「いや、そこは否定しとこうよ」

「ごめんなさい。さんしろーがげーむのなかのじぶんにこんなにしっとするとはおもってませんでした」

「それは謝罪に見せかけた抗こう議ぎなの？　実はセーブできなかったことを根に持ってるの？　あとそのシャツは返してね？」

　ぼくはもじょの手からぼくのシャツを取とり戻もどす。

「ああっ、さんしろー……！」

「や、なんで本人がここにいるのにシャツに向かってぼくの名前を呼びかけるの？　もしかしてシャツこそがぼくの本体だと思ってるの？」

「だって、ほんにんにすりすりしたり、においをかいだりしたらきらわれる……」

「別にそのくらいじゃ嫌きらいにならないよ」

　ちょっと変わった子だなとは思うけど、そんなのもういまさらだし。

「ほんと……？　ほんとにきらいにならない……？」

「うん、ならないよ。ぼくにはしたいようにしていいから、シャツにこういうことするのはもうやめようね？」

「……ん。ごめんなさい」

　と謝あやまるなり、もじょはこてんとぼくの胸に顔を埋うずめ、すりすりと頰ほおずりしたり、すんすんと匂においを嗅かいだりし始めた。

　この子って、なんだか犬ころみたいだな……。

　少しだけくすぐったくて、少しだけ照れくさいけど、まぁ犬ころだと思って接すればそんなに悪い気はしない。こっそりシャツにこういうことをされるよりはよっぽど健全な気がするし。

　ウッディさんはこの子のことを神しん託たくの子であり、さらに禍わざわいではないと言っていた。

　ということは消去法で、彼かれはこの子のことを救世主だと思っているということになるのだけど、どう考えても違ちがうでしょこれ。

　だって、どこの救世主が自作の乙女おとめゲーをプレイしながら奇き声せいを上げて床ゆかを転がり回ったり、ぼくのシャツの匂においを嗅かいだり、その上頰ほおずりをしたりなんかするんだよ。

　しかもこの子、炊すい事じ・洗せん濯たく・掃そう除じ・日曜大工、どれも致ち命めい的なくらいにできないみたいだし、それ以前の問題として自分の頭を自分で洗うこともできない。

　これって神しん託たくの子うんぬんというより、むしろただの喪も女じよだよね。

　神しん託たくの直後に、たまたま偶ぐう然ぜん空から降ってきちゃった間の悪い喪も女じよ。それがこの子の正体だ。

　だからこの子は、禍わざわいでも救世主でもなんでもない。

　こんな小さな子が、そんな重苦しそうなものを背負う必要なんてないんだ。

「さんしろー、いい匂におい……」

「そう？　ぼくはもじょのほうがいい匂においだと思うけど」

「そ、そかな……？」

　言って、顔を上げるもじょ。

　けれど、長い前まえ髪がみが邪じや魔まで瞳ひとみが見えなかったので、ぼくはポケットからリリガーデンで買ってきた新しいヘアピンを取り出し、彼かの女じよの前まえ髪がみに付けてあげた。

「はい、これ、プレゼント。あげるから、これからはちゃんと毎日付けてね。せっかくの可愛かわいい顔を前まえ髪がみで隠かくしていたらもったいないよ」

「あ、ありがと……」

　もじょは真っ赤になってうつむく。それによって自然と上うわ目め遣づかいになる大きくてつぶらな瞳ひとみが愛らしく、それだけに彼かの女じよのいろいろと残念な言動がもったいなく思えてきた。

「……もじょ、君は将来きっとすごい美人さんになるよ。だから、これからはいっぱい料理の勉強をして、掃そう除じもできるようになって、少しずつ女子力を上げていこうね」

「ん」

　もじょは恥はじらいながらもこくりとうなずいた。

　そこで、ぼくはこのまま褒ほめて伸のばす方向で彼かの女じよの矯きよう正せいを試みる。

「あと、可愛かわいい服もいっぱい買ってお洒落しやれもしようね。髪かみ型がたもいろいろ試ためしてみようね」

「ん」

「それから、頭もそのうち一人で洗えるようになろうね」

「ん」

「ついでに、乙女おとめゲーはもうやめようね」

「それはむり」

「断言しちゃったよこの子……」

　一刀両断され、矯きよう正せいは頓とん挫ざした。そこが一番なんとかしたかったところなのに。

「さんしろー、そんなことよりも、あれはなに？」

「そんなことよりもって……ああ、あれはポーション用の空き瓶びんだよ。ウッディさんが、もじょに渡わたしてほしいってぼくにくれたんだ」

　ぼくがそう答えると、もじょの澄すんだ瞳ひとみがうるっと揺ゆれた。

「……うっでぃ、げんきだった？」

「うん、元気元気。がっはっはって大笑いしてうるさいくらいだったよ」

「そか。よかった。うっでぃに、ありがとってつたえて」

　もじょは瞳ひとみに滲にじんだ涙なみだを手で拭ぬぐった。きっと懐なつかしさと感謝で胸がいっぱいになったんだろう。

「そのことなんだけどさ、ウッディさんが言うには、十年前の大火事は大厄災デイザスターのせいじゃなかったんだって。だから、もじょはリリガーデンに戻もどって、直接ウッディさんにお礼を言ったほうがいいんじゃないかな？　もじょがあの街に戻もどったら、きっとウッディさんは大喜びしてくれると思うよ」

　ぼくは早さつ速そくそう切り出してみた。

　けれど、もじょはふるふると首を横に振ふる。

「かじがもじょのせいじゃなくても、もじょをいえにかくまったら、うっでぃがいやなめにあうから……」

「……そっか。なんとなく、そう言うんじゃないかなとは思ってた」

　ぼくは寂さびしげにうつむくもじょの頭をさすさすと撫なでてあげた。

　大厄災デイザスターがある以上、この子が自らウッディさんに近づくことはもうないのだろう。こんなにも慕したっているのに。こんなにも慕したっているからこそ。

「もじょ、ぼくはずっと君の側そばにいるからね。ぼくには遠えん慮りよなんかしちゃダメだよ？」

「ん……。じゃあ、さっきのげーむのつづきをいっしょに」

「あ、それは無理。やっぱり少しは遠えん慮りよしてください」

「あう」

　言って、ぼくたちはどちらからともなく笑い出す。

　この子がいつか、誰だれとでもこうして気き兼がねなく笑い合える日がくればいいのになと思った。
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　きしっ、きししっ！（[image: やじるし]笑い声）

　さんしろー♪　さんしろー♪　もーじょのイケメンー♪

　ときどきー♪　いじわるー♪　でもだーいすきイケメンー♪

　きししっ、きしししっ！（[image: やじるし]笑い声）




　ぐつぐつと煮にえ立たつ大おお釜がまの中身を、混ぜくり混ぜくりするもじょ。

　小さな腰こしをふりふりしながらイケメンソングを口ずさむその様はとってもキュート。

　見ていると、ぼくまでつられて歌ってしまう。




　さんしろー♪　さんしろー♪　もーじょのイケメンー♪

　みんながー♪　だいすきー♪　もーじょのイケメンー♪




　彼かの女じよの長い前まえ髪がみは、ぼくが買ってあげたヘアピンでサイドに留められている。

　それがまたよく似合っていて、プレゼントして本当によかったなと思う。

　そうだ、そろそろ給料も貯たまってきたことだし、今度は服を買ってあげることにしよう。

　この子なら、きっとなにを着せても可愛かわいいぞふふふ……。

「さんしろう、君、朝っぱらからなんか気味が悪いぞ……？」

　モンブランにどん引きされ、ぼくははっと我に返った。

「そ、そうかな？　ぼ、ぼく、なにか変だった？」

「無自覚だったのか……。ならいい……」

「よ、よくないよ……！　どこが変だったのか教えてよ……！」

「人間、知らないほうが幸せなこともある」

「目を逸そらしながら諦あきらめたように言うのはやめて！」

　ぼくはモンブランの肩かたを摑つかみ、前後にかくかくと揺ゆすった。けれど彼かれは遠くを見つめたまま、ぼくと目を合わせてくれようとはしない。

　正直に言うと、最近なんだかおかしいなっていう自覚はある。

　もじょと一いつ緒しよに暮らし始めて早二週間。この子と一いつ緒しよにいると気持ちが温かくなるというか、毎日が新しん鮮せんに感じられて楽しいというか……、

「さんしろー、ぽーしょんできた」

「あ、うん、わかった。今、瓶びんを持っていくね」

　ぼくはもじょの隣となりに並び、大おお釜がまの中身をスポイトで瓶びんに移す作業に入る。

　彼かの女じよは脚きや立たつの上に立っているのに目線がぼくと同じくらいの高さしかなく、小さな体で『んしょ、んしょ』と一いつ生しよう懸けん命めい作業をしているところがまたたまらなく愛くるしい。

　ああ、魔ま女じよの帽ぼう子し屋の店番もこの子と一いつ緒しよにやれたらいいのになぁ……。

　……って、なにを考えているんだぼくは。

　やっぱりなんだかおかしいな。もじょの近くにいると気持ちが浮うわついてしまう。

　今後は少し、冷静になる必要があるかもしれないと思った朝だった。





＊






「───お買い上げ、ありがとうございました！　是ぜ非ひまたお越こしください！」

　お昼過ぎ、ぼくは魔ま女じよの帽ぼう子し屋でお客さんを送り出した。

　このお店が営業を再開してから一週間とちょっと。今のところ商あきないは順調だ。

　売れ筋はやっぱりリフレッシュポーションで、売り上げは一日平均30万クランくらい。

　最近は盗とう難なんも減ってきたし、リフレッシュポーションの原価はただみたいなものなので、正直ちょっとびっくりしてしまうくらいに儲もうかっている。

　だからなのか、もじょは頻しきりに儲もうけの半分を給料としてぼくに支給したいと言っているのだけど、ぼくはその受け取りを丁てい重ちように断っている。彼かの女じよはこれまで散々理り不ふ尽じんな目にあってきたのだから、せめてこれからは得るべき利益をきちんと得る生活をすべきなのだ。

　と、売り上げ金のチェックをしているうちに、また新たにお客さんがやってきた。

「あっ、リアさん、いらっしゃいませ！　お久しぶりです！」

「ふふ、こんにちは、久しぶりね。といっても、四日ぶりなだけなのだけど」

　リアさんは怜れい悧りな顔に柔やわらかい微ほほ笑えみを浮うかべ、艶あでやかな横よこ髪がみをふぁさりと後ろに流した。

「でも、リアさんが四日もいらっしゃらないなんて珍めずらしいですよね？　もしかしてなにかあったんですか？」

「いえ、ちょっと遠えん征せいにいっていただけよ。役所から依い頼らいされたモンスター討とう伐ばつを断りきれなくてね」

　彼かの女じよは胸の下で腕うでを組み、肩かたを竦すくめた。ただでさえ大きな胸が盛り上がってたゆんと揺ゆれ、目のやり場に困ってしまう。

「そ、そうでしたか。でも、役所から名指しで仕事を依い頼らいされるなんてすごいじゃないですか。そういう仕事って、やっぱり報ほう酬しゆうも多いんでしょう？」

「いいえ、それが全然なの。役所からの依い頼らいなんて厄やつ介かいごとばかりだし、その割に報ほう酬しゆうは少ないしで、名声を上げられること以外には特にメリットがないのよね……」

「え、それじゃあリアさんみたいに元々有名な人には、ほとんどメリットがないんじゃないですか？」

「そうなのよ……。それに役所の連中は神しん託たくのせいで神経質になりすぎているから、正直あまり相手にしたくないし……」

「神しん託たくって、十年前のですか？」

「ええ。悔くい改あらためなければ禍わざわいが人類を滅ほろぼすなんて神しん託たくがあったものだから、役所はいつかその禍わざわいとなるかもしれない強力なモンスターを片かたっ端ぱしから始末しようと躍やつ起きになっているのよ」

「ああ、なるほど、それで有名な冒ぼう険けん者さんたちが駆かり出だされているわけですか」

「そうなのだけど、私たちだってそんなのをいちいち相手にしていられるほど暇ひまじゃないのよね。あんな神しん託たく、どうせでたらめに決まっているのにいい迷めい惑わくだわ」

「神しん託たくがでたらめ……？　それ、どういうことですか……？」

「だって、神しん託たくがあってからもう十年も経たっているのよ？　それなのに、この世界にはまだ救世主も禍わざわいも現れていないなんていくらなんでもおかしいじゃない」

「まぁ、たしかに……。もういい加減、どちらかが現れてもいい頃ころですよね……？」

「でしょう？　だからあの神しん託たくはでたらめだったと捉とらえるべきよ」

「でも、どうして天使がでたらめを言ったりなんかしたんでしょうか……？」

「そもそも、あの神しん託たくを演出したのがたぶん天使じゃないのよ。ああやって空に天使の像を投とう影えいして地上の人間にメッセージを伝えるくらい、やろうと思えば私にだってできるしね」

「えっ、そうなんですか？」

「投とう影えい魔ま法ほうというのがあってね。それを使えばなにもない空間に映像を映し出したり、音声を出力させたりすることができるの」

「あっ、そういえばそれ、もじょがやってました……！」

　乙女おとめゲーをやるときに出していたあのスクリーンって、実は投とう影えい魔ま法ほうだったんだな。どうやっているのかは謎なぞだけど、たぶんあの子はＰＳプレイスポツト４の機能と魔ま法ほうを連動させているんだ。なんてムダに高い技術力なんだろう。

「知っているのなら話が早いわ。投とう影えい魔ま法ほうを使えば十年前の神しん託たくを再現することは可能よ。ただし、あれだけ大がかりな映像を空中に投とう影えいするとなると、最低でも私と同じくらいの魔ま力りよくが必要になるけれどね」

「じゃあ、十年前の神しん託たくは、凄すご腕うで魔ま法ほう使つかいによるただの悪戯いたずらだった可能性があるってことですか……？」

「というよりも、私はずばりただの悪戯いたずらだったと思っているわ。そもそも天使評議会なんて、本当に存在するかどうかも怪あやしいものだしね」

「えっ？　それ、どういう意味です？」

「言葉そのままの意味よ。天使評議会なんて誰だれも見たことがないのに、その存在を無条件に信じてしまうのってどうなのかしら。さらに言わせてもらえば、世間では天使は第七世界セブンス・ワールドに住んでいると言われているけれど、第三世界サード・ワールド以降の世界なんて本当に存在するの？　存在するとしたら、それを証明する手段はあるの？」

「い、言われてみればたしかに、この世界には第三世界サード・ワールド以降の世界を見たことがある人なんて誰だれもいないですよね……？」

「でしょう？　だから私は常々思っているのだけど、私たちって天使評議会を名乗る何者かに騙だまされているんじゃないかしら」

「あ、あり得ますねそれ……！　その何者かは天使でもなんでもなく、本当はこの第二世界セカンド・ワールドの住人だったりして……！」

「天使評議会を名乗って神しん託たくという名の指示を出せば、この世界の人間たちを思いのままに動かせるものね」

「で、ですよね……！　聞けば聞くほど、神しん託たくの内容を鵜う吞のみにするのは危険な気がしてきました……！」

　ぼくたちは第一世界フアースト・ワールドで死んでこの第二世界セカンド・ワールドにきているから、第三世界サード・ワールド以降の世界も存在すると言われたら、ついそれを信じてしまいがちだ。

　けれど、リアさんは違ちがっていた。この人はやっぱりすごい。

「わかってもらえて嬉うれしいわ。役所の石頭たちなんて、私がいくらこの話をしてもまるで相手にしてくれないの。連中は盲もう目もく的に天使評議会や神しん託たくのことを信じ、私たちに面めん倒どうなモンスター討とう伐ばつを押おしつけてくるのよ」

「それは厄やつ介かいですね……」

「そう、とても厄やつ介かい。そんなにモンスターを討とう伐ばつしたいのなら、連中が自分で討とう伐ばつしにいけばいいのにね。そこで痛い目にあって、私たちが普ふ段だんどれだけ大変な思いをしているのか身をもって知ればいいんだわ」

「ほんとそうですよね……」

　だんだんリアさんのことが気の毒になってきた。あまり有名になって世間から頼たよられてしまうのも考えものなんだな。

「あ、ごめんなさい……。今日の私、なんだか愚ぐ痴ちっぽいわね……」

「いえ、全然大だい丈じよう夫ぶですよ。そもそも話を振ふったのはぼくですし、なによりとても勉強になりましたから。やっぱりリアさんってすごいですね。尊敬しちゃいます」

　ぼくがそう言うと、リアさんはふふっと悪戯いたずらっぽく微ほほ笑えんだ。

「そういうあなたはやっぱり可愛かわいいわね。とっても親しみやすいから、私としたことがつい本音を話してしまったじゃない」

「男子として可愛かわいいという評価は受け入れがたいですが、親しみやすいと思っていただけているのは素す直なおに嬉うれしいです。なので、他にも溜たまっている鬱うつ憤ぷんとかあったら、遠えん慮りよせずになんでも吐はき出だしちゃってくださいね」

「ありがとう。そしてごめんなさい。あなたのそういうところ、やっぱり可愛かわいいと思うわ」

　リアさんは小こ悪あく魔まのような笑えみを浮うかべ、ぼくの瞳ひとみを覗のぞき込こんできた。顔が近い上にすごくいい匂においがして、彼かの女じよの瞳ひとみの中には戸と惑まどうぼくの姿が映っている。

　普ふ段だんは知的な印象の彼かの女じよも、こうしてぼくをからかうときは淫いん魔まのごとく妖よう艶えんだ。このまま彼かの女じよの色いろ香かに当てられていたら、頭がどうかしてしまいそうである。

「あ、あの、そういえば、いつだったかにいただいたこの雷かみなりの魔ま道どう書、とても役に立ってます……！　おかげで最近は盗人ぬすつとの撃げき退たいもしやすくなりましたし……！」

　ぼくは逃にげるようにカウンターの中へと入り、魔ま道どう書を取り出してみせた。

「盗人ぬすつとの撃げき退たいって……、あなたまさか、もうライトニングを覚えたの？」

　リアさんは、なぜか切れ長の瞳ひとみをぱちくりとさせた。

「ええ、もらったその日に覚えましたけど、もしかしてなにかまずかったですか？」

「もらったその日に……？」

　リアさんは急に真顔になり、カウンター越ごしに身を乗り出してきた。そのせいでまたお互たがいの鼻先が当たってしまいそうな距きよ離りになり、ぼくはどぎまぎしてしまう。

「リ、リアさん……？　どうしたんですか……？」

「私はもしかして、とんでもない原石を拾ってしまったのかもしれない……！」

「げ、原石……？」

「ライトニングを覚えるの、私でも一週間かかったの。それに、私はそれでもかなり早かったほうよ。普ふ通つうの人だと、覚えるのに一ヶ月以上はかかるもの」

「え……？　でも、ライトニングの部分だけなら二時間もあれば読めますよね……？」

　この世界では、同種族の言語が全て頭の中で自動翻ほん訳やくされる。

　たとえばぼくなら、人間の扱あつかう言語であればどんなものでも瞬しゆん時じに理解できるのだ。

　だからこの魔ま道どう書を読むのに、それほどの労力が必要だとは思えなかった。

「たしかに、読むだけならそれくらいで終わるわね。でも、普ふ通つうの人はそこから魔ま道どう書の内容と自分の精神をリンクさせる修練を積む必要があるわ。それに、実際に魔ま法ほうを撃うつには実じつ践せん訓練も必要よ」

「で、でも、ぼくはそういう修練や訓練なんてまったくしませんでしたよ……？」

「でしょうね。一日でそんなことができるはずないもの」

「じゃあ、どうしてぼくはライトニングを覚えることができたんです……？」

「あなたが天才だからよ。しかもたぶん、歴史を変えるレベルのね」

「ま、またまたそんなご冗じよう談だんを……」

「私は魔ま法ほうに関しては冗じよう談だんを言わない主義よ。あなたはまぎれもなく私を超こえる逸いつ材ざいだわ」

「い、いや、まさかそんなわけ……」

「すごいわ、こんな才能を見つけられるなんてまだ信じられない。ねぇあなた、よかったら私とパーティーを組まない？　今後は私がつきっきりでいろいろと教えてあげるから。きっとあなたならすぐに偉い大だいな魔ま法ほう使つかいになれるわよ。あなたと私が組めば、将来的には冒ぼう険けん者ランク一位を獲かく得とくすることだって夢じゃないかもしれないわ」

　リアさんがなにやら興奮気味に捲まくし立たててくる。

　けれど、ぼくはその話にまったくついていくことができず、固まってしまっていた。

　なんなんだこの状じよう況きよう。いったいなにがどうなってるんだ。

「ふふっ、そうと決まったら早さつ速そくもじょに辞表を出しにいきましょう？　あなたはこんな小さなお店のアルバイト店員に収まっていいような器うつわじゃないわ」

「ちょっ、ちょっと待ってくださいよ……！　いきなりそんなことを言われましても……！」

「なによ？　私と組むのは不満なの？」

「い、いえっ！　決してそんなことは！　むしろ途と轍てつもなく光栄ですけど！」

「ふふっ、そう。私、あなたのそういうところ好きよ。とっても可愛かわいいわ」

　リアさんはそう言って、そっと伸のばした手をぼくの頰ほおに添そえてきた。

「ふぁっ……!?　で、でも、男子としてはやっぱり可愛かわいいという評価は受け入れられないというか、それ以前の問題としてぼくはここのアルバイトを辞やめるわけにはいきませんよ……!?」

「あら、どうして？」

「だ、だって、ぼくがいなくなったら、またもじょが盗とう難なんの被ひ害がいに苦しむようになっちゃうじゃないですか……！　それにこのお店は、ルーセット盗とう賊ぞく団っていう恐おそろしい組織に狙ねらわれているかもしれないんでしょう……!?　だったらなおさら、ぼくはあの子の側そばから離はなれるわけにはいきませんって……！」

「たしか、初めて会った日にも同じようなことを言っていたわね？　あのときは初対面だったから深くは訊きかなかったのだけど、あなたはどうしてそこまでして赤の他人であるもじょを助けようとするの？」

「赤の他人だからって、ひとりぼっちで困っている小さな子供を放っておくわけにはいきませんよ……！」

「それも前に聞いたわ。けれど、ひとりぼっちで困っている小さな子供なんて他にもごまんといるじゃない。もしもあなたが本気でそういう子たちを救いたいと思っているのなら、むしろ私とパーティーを組むのが筋だと思うのだけれど？」

「ど、どうしてそうなるんですか……!?」

「だって、私たち冒ぼう険けん者の仕事は人類の脅きよう威いとなるモンスターを排はい除じよすることだもの。ここのアルバイトと比べれば結果としてより多くの子供たちを救うことになるのは明白でしょう？」

「そ、それはそうかもしれませんけど、だからってもじょを見捨てるのは違ちがうでしょう……！　大勢のためなら一人を見捨ててもいいだなんて、そんな理り屈くつは間ま違ちがっています……！」

「でも、それって逆に言えば、あなたはその他大勢の子供たちを見捨ててでも、もじょ一人を救いたいということよね？　一人のためならその他大勢を見捨ててもいいだなんて、それこそ理り屈くつにさえなっていない大間ま違ちがいだと思うのだけれど？」

「そ、それは……！」

「ねぇ、あなたがこのお店のアルバイトにこだわる本当の理由ってなに？　ひとりぼっちで困っている小さな子供を放っておくわけにはいかないっていうのは、半分は本音だけれど、半分は噓うそよね？」

「う、噓うそだなんて、ぼくはそんなつもりじゃ……！」

　リアさんから目を逸そらしたいのに、なぜか逸そらすことができない。彼かの女じよの妖よう艶えんな瞳ひとみが、全てを見み透すかすようにぼくの瞳ひとみを覗のぞき込こんでくる。

「その目……もしかしてあなた、もじょに対して本気で恋愛感情を……？」

「そ、そんなわけないでしょうっ!?」

　気づけば、ぼくは自分でもびっくりするくらいの大声を出していた。

「でも事実、あなたはもじょと付き合っているのよね？」

「ど、どうしてリアさんがそのことを……!?」

「ここにくる前、ギルドで事情通な猫ねこさんとばったり会ってね。ちょっと世間話をしたのよ」

　あ、あんのお喋しやべり猫ねこめ……！

「も、もじょとはちょっとした行ゆき違ちがいがあって、名目上付き合っていることになっているだけですよ……！　モンブランだってそう言っていたでしょう……!?」

「それはそうだけれど、一応確かく認にんのためにね。こういうことって、やっぱり本人に直接訊きいてみるのが一番でしょう？」

「ならはっきりとお答えしておきますけど、ぼくはあんな小さな子供のことを恋れん愛あい対象として見たことなんてないです……！　ぼくがあの子のことを見捨てられないのは、あの子の置かれている境きよう遇ぐうが昔の自分に似ていて同情してしまうからであって、それ以上でもそれ以下でもありません……！」

　ぼくは、自分自身に言い聞かせるようにそう言った。

「なるほど……。あなたにも触ふれられたくない過去があったのね……。そうとは知らず、邪じや推すいをしてしまってごめんなさい。気を悪くさせてしまったわね」

「い、いえ……。でも、どうしてこんな質問を？　なにか、いつものリアさんらしくない気がするんですけど……」

　ぼくがそう尋たずねると、リアさんはぼくの手を引き寄せ───、

　カウンター越ごしに、ぼくの頰にキスをした。

「!?!?!?」

　ぼくは驚おどろいて身を引く。

　けれど頰ほおには、まだ艶なまめかしい唇くちびるの感覚がはっきりと残っていた。

「……あなたはきっといい男になるわ。だから私は自分の手であなたを育てたい。けれど、あなたはいつももじょのことばかり」

「え、えと……。す、すみません……」

　混乱しきっていたぼくの口から零こぼれ出たのは、なぜか謝罪の言葉だった。
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「謝あやまらないでよ。これじゃあ私、ふられているみたいじゃない」

「そ、そんな、恐おそれ多おおいですよ……」

「じゃあ私、また懲こりずにあなたをパーティーに誘さそいにきてもいいのかしら？」

「そ、それはもちろん、構いませんけど……。ただ、ぼくはまだ、もじょの側そばから離はなれるわけにはいかないので……」

「ええ、それはちゃんと理解したわ。というより、今回は私も性急すぎたわね。ごめんなさい。私ってこう見えて、ほしいものがあると居ても立ってもいられなくなる性分なの」

「ほ、ほしいもの……？」

「ここまで言ってもわからない？　私、あなたのことが好きなのだけど」

「……あ、ありがとうございます……」

　ぼくは戸と惑まどい、うつむいた。好きと言われて悪い気はしなかったのだけど、なんだか唐とう突とつすぎるような気がしたのだ。

　それに、そもそもどうしてリアさんほどの人がぼくなんかのことを……？

　と、ぼくが疑問に思っていたら、不意に店内の空間がぐにゃりと揺らいだ。

「っ……！」

　リアさんが急に険しい顔つきになり、店内を鋭するどい視線で見回す。

「ど、どうしたんですか、リアさん……？」

「ごめんなさい、少し静かにしていて」

　彼かの女じよはしっと人差し指を立て、ウエストポーチから魔ま道どう書を取り出した。

「───闇やみを暴あばき、光を灯ともせ、サーチスパークス……！」

　刹せつ那な、彼かの女じよの右手から極小の火の粉が無数に舞まい上あがる。

　そして、ふわふわと店内を漂ただよった火の粉は、ひゅるりら、ひゅるりら、とお店の片かた隅すみに引き寄せられるように舞まい落ちていき───、

　突とつ然ぜん、ボッと音を立てて激しく燃え上がった。

　キィッ───!?　キキィッッ───!?

　耳みみ障ざわりな動物の悲鳴。

　火の粉が燃やしたのは、どこから湧わいて出てきたのか、コウモリのようだった。

「あ、あんなところに、いつの間にコウモリが……!?」

「あれは監かん視し用の闇やみ魔ま法ほう『サービランス』よ。普ふ段だんは擬ぎ態たいして周囲の風景に溶とけ込こんでいるから、人間の目には見えないの。ちなみに、今まであのコウモリが見たり聞いたりしていた情報は、全て術者にも伝わっていたはずよ」

「じゃあ、このお店は誰だれかに監かん視しされていたってことですか……!?」

「そういうことになるわね。さっきは一いつ瞬しゆんだけ術者の魔ま力りよくが揺ゆらいだから気づけたけれど、それがなければたぶん私でも察知できなかったわ。相手は相当高位な魔ま法ほう使つかいと見て間ま違ちがいないわね」

「そ、それってまさか、ルーセット盗とう賊ぞく団の仕し業わざなんじゃ……!?」

「かもしれないわね。前にも言ったけれど、ルーセットは『大コウモリ』という意味だし」

　ぼくは絶句してしまった。このお店は、本当にルーセット盗とう賊ぞく団から狙ねらわれていたのだ。

「……あなたには、これを渡わたしておくわ」

　そう言って、リアさんは羊皮紙の切きれ端はしをぼくにくれた。そこに記されていたのは、彼かの女じよの住所だ。

「い、いいんですか？　これ……」

「今後は、なにかあったらすぐに私に連れん絡らくしてちょうだい。いつでも力になるわ。ルーセット盗とう賊ぞく団だろうがなんだろうが、私が蹴け散ちらしてあげる」

「あ、ありがとうございます……！　リアさんにお力ちから添ぞえいただけるなら心強いです……！」

　ぼくがお礼を言うと、リアさんは少し照れくさそうに帽ぼう子しのつばで目元を覆おおい隠かくした。

「……このお店がこんな状態じゃ、あなたはもじょのことが心配でアルバイトを辞やめることができないでしょうからね。それじゃあいつまで経たってもあなたとパーティーを組むことができないから、私が困るもの」

　それを聞き、ぼくは苦笑いを禁じ得なかった。どうして彼かの女じよほどの人がこうまでしてぼくにこだわるのだろう。正直、理解に苦しむ。

「その住所のことだけど、別に用がなくても遊びにきてくれて構わないから。あと、告白の返事も急せかすつもりはないから安心して。あなたは今、それどころではないでしょうし」

「わかりました……。なんだか、いろいろとすみません……」

「ううん。こっちこそ、今日は長居して仕事の邪じや魔まをしてしまってごめんなさい。私、そろそろ買い物をして帰るわね」

　リアさんは照れを誤ご魔ま化かすようにそう言って、商品の物色を始めた。

　知的で美人な印象の彼かの女じよが、今は妙みように可愛かわいく見える。

　……ただ、なんだろうな、この違い和わ感かんは。

　ぼくって前の世界では死ぬほど運が悪かったのに、この世界にきてからは逆にいいことばかりが続いていて、それがなんだか気持ち悪い。

　これがなにか、大きな不運の前まえ触ぶれでなければいいのだけど……。





＊






　その日の帰り道。

　ぼくは魔ま女じよの森で、仕事帰りのモンブランと合流した。

　ちなみに、彼かれは猫ねこのくせにそこそこ評判のいい冒ぼう険けん者なので、仕事でちょくちょく商工会ギルドにいっている。たぶん今日は、そのときたまたまリアさんに会ったのだろう。

「ちょっとモンブラン！　今日ギルドで、リアさんにぼくともじょのことを話したでしょ！」

「ん？　ああ、訊きかれたから話したが、それがどうかしたのか？」

「どうかしたのかじゃないでしょ！　あんな小さな子供と付き合ってるなんて知られたら、ぼく社会的に死んじゃうじゃん！　今日だって実は本気で付き合ってるんじゃないかって疑われちゃったんだぞ！」

「疑われるもなにも、君は本気じゃないか」

「な、なに言ってんの!?　ぼくがもじょを相手に本気になんかなるわけないでしょ!?　しれっととんでもないことを言い出すな君は！」

「さんしろう、君は噓うそを吐つくときに左頰ほおを引ひきつらせる癖くせを直したほうがいいと思うぞ」

　ぼくはとっさに左頰ほおを手で押おさえた。

「くくっ……すまない、本当は君にそんな癖くせはない。だが、今左頰ほおを隠かくしたということは、君は噓うそを吐ついているということだよな？」

「い、いや、これは本当に引きつっているか、ただ確かく認にんしたかっただけで……！」

「やれやれ、人間はくだらないことばかり気にするな」

　と言いながら、モンブランはまるで人間みたいに肩かたを竦すくめてみせた。

「く、くだらないってなんだよ！」

「もじょのことが好きなら素す直なおにそう言えばいいではないか。歳としの差を気にするなんてバカげているぞ。第一、長く生きているという意味では、もじょは君よりも年上だしな」

「あ、あのねぇ、それにしたってもじょはまだ幼すぎるでしょうが……！　この世界じゃ実じつ年ねん齢れいなんてほとんど意味ないんだし、あんな子供に本気になったりしたら、ぼくはロリコン呼ばわりされて人生お終しまいだよ……！」

「人間だけだぞ、そんなどうでもいいことを気にするのは。たとえば雌めす猫ねこなんて生まれて一年も経たたないうちに発情するようになるし、子供も産めるようになる。その時点で雌めすは雌めすなのだ。年ねん齢れいなんて関係ない。さんしろうは我わが輩はいが一歳さいにもならない雌めす猫ねこと恋こいに落ちて子供を作ったら、我わが輩はいのことをロリコン呼ばわりして変態だと思うようになるのか？」

「い、いや、そんなことはないけど、猫ねこと人間じゃ話は別でしょ……！」

「別なものか。みな同じだ。ただ人間だけがなくてもいいルールを自分たちで勝手に作り、自分たちで勝手に縛しばられ、自分たちで勝手に苦しんでいるのだ。見ていて滑こつ稽けいだぞ」

「っ……」

　びっくりするくらい正論に聞こえた。

　でも、ぼくは人間だ。たとえそれが自然界から見ると歪いびつなことであっても、社会のルールや倫りん理りを蔑ないがしろにするわけにはいかない。

　それに、そもそもぼくがもじょを相手に本気になんてなるはずがないんだ。だからそこだけははっきりさせておかなければならないと思った。

「……モンブラン、ぼくはルーセット盗とう賊ぞく団の問題が解決したら、冒ぼう険けん者になってリアさんとパーティーを組むかもしれない」

「は？　なにを言っているのだ君は？」

「今日、リアさんがぼくのことを好きだと言ってくれたんだ。あんなに素す敵てきな人から告白をされることなんてたぶんもう二度とないだろうから、ぼくは彼かの女じよのことを前向きに考えてみようと思う」

「なら、もっと幸せそうにリアの話をしたらどうだ？　いつも君がもじょの話をしているときみたいにな」

「ぼ、ぼくはちゃんと、彼かの女じよから告白されたことを信じられない幸運だと思ってるよ？」

「笑え顔がおが引ひきつっているぞ。ちなみに今度のは鎌かまかけではなく本当だから、とりあえずはその不安そうな顔をなんとかしろ。見ていて痛々しいぞ」

　くっ……。ぼく、顔に出ちゃってるのか……。

　リアさんほどの人と付き合えるかもしれないってときに、どうしてぼくはこんなにも不安を感じているんだ……？

「……まったく。さんしろうはなぜ自ら地じ雷らい原げんに飛とび込こむような真ま似ねばかりするのだか」

「ぼくはともかくとして、リアさんにまで失礼な言い方をしないでよ。彼かの女じよは地じ雷らいなんかじゃないし」

「どうだかな。少しは君についていく我わが輩はいの身にもなってほしいものだ」

「君はぼくが冒ぼう険けん者になってもついてきてくれるの？」

「当然だ。我わが輩はいよりも君のことを好いているやつなんていないぞ」

「それを言うなら、ぼくよりもモンブランのことを好きな人だっていないと思うけどね」

「……よそうか。これ、♂同士でする会話ではない」

「そうだね。それについては同感かも」

　言って、お互たがいに苦く笑しようする。

　で、いつも通り十分ほど森の中を歩いたところで、もじょの家が見えてきた。

　……ところが、

「あれ……？　明かりがついてない……？」

「さんしろう、なにか様子が変だ。人の気配がしない」

　ぼくは胸むな騒さわぎを感じ、モンブランと一いつ緒しよに走り出した。

　もじょは怖こわがりなので、暗くら闇やみの中に一人でいることができない。

　だからこれまでは、彼かの女じよの家に明かりがついていないことなんて一度もなかったのだ。

　ぼくたちは鍵かぎのかかっていない玄げん関かん扉とびらを開けると、ランタンの明かりを頼たよりに家の中へと駆かけ込こむ。

「もじょー！　いたら返事してー！　もじょー！」

　声を張り上げて何度も呼びかけたけど、彼かの女じよからの返事はなかった。

　それに、家中どこを捜さがしても、彼かの女じよの姿は見当たらない。

　そんな中、リビングのテーブルの上でモンブランがなにかを見つけ、翡ひ翠すい色の瞳ひとみを光らせた。

「さんしろう、これを見ろ……！」

「こ、これは……!?」

　テーブルの上には、一通の書き置きが残されていた。




　だいすきな　さんしろーへ




　たくさん　めいわくかけて　ごめんなさい

　いっぱい　やさしくしてもらえたこと　わすれません

　いままで　ありがと

　さよなら




「ま、まさかもじょ、家出しちゃったの……!?　今朝まではいつもと変わりない様子だったのに、どうして……!?」

　手紙の拙つたない字は、おそらくもじょ自身が書いたものに違ちがいなかった。家の中が荒あらされたりした形けい跡せきもないから、彼かの女じよがなんらかの事件に巻まき込こまれたという可能性は低い。

「さんしろう、君はさっき、リアから告白されたというような話をしていたよな……！　もしかしたら、もじょはそのときなにか用があってたまたま店にいっていたのではないか……!?」

「なっ……!?」

　だとすると、あのときぼくがもじょのことを恋れん愛あい対象としては見ていないと言っていたのを聞かれてしまったのかも……!?　しかもそれだけじゃなく、ぼくがリアさんにキスされていたところを目もく撃げきされてしまった可能性も……!?

「ああぁっ……！　ああああぁぁっ……！」

　考えれば考えるほどそうだとしか思えなくなってきた。

　これまで大切に築き上げてきたものが、全て足元から崩くずれ落おちていくような感覚。

　きっと傷つけた。きっと泣かれた。誰だれよりも守りたいと思っていた大切な子だったのに。

　ぼくは居ても立ってもいられなくなり、リビングから飛び出した。

「こ、こら待てさんしろう！　どこへいく気だ!?」

「うわああああぁぁんっ、もじょぉぉぉっ！　もじょぉぉぉっ！　どこなの!?　どこにいっちゃったの!?　もじょぉぉぉっ！」

　ぼくは叫さけびながら家を出て、森の中へと走り出す。

　短くも幸せだった日々の記き憶おくが、脳のう裏りに浮うかんでは消え、浮うかんではまた消えていく。

　彼かの女じよはぼくなんかと一いつ緒しよにいるだけであんなに幸せそうに笑ってくれる子だったのに。

　その笑え顔がおをぼくは自分自身の手で壊こわしてしまった。ぼくは救いようのない大バカ野や郎ろうだ……！

「だあああっ！　落ち着けさんしろう！　落ち着かんか！」

「ごめんよおおぉぉぉっ！　ぼくが悪かったよおおぉぉぉっ！　だから帰ってきてよもじょぉぉぉっ！　お願いだよおおぉぉぉっ！」

　叫さけぶ。声の限りに彼かの女じよの名を叫さけび続ける。

「ええいっ、まったく手のかかるやつだな君は！　いや、我わが輩はいの場合、かけるのは手でなく足か？　まぁこの際そんなことはどっちだっていい！　とにかく落ち着けと───」

　刹せつ那な、目の前にしゅばっとモンブランが現れ、

「言っておるだろうがッッ！」

　しゅぱーんとぼくの眉み間けんに猫ねこパンチを放った。

　目にも留まらぬ速さ。猫ねこパンチとは思えない激げき烈れつな威い力りよく。その一いち撃げきをまともに受けたぼくはぶっ飛ばされ、もんどり打って茂しげみの中に倒たおれた。

　早くもじょを捜さがしにいきたい。でも頭がくらくらして、立ち上がろうにも立ち上がれない。

「な、なにするんだよモンブラン……!?　邪じや魔ましないでよっ……！　もじょが、もじょがいなくなっちゃったんだぞっ……!?　こんな時間に一人で外を出歩いちゃってるんだぞっ……!?」

「そんなことは見ればわかる」

「だったらなんでそんなに普ふ通つうにしていられるんだよっ……!?　あの子になにかあったらどうするのさ……!?　一人で寂さびしく泣いちゃってるかもしれないんだぞっ……!?」

「さんしろうよ、泣いているのは君のほうだ」

「えっ……？」

　ぼくは自分の頰ほおに触ふれ、硬こう直ちよくした。

　な、なんでぼく、泣いてるんだ……？

「……まったく、君は本当に重じゆう症しようだな」

「ぼ、ぼく、どこかおかしくなっちゃってるの……？」

「それすらも自覚できないのか。ならば、まずは落ち着いて自分自身の心の声に耳を傾かたむけろ」

「い、いや、今はそんな悠ゆう長ちようなことを言ってる場合じゃ……！」

「もじょのことならそこまで心配する必要はない。あの娘むすめはたった一人で十年もの歳さい月げつを生いき抜ぬいてきた、言わばサバイバルのプロなのだからな。戦せん闘とう能力はともかくとして、生存能力なら我わが輩はいにも引けを取らないはずだ」

「で、でも、捜さがしてあげないと……！　彼かの女じよは今、ひとりぼっちで……！」

「見つけてやればその問題が解決するのか？　今の君に、もじょの孤こ独どくを癒いやしてやることができるのか？」

「っ……」

　ぼくはなにも言い返せなくなった。

　もじょはたぶん、ぼくの本心に気づいてしまっている。だから今のぼくがどんな言葉をかけたところで、彼かの女じよの心の傷を癒いやしてあげることはできないだろう。

「もじょの捜そう索さくのことなら、我わが輩はいに任せろ」

「モンブランは、彼かの女じよの行き先になにか心当たりがあるの……？」

「いや、ない。だが、同どう胞ほうたちの手を借りればなんとかなるはずだ」

「同どう胞ほうたちって、猫ねこのこと……？」

「うむ」

「頼たよるなら、リリガーデン警備隊にしたほうがいいんじゃないの……？」

「捜そう索さく対象がもじょでは、断られてしまうのがオチだよ」

「そ、そうか……。リリガーデン警備隊でも、もじょに近づくのは嫌いやがるよね……」

　ウッディさんなら構わず捜そう索さくしてくれそうだけど、全員に彼かれと同じように行動しろというのは酷こくだろう。普ふ通つうの人間にとっては、もじょの大厄災デイザスターは脅きよう威いなのだから。

「だがさんしろう、そう悲観する必要はないぞ。猫ねこの嗅きゆう覚かくや聴ちよう覚かくは人間よりも遥はるかに上だし、猫ねこならば他人の家の庭先に簡単に侵しん入にゆうすることもできる。だから我わが輩はいたちの捜そう索さく能力は、君が思っているよりもずっと高いのだ」

「でも、リリガーデン警備隊と比べたら頭あたま数かずが少なすぎない……？」

「意外とそうでもないぞ。たとえば……にゃー！　うにゃー！　なーん！　うなー！　我わが呼びかけに応じ、馳はせ参さんじよ！」

　モンブランが珍めずらしく猫ねこみたいな鳴き声を上げたかと思うと、茂しげみの奥おくからがさごそと四匹ひきの猫ねこが飛び出してきた。

「あっ……！　この子たちはもじょが飼ってる……というか、もじょを飼ってる子たちじゃないか……！」

　この子たちは毎朝魚をくれるし、よく一いつ緒しよに食事をしたりもするので、もうすっかり顔かお馴な染じみだ。

「うむ。こんな森の中でもすぐにこれだけの同どう胞ほうが集まるのだから、数の心配も無用だ。だからもじょを捜さがすのは我わが輩はいたちに任せて、君はまず、君自身がもじょとどういう関係になりたいのかをきちんと考えろ」

「ぼく自身が、もじょとどういう関係になりたいか……？」

「そうだ。現状から察するに、おそらくもじょは君が本当の恋こい人びとではなかったことに気づいてしまったのだろう。だからたとえもじょが見つかったとしても、君たちはもう元の関係には戻もどれない。そうなったとき、君はどうするつもりなのか、それを考えろと言っているのだ」

　言われ、ぼくははたと気づいた。

　ぼくは今まで、もじょを助けてあげたい一心で彼かの女じよの側そばにいた。だからぼく自身がもじょとどんな関係になりたいのかなんて、一度も考えたことがなかったのだ。

「時間が惜おしいな。にゃー、うにゃー、なーん、うなーよ、もじょを捜さがすために、まずはより多くの同どう胞ほうたちに声をかけてきてくれ。彼かの女じよがいなくなるのは君たちとて望むところではないだろう」

　モンブランがそう指示を出すと、猫ねこたちは『にゃー』『うにゃー』『なーん』『うなー』と返事をして散っていった。

「では、我わが輩はいもいってくる」

「ぼ、ぼくもいくよ！」

「いや、もじょが自分からふらっと帰ってくる可能性もあるから、君は家で待機していろ」

「そ、そんな……！」

「君にはすべきことがあるはずだ。もじょを失いたくなければ、まずはそれをこなせ」

　そう言い残し、モンブランもあっという間に走り去ってしまった。
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　あれから数時間───。

　ぼくは一人、家のベッドで横たわっている。

　明かりをつけるのも億おつ劫くうで、家の中は相変わらず真っ暗のままだ。

　寝ね返がえりを打って手を伸のばし、足を広げ、大の字になってみる。

　いつもよりベッドが広い。

　もじょって、よくこんなところに一人きりで眠ねむれてたな。

　ぼくは、もじょがいないと眠ねむれそうにない。

　これじゃあどっちが子供なのかわからないな……。

　自じ嘲ちようしても一人。今夜はモンブランもいない。

　右へ、左へ、寝ね返がえりを打つ。

　うつぶせになる。

　仰あお向むけになる。

　ベッドをくるくると転がり回る。

　おかしい。

　一人でいることには慣れていたはずなのに、どうしてこんなにも寂さびしいんだろう。

　もじょに会いたい。あの子の声を聞きたい。

「……さんしろー」

　そう、こんな風に。

「って、も、もじょ!?」

　ぼくは上体を跳はね起こす。

　見れば、もじょは寝しん室しつに入ってすぐのところでぽつんと立っていた。

「よ、よかった！　とにかく帰ってきてくれてよかった！　外は寒かったでしょ？　晩ご飯はちゃんと食べた？　お腹なかが空すいているならなにか作ろうか？　食べたいものがあったらなんでも言って？」

　ぼくはもじょが帰ってきてくれたことが嬉うれしくて、一気にそう尋たずねた。

　けれど、もじょはふるふると首を横に振ふる。

「さんしろー、きょうはおわかれをいいにきた」

「え……？」

「もじょはさんしろーのこと、すき。だから、いっしょにいたかった」

「じゃ、じゃあ、ずっと一いつ緒しよにいようよ！　もじょがぼくと一いつ緒しよにいたいのなら、ぼくはいつまでもずっと君の側そばにいるよ！」

「でも、さんしろーはもじょのこと、すきじゃない。さんしろーがすきなのは、りあ。だからもう、もじょはさんしろーとはいっしょにいられない」

「あ、あれは違ちがうんだ……！　ぼくは、本当はリアさんのことを好きなわけじゃなくて……！　と、とにかく、もじょはぼくと一いつ緒しよにいてもいいんだよ……！」

「じゃあ、さんしろーはだれもすきなひとがいないから、もじょといっしょにいてくれるの？　さんしろーにいつかすきなひとができたら、もじょはどうなるの？」

「そ、それはっ……」

「さんしろーはやさしーから、すき。でも、やさしーだけのさんしろーは、きらい」

「き、嫌きらいだなんて言わないで……！　毎日ぼくがおいしいご飯を作ってあげるから……！　掃そう除じだって、洗せん濯たくだって、シャンプーだって、全部ぼくがやってあげるし、これからは乙女おとめゲーだって好きにやっていいから……！　だから、お願いだからぼくと一いつ緒しよに……！」

「だいじょーぶ。これからは、ぜんぶじぶんでやる」

「そ、そんな……！　もじょはまだ、一人じゃちゃんと家事ができないじゃないか……！　だからぼくがいないと……！」

「いなくてもだいじょーぶ」

　明確な拒きよ絶ぜつを受け、ぼくは言葉を失った。

　そう、いなくても大だい丈じよう夫ぶなのだ。

　現にもじょはこの十年間、一人でも強く生きてこられたのだから。

「さんしろーがやさしくしてくれたの、わすれない。いままで、ありがと。さよなら」

　もじょが踵きびすを返して立ち去ろうとする。

　彼かの女じよにはぼくが必要だと思っていたからこそ、ぼくは今まで彼かの女じよの側そばにいたのに。

　実は彼かの女じよにとって、ぼくは不要な存在だったんだ。

　だからぼくにはもう、彼かの女じよを引き止めるべき理由がない。

　なのに、なぜだろう。

「も、もじょ、待って！　いかないで！」

　ぼくは情けない声を上げ、彼かの女じよの背を追った。

　引き止めるべき理由はないから、ただいかないでと叫さけびながら走ることしかできない。

　だからだろうか。

　ぼくは走っても走っても、彼かの女じよに追いつくことができなかった。







　ふと、目覚める。

　ぼくはベッドの上にいた。

　寝しん室しつは相変わらず真っ暗のままで、もじょがこの部屋にきた形けい跡せきはない。

　どうやら、ぼくはいつの間にか眠ねむってしまい、夢を見ていたようだ。

「───おい、しっかりしろよ、ぼく！」

　両手でバチーンと自分の頰ほおを叩たたく。

　最近、幸せな日々が続いていたから忘れかけていた。

　ぼくの人生、思い通りにいかないのがデフォじゃないか。

　なのに、この程度のことで打ちのめされていてどうする。

　逆境を糧かてにしてのし上がる努力の男。それがぼく、丘おか三さん四し郎ろうのはずだ。

　待っててね、もじょ。

　ぼくはどんな手を使ってでも絶対に君を捜さがし出だし、連れ戻もどしてみせるから。
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　翌朝。

　ぼくはリリガーデンのリアさん宅を訪ね、彼かの女じよに現状を伝えた。

「なるほど、そんなことになっていたのね……」

　リアさんは起おき抜ぬけでバスローブ姿ではあったけど、相変わらず怜れい悧りな顔をしていた。一見隙すきだらけに見えるけど、その実まったく隙すきはないという感じだ。

「……わかったわ。私ももじょを捜さがすのを手伝ってあげる。知り合いの冒ぼう険けん者たちにも、もじょを見かけたら教えてって声をかけておくわね。それから、ギルドにももじょの捜そう索さく願いを出しておこうかしら」

「ありがとうございます……！　本当に、なにからなにまですみません……！」

「いいのよ、このくらい。ただ、一つだけ確かく認にんさせて？　あなたがもじょを捜さがしているのは、単純にあの子が危険な目にあってないか心配だからよね？」

「は、はい、もちろんです……！」

　申し訳ないのだけど、噓うそだった。

　ぼくは昨夜見た夢で、ぼくが一いつ緒しよにいたいのはリアさんじゃなく、もじょだということに気づいてしまったのだ。

　けれど、その気持ちを今ここで知られてしまうわけにはいかない。

　知られれば、リアさんはもじょの捜そう索さくに協力してくれなくなるかもしれないから。

「それを聞いて安心したわ。ごめんなさいね、こんなときにこんな質問をして」

「い、いえ……」

「幻げん滅めつした？」

「と、とんでもないです……！　リアさんは、ぼくの憧あこがれの人ですから……！」

　それについては噓うそじゃなかった。現にぼくは、彼かの女じよ以上に頼たよりになる人はいないと思ってここにきたのだから。

　でも、胸が痛い。

　ぼくはリアさんの好意を利用しようとしている。我ながら最低なやつだ。

「ふふ、嬉うれしいことを言ってくれるわね。私、あなたのことを好きになってよかったわ」

「っ……」

　罪悪感に押おし潰つぶされそうになる。

　けれど、ここは噓うそを貫つらぬき通とおすしかない。

　ぼくはどんな手を使ってでも、絶対にもじょを連つれ戻もどすと決めたのだから。

　非道への咎とがはあとで甘あまんじて受けよう。ただし、今はもじょを見つけ出すのが先だ。

「他にも相談があれば言ってね。私にできることならなんでもしてあげるから」

　リアさんは蠱こ惑わく的な笑えみを浮うかべてそう言った。

　二人きりの密室。バスローブ越ごしにもはっきりとわかる彼かの女じよの曲線美。

　ぼくはごくりと生なま唾つばを飲み、視線を宙に逸そらす。

「じゃ、じゃあ、魔ま法ほうについてちょっと質問があるんですけど、いいですか？」

「ええ。なんでも訊きいて」

「それじゃあ……ぼく、そろそろ次の魔ま法ほうを覚えようと思っているんですけど、ライトニングの上位魔ま法ほうである『ライトニングブラスト』と『チェインライトニング』って、どっちを先に覚えるべきでしょうか？」

「その二つなら、単純に威い力りよくの高いライトニングブラストから覚えることをお勧すすめするわ。チェインライトニングは、単にライトニングが複数の標的に連れん鎖さするだけの魔ま法ほうだから」

「つまり、威い力りよく重視ならライトニングブラストのほうがよくて、効果範はん囲い重視ならチェインライトニングのほうがいいということですね？」

「その通りよ。さすが天才君、理解が早いわね」

「いえ、そんな、天才だなんて……」

「なによ、私の見立てが間ま違ちがっているとでもいうの？」

「そ、そういうわけではないですけど……」

「じゃあ、自分が天才であること認めるのね？」

「えぅ……!?　そ、それは、その……！」

　ぼくが返答に窮きゆうしていると、リアさんはクスクスと笑った。

「ふふっ、あなたは真面目すぎるのが玉に瑕きずね。もじょのことが心配なのはわかるけど、そんなに肩かた肘ひじを張っていたらすぐに息切れしてしまうわよ？」

「……お気き遣づかい、ありがとうございます。でも、ぼくは大だい丈じよう夫ぶですから」

「もう、そういうところがよくないって言っているの。ちょっとこっちにきなさい。私がガス抜ぬきしてあげるから」

　リアさんはベッドに腰こし掛かけたままそう言った。しかも、その表情はどことなく火ほ照てっている。

「……ぼ、ぼく、これからリリガーデン警備隊の本部にもじょの捜そう索さく願いを出しにいかなきゃいけないんです。あと、調べたいことがあるので役所にもいかないといけないし、魔ま女じよの帽ぼう子し屋にも臨時休業を報しらせる張り紙をしにいかないといけないし……」

「役所とお店はともかく、警備隊の本部にはいってもムダだと思うわよ？　彼かれらはもじょを怖こわがって捜そう索さくなんてしてくれないでしょうからね」

「でも、一人だけ知り合いがいて、その人なら捜そう索さくに協力してくれるかもしれないんです。ウッディさんという方なんですけど……」

「ふーん……？　それならたしかに、早めに事情を話しにいっておいたほうがいいかもしれないわね。捜そう索さくは初動が肝かん心じんだし」

「で、ですよね。というわけで、ぼくは今からちょっといってこようと思います」

「あ、それなら、警備隊の本部まで送っていくわよ？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶです。道はわかるので。今日は突とつ然ぜんお邪じや魔ましちゃってすみませんでした」

「ううん、全然大丈夫よ。あなたならいつでも大だい歓かん迎げいだから」

「あ、ありがとうございます。じゃあ、慌あわただしくて申し訳ないんですけど、そろそろ失礼しますね」

　言って、ぼくは逃にげるようにリアさんの家をあとにした。

　さすがに、彼かの女じよがなにをしてくれようとしていたのかわからないほど子供ではなかったから。





＊






　それからさらに三十六時間が経過した。

　こうして夜がやってくるのは、もじょがいなくなってもう三度目だ。

　けれど、彼かの女じよの行方ゆくえは未いまだ摑つかめておらず、しかも目もく撃げき情報もろくに入ってきていない。

　彼かの女じよはいい意味でも悪い意味でも目立つ子だから、そう簡単に身を隠かくすことなんてできないはずなのに、どうしてここまでなにも手がかりが得られないのだろう。

　そんな風にぼくが焦しよう燥そうに駆かられ始めていたとき……、

　二日ぶりに、モンブランが家に帰ってきた。

「おおっ、おかえりモンブラン！　そっちの首しゆ尾びはどうだった!?」

「ただいま、さんしろう。いい報しらせと悪い報しらせがあるのだが、どちらから聞きたい？」

「じゃあ、いい報しらせからお願い……！」

「了りよう解かいした。もじょが見つかったぞ。しかも、怪け我がも病気もしていない。元気だ」

「おおおっ、さすがモンブラン！　で、どこどこ！　もじょはどこにいるの！」

「喜んでいるところ悪いが、ここからは悪い報しらせだ。もじょはルーセット盗とう賊ぞく団にさらわれ、やつらのアジトに監かん禁きんされている」

「…………」

　ぼくは啞あ然ぜんとし、へなへなと床ゆかにへたり込こんでしまった。

　この二日間、ぼくは思いつく限り全ての手段を使ってもじょを捜さがしてきた。

　それなのに彼かの女じよは全然見つからなかったから、嫌いやな予感はしていたのだけど……。

「……まさか、よりによってルーセット盗とう賊ぞく団のアジトとは……」

　リリガーデン最強の冒ぼう険けん者であるリアさんにさえ『正直、私でも関わり合いになりたくないような連中』と言わしめる大陸最大の闇やみギルド。

　そのアジトにいるだなんて、もじょさん、あなたどんだけ厄やつ介かいな場所に家出してるんですか。

「彼かの女じよは昨日まで、リリガーデン東地区の廃はい墟きよに身を隠かくしていたらしい。しかし今日の昼過ぎ頃ごろ、ルーセット盗とう賊ぞく団に見つかってしまい、あえなく捕つかまってしまったのだそうだ」

「……その情報はたしかなものなの？」

「にゃーが連れ去られる現場を目もく撃げきしたと言っていたから、まず間ま違ちがいないだろうな」

「そっか……。ちなみに東地区って、たしか十年前に大火事があった辺りだよね……？　今は放ほう棄きされてスラム化しちゃってるんだっけか……？」

「そうだ。あそこは危険だから、普ふ通つうの人間が近寄ることはまずない。そういう意味ではもじょが身を隠かくすには都合のいい場所だったのだろうが、それはルーセット盗とう賊ぞく団にしても同じだったのだろうな」

「ということは、まさかルーセット盗とう賊ぞく団のアジトも東地区に……？」

「うむ。やつらは今、東地区の地下水路の一角をアジトにしているらしい。もじょはそこに出入りしていた団員とたまたま鉢はち合あわせてしまったようなのだ」

　最悪だ。

　安価で高品質なマジックアイテム（主にポーション類）を作り出せるもじょは、元々ルーセット盗とう賊ぞく団から狙ねらわれていた。それなのに、自分からやつらのアジトの近くに隠かくれてしまうなんて、これじゃあカモがネギを背負って鍋なべに飛とび込こんでしまったようなものじゃないか。

「……けど、ルーセット盗とう賊ぞく団はよく平気でもじょを捕つかまえたね？　連中は彼かの女じよの大厄災デイザスターが怖こわくないのかな？」

「おそらく、やつらは大厄災デイザスターのリスクよりも、もじょを捕つかまえて得られる金銭的リターンのほうが大きいと踏ふんだのだろうな」

「盗とう賊ぞく稼か業ぎようには元々リスクがつきものってことか……」

「うむ。それに、やつらはアジトの居住区からは遠く離はなれた部屋にもじょを監かん禁きんしているらしいから、大厄災デイザスターの影えい響きようはほとんど受けていないと思うぞ」

「なら逆に、そこに付け入る隙すきがありそうだね。近くに監かん視し役がいなければ、案外あっさりともじょを助けられるかもしれないよ」

「どうかな。やつらのアジトに侵しん入にゆうするのは、それだけでもかなり骨の折れることだぞ。情報提供者のにゃーは猫ねこだから警けい戒かいされることなくアジトに侵しん入にゆうすることができたが、人間ではそうはいくまい」

「じゃあ、モンブランがもじょを助けにいってあげればいいんじゃないの？　猫ねこなんだし」

「我わが輩はいだと、しっぽが二ふた叉またに分かれているからすぐに猫ねこ又まただとバレてしまうではないか」

「バレるとなにかまずいの？」

「当然まずいに決まっているだろう。君は厳げん戒かい態勢のサミット会場に、我わが輩はいと同じくしっぽが二ふた叉またに分かれている猫ねこがまぎれ込こんできたらどう思うのだ？」

「可愛かわいいな、と思う」

「なるほど。君が警備隊員に向かないということだけはよくわかった」

　モンブランはそう言って眉み間けんに皺しわを寄せた。

　どうやらルーセット盗とう賊ぞく団は、猫ねこには甘あまいけど猫ねこ又またには厳しい連中らしい。

　となると、残る手段はもう一つしかないな。

　できればこんな手は使いたくなかったのだけど……。
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　その日の深夜。

　重装備に身を包んだ屈くつ強きような男たちが、闇やみに身を潜ひそめながら東地区のスラム街を目指していた。

　しかもその一団を先導しているのは、一見場ば違ちがいに身軽なぼくとモンブランとにゃーだ。

「……三さん四し郎ろう、お前、本当にいいんだな？」

　ウッディさんがぼくの横に並び、厳いかつい顔で問いかけてきた。

「はい」

「何度も言うが、死ぬかもしれないんだぞ？　覚かく悟ごはできているのか？」

「はい」

「そうか。じゃあ俺おれはもうなにも言わん。もじょのことを頼たのんだぞ」

　大きな手でバンッと背中を叩たたかれ、咽むせてしまう。心強い腕わん力りよくだ。少し加減してほしい。

　ぼくが引き連れている一団は、言わずもがな、リリガーデン警備隊だ。

　人数は全部で三十人ほど。

　にゃーの情報によると、アジトにいる盗とう賊ぞくは二十人ほどらしいから、数ではこちら側が勝まさっている。けれど、盗とう賊ぞく団がアジトにしている地下水路は迷めい宮きゆうのように入り組んでいるらしく、地の利は向こうにあるため、楽観はできない状じよう況きようだ。

「さんしろう、結局リアは間に合わなかったな」

「仕方ないよモンブラン。ぼくだって、まさか今夜いきなり盗とう賊ぞく団のアジトに攻せめ込こむことになるとは思ってなかったし」

　ぼくはリアさんにも声をかけにいったのだけど、生あい憎にくと彼かの女じよは外出をしていたのだ。

　一応、ポストには要件を伝えるメモ書きを入れておいたけど、彼かの女じよがあれを目にするのは明朝以降になるだろう。

「せめて決行が明日なら、リアさんにも手伝ってもらえたんだろうけどね……」

　ぼくがそう零こぼすと、ウッディさんは首を横に振ふった。

「リア・フルフィーリングの実力は俺おれも知っているが、奇き襲しゆうはスピードが命だ。決行が遅おくれれば遅おくれるほど作戦を読まれてしまう可能性が高くなるから、今夜即そく決行という団長の判断は正しい」

「でも、一夜にして作戦の情報が漏もれてしまうことなんてさすがにないのでは……？」

「いいや、大いにあり得る。盗とう賊ぞくどもは普ふ段だん、一いつ般ぱん人じんと見分けのつかない普ふ通つうの生活をしているからな。極きよく端たんな話、やつらはこの警備隊の中にまぎれ込こんでいる可能性さえあるんだ」

「こ、この中にも……？」

「そうだ。だから、アジト潰つぶしをやるなら今夜しかない。やつらの情報網もうを甘あまく見るな」

「は、はい……！」

　諭さとされ、ぼくは気を引ひき締しめ直した。

　もしもこの中に盗とう賊ぞくがまぎれ込こんでいるとしたら、アジトに突とつ入にゆう後は数の利も薄うすくなり、戦局が厳しくなることは必至だ。できれば裏切り者がいないことを祈いのるしかない。

　にゃーに導かれ、ぼくたちは東地区のとある廃はい屋おくに入っていく。

　その廃はい屋おくには、地下へと通じる隠かくし扉とびらがあった。

　どうやらこの先が地下水路───つまり、ルーセット盗とう賊ぞく団のアジトになっているらしい。

「地下水路への入り口は他にもたくさんあるが、ルーセット盗とう賊ぞく団のアジトを急きゆう襲しゆうするならここから突とつ入にゆうするのがベストだ……と、にゃーが言っている」

　モンブランが通訳してくれた。猫ねこ語がわかるなんてすごいと一いつ瞬しゆんだけ思ってしまった。

「なるほど、案内ご苦労だった。ここから先は戦せん闘とうになるから、君たちは巻まき添ぞえを食わないように下がっていてくれたまえ」

「わかりました。では、あとのことはよろしくお願いします。みなさん、どうかご無事で」

　ぼくたちは大人しく警備隊の団長の指示に従い、一いつ旦たん廃はい屋おくから出ることにした。

　けれど当然、このまま言われた通りに下がっているつもりなんてない。

　ぼくは予定通り、外でじっと自分の脈を数え、それが三百回に達したとき───、

「……さて、これでだいたい五分だ。モンブラン、にゃー、ここからが本番だよ」

「だな。さんしろうもにゃーも死ぬなよ」

「モンブランもね」

　にゃーも『にゃー』と鳴いて答えた。可愛かわいい。

「よし！　じゃあ作戦開始───！」

　ぼくたちは廃はい屋おくへと戻もどり、隠かくし扉とびらを通って地下水路に乗のり込こんだ。
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　地下水路では、既すでに激しい戦せん闘とうが始まっていた。

「な、なぜお前たちまでここにっ!?」

「止まれっ！　危険だっ！」

「なにをしているっ!?　すぐに戻もどれっ！」

　警備隊のみなさんが口々に叫さけんだけれど、ぼくたちはそれを無視して突つっ走ぱしった。

　魔ま法ほうが弾はじけ、剣けん戟げきの音が鳴なり響ひびき、血が舞まい、手が落ち、首が飛ぶ。

　飛とび交かう怒ど号ごう。バシャーンと音を立てて水路に落ちていく兵たち。

　これが実戦。これが本物の殺し合い。

　足が震ふるえ、喉のどがからからになり、変な汗あせが止まらなくなる。

　けれどそれでも、ぼくはにゃーとモンブランに続き、混戦の真まっ直ただ中なかを突つっ切きっていった。

　ぼくたちは、もじょを助けにいかなければならない。

　実はぼくは、このアジトにもじょが捕とらえられていることを、リリガーデン警備隊には伝えていないのだ。

　伝えれば、彼かれらはもじょの大厄災デイザスターを恐おそれて突とつ入にゆうを躊躇ためらっただろう。だからぼくは彼かれらに『アジトを発見したから、ルーセット盗とう賊ぞく団を一いち網もう打だ尽じんにしてほしい』としか言わなかったのである。

　本当はこんな手は使いたくなかった。もじょがここにいることを伝えていない時点で、ぼくはリリガーデン警備隊を騙だまして利用しているようなものだから。

　ただし例外として、ウッディさんにだけはこのことを伝えてある。全てを理解した上でこの作戦を決行することに協力してくれた彼かれには、感謝をしなければならない。

　ぼくたちは縦に並んで戦場を駆かけ抜ぬける。

　先頭は、もじょの居場所を知っているにゃー。

　続いて、露つゆ払はらいのできるモンブラン。

　最後に、魔ま法ほうで援えん護ごができるぼく。

　混乱の中、次々と襲おそいくる魔ま法ほうや凶きよう刃じんをかいくぐり、ときには盗とう賊ぞくを突つき飛とばしたりもしながら、どんどんアジトの奥おくへと突つき進すすんでいく。

　そして、ついに最前線を突とつ破ぱ。

　ここから先は警備隊さえもまだ足を踏ふみ入いれていない危険領域だ。もしも敵が現れたら、ぼくたちだけでなんとかするしかない。

　そんな状じよう況きよう下で、さらに１００ｍほど走り進んだとき───、

　ぼくたちの前に、いかにも凶きよう悪あくそうな巨きよ漢かんのスキンヘッドが立ちはだかった。

「ヒャハッ！　どんなのが抜ぬけてくるかと思ったら、やたら弱そうなやつらがきたなッ！」

　上半身裸はだかの筋肉ダルマ。両手にはトンファーを持っていて、盗とう賊ぞくというよりはプロレスラーみたいな外見をしている。

「悪いけど、どいてもらうよ！」

　ぼくはすかさずライトニングでその筋肉ダルマを撃うち抜ぬいた。けれど、

「ヒャハッ！　なんだそりゃ、マッサージかよ！　そんなんじゃ肩かたこりも取れやしねぇぜ！」

　ライトニングをまともに受けたにもかかわらず、筋肉ダルマは平然としていた。

　さすがはルーセット盗とう賊ぞく団の一員。おそらく彼かれの装備品には雷かみなり耐たい性せいが付いているのだろう。

　あのトンファーか、ピアスか、それともズボンか、ブーツか。

　いずれにせよ、高級な装備品にはそういった特とく殊しゆな耐たい性せいを持つものが多いのだ。

　だったら……！

「───ライトニングを凌しのいだくらいで調子に乗らないでよね。っていうか、おじさんってそれだけ筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうなのに肩かたこり持ちなの？　実は虚きよ弱じやく体質なの？」

「ヒャハハッ！　いい度胸だクソガキ！　とりあえずお前から死ねやッッ！」

　こうもあっさり挑ちよう発はつに乗るとは、どうやら頭のほうは結構弱いらしい。

　筋肉ダルマは額に青筋を浮うかべてぼくに襲おそいかかってくる。

　けれどそれよりも速く、モンブランが横からしゅばっと筋肉ダルマの懐ふところに飛とび込こんだ。

「隙すきだらけだなッ！」

　モンブランの爪つめがザシュザシュッ！　と、電光石火の速さで急所を引ひっ搔かく。

　ところが、

「ヒャハッ！　今度は針マッサージかぁッ！　でもそれも効かねぇなぁッ！」

「っ───!?」

　筋肉ダルマは笑いながら標的を変へん更こうし、トンファーでモンブランに殴なぐりかかった。

　対するモンブランは宙で身を捻ひねってそれを躱かわし、さらに振ふり抜ぬかれた筋肉ダルマのトンファーを足場にして後方に飛とび退のく。空中にもかかわらず鮮あざやかな回かい避ひ＆高速離り脱だつだ。

「ヒャハハッ！　ちょこまかと逃にげるのだけはうまいようだなぁッ！」

「ふん、装備品に助けられただけのくせによく言う。物理耐たい性せいがなければ今ので勝負はついていたぞ」

「ヒャハッ！　強力な装備品を揃そろえるのも実力のうちよッ！」

「盗ぬすんで揃そろえただけの分際でいきがるな」

「ヒャハッ！　俺おれたちは盗とう賊ぞくだッ！　装備品なんざ盗ぬすんで揃そろえて当然なんだよッ！」

　高笑いする筋肉ダルマ。きっとぼくたちなんかには負けるわけがないと思っているのだろう。

　でも、その油断が命取りだ。たしかに雷かみなり耐たい性せいと物理耐たい性せいを持つ相手はぼくたちにとって強敵だけど、勝てない相手というわけじゃない。

「「……仕方ない、アレを使うか」」

　期せずして、ぼくとモンブランの声が被かぶった。

「え？　モンブランにもなにか切り札があるの？　それを使えばあいつに勝てるの？」

「それはこっちのセリフだ。さんしろうにもなにか切り札があるのか？　それを使えばあいつを倒たおせるのか？」

「質問を質問で返さないでよ。ぼくはやれることにはやれるけど、できればアレは使いたくないんだ。そう何度も使える切り札じゃないから」

「それは我わが輩はいのアレだって同じだ。だからむしろここはさんしろうになんとかしてほしいのだが」

「いやいや、事情を説明してる暇ひまはないんだけど、ぼくのアレは本当に切り札だから」

「いやいや、我わが輩はいのアレだって切り札だぞ。切り札中の切り札だ」

「ぼくのアレはもっと切り札だし。切り札中の切り札中の切り札だし」

「我わが輩はいのアレはさらにもっと切り札だ。切り札中の切り札中の切り札中の───」

「ヒャハハッ！　小学生かテメェらッ！」

　筋肉ダルマが問答無用で襲おそいかかってきて、ぼくたちはあわあわと後退する。

　けれどそのとき───ぼくたちの前に大おお柄がらの警備隊員が躍おどり出でてきて、大たい剣けんの一振ふりで筋肉ダルマを押おし返かえしてくれた。

「ウッディさん！」

「がっはっは！　危ないところだったな！　だが俺おれがきたからにはもう大だい丈じよう夫ぶだ！」

「ヒャハッ！　雑ざ魚こがもう一匹ぴき増えたかッ！」

　言うが早いか、筋肉ダルマはすぐさまウッディさんに殴なぐりかかってくる。けれどウッディさんは首を捻ひねってトンファーを躱かわし、逆に筋肉ダルマの腹に蹴けりを叩たたき込こんだ。

「ガハッッ!?」

　筋肉ダルマがふっ飛び、豪ごう快かいに水路に落ちる。物理耐たい性せいがある相手をあれだけふっ飛ばすなんて、とんでもない威い力りよくの蹴けりだ。

「がっはっは！　ここは俺おれに任せてお前たちは先にいけ！　って一回言ってみたかったんだこのセリフ！」

「い、いや、冗じよう談だん言ってる場合じゃなくて！　みんなで倒たおしてみんなでもじょを助けにいきましょうよ！」

「いや、もじょを助けられるのは大厄災デイザスターが効かないお前たちだけだ！　だからここは俺おれに任せてお前たちは先にいけ！　って二回も言ってしまったぞがっはっは！」

　と言ってウッディさんが笑っていたら、ずぶ濡ぬれになった筋肉ダルマが起き上がり、激げき昂こうしながら再び襲おそいかかってきた。

「テメエエエエエエエッッ！」

　巨きよ漢かん対巨きよ漢かん。圧あつ倒とう的な力と力がぶつかり合う、ヘビー級の激しい打ち合いが繰くり広ひろげられる。

　でも、押おしているのはやっぱりウッディさんのほうだった。

　ウッディさんは筋肉ダルマの攻こう撃げきをことごとく防ぎきり、逆にカウンターの右ストレートで筋肉ダルマをまたぶっ飛ばす。それによって激しく壁かべに叩たたきつけられた筋肉ダルマは、だらだらと鼻血を流しながら足元をふらつかせた。

　もしかして、ウッディさんってめちゃくちゃ強い……？

「ほら、なにをしている！　今のうちにお前たちはさっさといけ！　さすがに三回も言うと食傷気味だぞ！」

　この分なら、たしかにウッディさんにこの場を任せても大だい丈じよう夫ぶかもしれない。

　そう判断したぼくは、彼かれの提案に乗ることにした。

「そ、それじゃあウッディさん、すみませんけど、ぼくたちはお言葉に甘あまえてもじょのところにいってきます！」

「がっはっは！　それでいい！　俺おれもこいつを倒たおしたらすぐそっちに向かうから、それまでは絶対に死ぬなよ！」

「はい！　ウッディさんも、どうか無事で！」

　言って、ぼくたちはまた走り出した。
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　にゃーがとある鉄てつ扉ぴの前で足を止め、にゃーにゃーと鳴き声を上げる。

「さんしろう、どうやらこの奥おくのようだ」

　モンブランの通訳を受けてぼくが鉄てつ扉ぴを開くと、その先は鉄てつ格ごう子しのついた小部屋が並ぶ牢ろう獄ごくのようになっていた。地下なので日は差さず、じめじめしていてカビ臭くさい酷ひどい環かん境きようだ。

　ぼくはその一番奥おくの小部屋から大厄災デイザスターが発せられているのを感じ、入り口のところにあった鍵かぎ束たばを持って走る。

「もじょっ！」

「さ、さんしろー……？」

　鉄てつ格ごう子しの中に閉とじ込こめられていた小さな女の子が応えてくれた。

　幼い声、舌足らずな喋しやべり方、顔を隠かくすほどに長い前まえ髪がみ。

　間ま違ちがいない、彼かの女じよはもじょだ。

「ああ、もじょ……！　よかった、また会えた……！」

　ぼくは鍵かぎ束たばを使って慌あわただしく鉄てつ格ごう子しを解かい錠じようし、彼かの女じよを連れ出すべく手を差さし伸のべる。

「さぁ、ここから逃にげよう……！　ぼくたちのおうちに帰ろう……！」

　けれど、もじょはぼくの手を取ってはくれなかった。

「ど、どしてさんしろーがここに……？　それに、もんぶらんも、にゃーも……」

「助けにきたに決まってるでしょ！　ずっと心配してたんだ！　ぼくは、君になにかあったらと思うと夜も眠ねむれなくて……！」

「さんしろー、にげて……。ここ、あぶない……。とうぞくのひとたち、こわい……」

「だから一いつ緒しよに逃にげるんだよ！　さぁ、早く！」

　ぼくはもじょに詰つめ寄より、改めて手を差さし伸のべた。

　けれど、

「もじょはもう、さんしろーにめいわくかけたくない……」

「なにが迷めい惑わくなもんか！　ぼくは君のことをそんな風に思ったことなんて一度もないよ！」

「ありがと……。さんしろーは、やっぱりやさしー……」

「ち、違ちがう！　ぼくは本当は全然優やさしくなんかないんだ！　ぼくはただもじょのことが好きだから！　ぼく自身が君と一いつ緒しよにいたいから！　だから君を助けているだけで！」

「ありがと……。さんしろーのそういうやさしーところ、すき……。だから、もうめいわくかけられない……。はやく、にげて……」

　届かない。

「ど、どうしてだよ……!?　ぼくはもじょが好きなんだって！　本気で、どうしようもなく好きなんだって！　だから、お願いだから一いつ緒しよに帰ろうよ……！」

　ぼくがありのままの気持ちを伝えても、もじょは小さな体を震ふるわせながら首を横に振ふる。

「もじょ、こどもっぽいから、さんしろーのれんあいたいしょーになれないの、わかってる……。いままで、たくさんありがと……。もじょは、ひとりでもだいじょーぶだから……」

　彼かの女じよは泣いていた。前まえ髪がみで顔が見えなくても、ぼくにはそれがわかってしまった。

　どうすればいいんだ。ぼくの声が届かない。なにを言っても信じてもらえない。

「さんしろう、こうなったら強ごう引いんにでも連れて帰るぞ。話は家に帰ってからゆっくりとすればいいのだからな」

「そうするしかなさそうだね……！　今はとにかく、ここから脱だつ出しゆつしないと……！」

　言って、ぼくが強ごう引いんにもじょをお姫ひめ様さま抱だっこすると、彼かの女じよは『きひっ!?』と声を上げた。

　最初はちょっと引いてしまったこの変な悲鳴も、今では結構好きだ。やっといつものもじょの反応が見られた気がして、安あん堵どすら感じてしまう。

「さんしろう、戦せん闘とうに巻まき込こまれるのを避さけるために、きたときとは別のルートを通って地上に戻もどるぞ」

「了りよう解かい！　にゃー、また案内をよろしくね！」

「にゃー！」

「きひっ!?　きひひっ!?」

　そうして、二人と二匹ひきで走り出す。

　両手に抱かかえているもじょが、悲しいくらいに軽かった。

　きっとこの三日間でまた瘦やせてしまったのだろう。この世界では、心が瘦やせれば体も瘦やせてしまうのだ。帰ったらまたいっぱいおいしいものを食べさせてあげないと。

　ただ……どうやらその前に、ぼくたちにはもう一つ乗のり越こえなければならない試練が迫せまっているようだった。

　後方から、複数人の足音が近づいてきている。かなりの速さで、とてもじゃないけど振ふり切きれそうにはない。

　重装備のリリガーデン警備隊はこんなに速く走れるはずがないから、相手は……！

　案の定、すぐに後方から盗とう賊ぞくたちが追いついてきた。

「よぉお前ら！　何者だよ！　警備隊員じゃないよな！」

「あいつらが何者かなんてどうでもいいじゃん。どうせ殺すんだし」

「ですね。もじょを連れ出しているようですし、敵であることには変わりないでしょう」

　しかもその数は三人。

　さっきは一人を相手にするだけでも手を焼いたのに、同時に三人も出てくるなんて……！

「振ふり切きれそうにないな。やむを得まい、さんしろう、ここで迎むかえ撃うつぞ」

「モンブラン、ごめん、ぼくの足が遅おそいせいで……！」

「いや、君が遅おそかったのではなく、やつらが速すぎたのだ。それに君はもじょを抱かかえたままでよくここまで走った。気にするな」

　モンブランはそう言ってくれたけど、追いつかれたのは明らかにぼくのせいだった。もじょの足の速さを考えると、やっぱり彼かの女じよ自身に走らせるべきだったのだ。

「よぉなにひそひそ喋しやべってるんだよ？　俺おれたちにもこっそり教えてくれよ？」

「別にあいつらがなに喋しやべってるかなんてどうでもいいでしょ」

「同感です。早々に始末してしまいましょう」

　盗とう賊ぞく三人がいきなり臨戦態勢に入る。非常にまずい。

「もじょ、にゃー、君たちは後ろに隠かくれてて。ここはぼくとモンブランでなんとかするから」

　ぼくはもじょを下ろし、ウエストポーチから魔ま道どう書を取り出した。

「だ、だめ、さんしろー……！　あのひとたち、つよい……！」

「でも、やるしかないんだ。もしもぼくとモンブランが負けてしまったら、君はにゃーと一いつ緒しよに逃にげること。いいね？」

「や……！　そんなの、や……！」

「さぁ、下がって。ここにいたら危ないよ」

「っ……」

　もじょは渋しぶ々しぶ、にゃーと一いつ緒しよに後ろに下がる。

「さんしろう、我わが輩はいが突とつ撃げきするから、君は援えん護ごを頼たのむ」

　モンブランが一歩前に出てそう言った。

「む、無茶だよモンブラン……！　いくら君でも、三人を相手に突とつ撃げきするなんて……！」

「余計な心配をしている暇ひまがあったら戦いに集中しろ。さもなくば、援えん護ごをする間もなく一いつ瞬しゆんで終わってしまうぞ」

　モンブランはさらりと怖こわいことを言い、盗とう賊ぞくたちに向き直った。

「盗とう賊ぞくどもよ、我わが輩はいは本来人間とは交戦しない主義だ。だから、今すぐしっぽを巻いて逃にげ出だすのなら命だけは助けてやらなくもないぞ」

「よぉ猫ねこ又またさん。悪いが俺おれたち人間にはしっぽなんてついてねぇんだよ。それに、元々俺おれたちは逃とう走そう中だしな」

「逃とう走そう中？」

「そ。俺おれたち、警備隊の連中に数で押おされちまっててな。このままじゃヤバいと思って撤てつ退たいを始めたら、お前たちに出くわしたってわけさ」

「なるほど、そういうことか。ならば通してやるからいくがいい。見み逃のがしてやる」

「そいつはどうもと言いたいところだが、俺おれたちの顔を見ちまった以上、お前たちを生かしておくわけにはいかねぇんだよなぁ」

「そうか、ならばやむを得まい。我わが輩はいも本気を出させてもらうとしよう。大人しく逃にげなかったことを精々後こう悔かいすることだな」

　モンブランがそう言った直後、彼かれの体から突とつ然ぜん『ぼふんっ』と大量の煙けむりが発せられた。

「な、なんだこりゃ……!?　煙えん幕まくか……!?」

「なんだかわからないけど、とりあえず殺やっちゃうよ」

「援えん護ごします。挟きよう撃げきといきましょう」

　大量の煙けむりに覆おおわれたモンブラン目がけて、二人の盗とう賊ぞくが疾しつ風ぷうのごとく斬きりかかる。

　けれど次の瞬しゆん間かん───無数の閃せん光こうが、二人の盗とう賊ぞくを切り刻んだ。

「なっ……!?」

「にっ……!?」

　二人の盗とう賊ぞくが血ち飛沫しぶきを上げ、あっけなく地に膝ひざをつく。

　その場にいた誰だれも、なにが起きたのかを理解できなかった。

　そんな中、一いち陣じんの風が吹ふき、モンブランを覆おおっていた煙けむりが引いていく。

　そしてその煙けむりの中から現れたのは……誰だれとも知れぬ、銀髪の美青年だった。

　長身で、足が長く、ビジュアル系アーティストみたいな黒服を身に纏まとったそのイケメンは、男子であるぼくから見ても甘あまいマスクで『ふっ』と微ほほ笑えみかけてくる。

「だから言っただろう？　集中していないと、援えん護ごする間もなく終わってしまうぞと」

「…………」

　ぼくはしばし硬こう直ちよくして、

「……あの、どちら様ですか？」

　素そ朴ぼくな疑問を投げかけた。

「わ、我わが輩はいだよ！　目の前で変身したからさすがにわかるだろう！　それにちゃんとしっぽだって猫ねこ耳みみだって付いているではないか！」

　イケメンの腰こしのあたりで二ふた叉またに分かれたムダに豪ごう華かなしっぽがふぁさふぁさと揺ゆれた。それによく見れば、たしかにホスト然とした銀の長ちよう髪はつからは猫ねこ耳みみが覗のぞいてる。

「あの……？　もしかして、モンブランさん……？」

「なんで急に『さん』付けになるのだ!?　君とは十年来の付き合いだろう!?」

「でも、モンブランさんはたしかご老体のはずですし……？」

「だから『さん』付けはやめろというに！　この世界の肉体の年ねん齢れいは精神の年ねん齢れいそのものになると前に話したではないか！　せっかく人化の術を使って敵を倒たおしたのに扱あつかい酷ひどいな!?」

「あー……、いえ、ありがとうございました。おかげで助かりました」

「なんでそんなによそよそしいのだ!?」

「だって、なんか『コレジャナイ』感がすごいし……」

「そんなこと言われても、これが我わが輩はいなのだから仕方ないではないか！」

「えー……」

　ぼく的に、モンブランが人型になったときのイメージは、もっとこう、ちょび髭ひげを生やした丸っこい愉ゆ快かいなおっさんって感じだったのに……。

「おお～！　もんぶらん、イケメン～！　つよい～！　イケメン～！」

　げ。

　もじょがよだれを垂らしながらモンブランを見ている。彼かの女じよは面食いっぽいから、ルーセット盗とう賊ぞく団よりもこのルックスのほうがよっぽど危険かもしれない。

　よし、早いところ敵を倒たおして、モンブランには元の白毛玉に戻もどってもらうことにしよう。

　ぼくは魔ま道どう書に意識を集中し、頭の中で詠えい唱しよう文を読み進める。

　するとちょうどそのタイミングで、残る一人の盗とう賊ぞくが斬きりかかってきた。

「───よぉ猫ねこ又またさん！　俺おれもいることを忘れちゃいねぇか！」

「それはぼくのセリフだ！」

　刹せつ那な、ぼくは右手を翳かざし、まだ覚え立ての魔ま法ほう───ライトニングブラストをぶっ放した。

「ぐおおぉぉッッ───!?」

　轟ごう音おんと悲鳴が同時に響ひびき渡わたり、細い水路が雷らい光こうで真っ白に染まる。

　そして、ライトニングの三倍はあるであろう強きよう烈れつな稲いな妻ずまを浴びた盗とう賊ぞくは、そのまま為なす術すべもなく地に崩くずれ落おちた。
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　倒たおれてもなお痙けい攣れんし続ける盗とう賊ぞくの体から、焦こげ臭くさい白はく煙えんが立ち上る。

　自分で撃うっておいてなんだけど、正直ここまで威い力りよくがあるとは思ってなかったな……。

「す、すごいな……？　さんしろう、今のはなんだ……？」

「ライトニングブラストっていう中級魔ま法ほうだよ。見ての通り、この魔ま法ほうは威い力りよくを重視していて、少々の雷かみなり耐たい性せいなら問答無用で突とつ破ぱできるんだ」

「そ、それにしたって、中級魔ま法ほうにしてはちょっと強すぎないか……？」

「だね。たぶん、今はもじょがぼくのすぐ後ろにいるからじゃないかな」

「そ、そうかっ……！　君は大厄災デイザスターを受けると魔ま力りよくが上がる体質なのだったな……！」

「うん。そのおかげで魔ま法ほうの威い力りよくが跳はね上あがったんだろうね」

　おまけに、中級魔ま法ほうを使ったのにぼくの魔ま力りよくはちっとも減っていなかった。ぼくが大厄災デイザスターから得ることのできる魔ま力りよくはそれだけ膨ぼう大だいだということなのだろう。

「しかし、君はいつの間に中級魔ま法ほうなんて覚えたのだ……？　中級ともなると、覚えるのに何年もかかるものなのではないのか……？」

「いや、一晩で覚えられたよ？　もじょが心配で眠ねむれなかったから、どうせならと思って覚えておいたんだ」

「おお～！　さんしろーもイケメン～！　つよい～！　イケメン～！」

　ふっ。

　もじょがよだれを垂らしながらぼくを見ている。

　もっと見て。もっと褒ほめて。あと、モンブランは今のうちに猫ねこに戻もどって。できるだけ早く。

　と、ぼくがもう勝った気になっていたら、

「なに勝った気になっているのかな！」

「この隙すきは逃のがしません！」

　膝ひざをついていた盗とう賊ぞく二人が唐とう突とつに立ち上がり、モンブランに斬きりかかった。

　けれど───モンブランは両手の爪つめを伸のばして二人の切っ先を受け止め、軽々と薙なぎ払はらう。

「ふっ、我わが輩はいに隙すきなどないよ。人間の動きなど止まって見えるからな」

　想像以上の強さだった。たぶん、さっき閃せん光こうのように見えたのは、あの爪つめが超ちよう高速で放った斬ざん撃げきだったのだろう。

「モンブラン、そんなに強いのなら最初からその姿でいてくれればよかったのに……」

「そうしたいところなのだが、今のところ人化の術は二十分程度しかもたないのだ。しかも一日一回しか使えなくてな」

「意外と不便なんだね……」

「切り札とはそういうものだろう。我わが輩はいに言わせれば、さんしろうこそあんなに強力な魔ま法ほうを使えるのなら、最初からもっとバンバン撃うってほしかったのだが」

「残念だけど、この魔ま道どう書はもう耐たい久きゆう限界が近いんだ。ただのライトニングならともかく、ライトニングブラストを連発したりなんかしたらすぐに使い物にならなくなっちゃうよ」

「ふむ。では、お互たがいそれほど余よ裕ゆうはないということか」

　モンブランはそう言って、盗とう賊ぞくたちに視線を戻もどした。

「というわけで、今ならまだ見み逃のがしてやってもいいが、どうする？　ここで徹てつ底てい的にやり合うか？　それとも逃にげるか？　よく考えてから選ぶがいい」

　するとモンブランに薙なぎ払はらわれた盗とう賊ぞく二人は、目を見合わせてから両手を上げた。

「……業ごう腹はらだけど、勝てそうにはないね。降参するよ」

「……右に同じく。見み逃のがしていただけると助かります」

　それを聞いたモンブランは、『ふっ』とイケメンスマイルを浮うかべてうなずいた。

「いいだろう。我わが輩はいたちの目的はもじょを助け出すことだ。だからそれを邪じや魔ましないというのなら見み逃のがしてやる。ただし、このルートは我わが輩はいたちが使うから、お前たちは別のルートを使って逃にげてくれ。さすがに盗とう賊ぞくと行動を共にするわけにはいかないからな」

「別ルートか……。遠回りだけど、仕方ないかな」

「ですね。迂う回かいしましょう」

　そう言って、盗とう賊ぞく二人は残る一人に肩かたを貸し、立ち去ろうとした。

　ところがそのとき───、




「───ふふっ、出来の悪い子たちね。これはお仕置きが必要かしら？」




　水路の奥おくから、聞き覚えのある女の人の声が響ひびいてきた。

　同時に、盗とう賊ぞくたちがガタガタと震ふるえ出す。

　しかも、彼かの女じよがコツコツとヒールの音を鳴らしながら水路の奥おくから姿を現すと───その瞬しゆん間かん、盗とう賊ぞく三人が一気に凍こおりついた。

　凍こおりついたというのは、動けなくなったということじゃない。

　文字通り、三人とも強きよう烈れつな冷気に晒さらされ、カチコチの氷像と化してしまったのだ。





＊






「リ、リアさん、きてくれたんですね！」

　あまりの魔ま法ほうの威い力りよくにちょっとやりすぎなんじゃないかと思いつつも、ぼくは彼かの女じよに歩み寄ろうとした。けれど、

「ええ、もちろんくるわよ。だって、あなたってとっても目め障ざわりなんだもの」

　リアさんは仄ほの暗ぐらい笑えみを湛たたえてそう言うと、指をパチンと鳴らした。

　するとどういうわけか、ぼくの頰からコウモリが出てきてバサバサと宙に飛び立つ。

「なっ……!?　い、今のは、いったい……!?」

「前に教えてあげたでしょう？　監かん視し用の闇やみ魔ま法ほう『サービランス』よ。一昨日おとといの昼間、あなたの頰ほおにキスしたときに仕し込こんでおいたの。いつでもあなたの位置を特定できるようにね」

「ど、どうしてそんなことを……!?」

「どうしてって、そんなの決まっているじゃない」

　リアさんが綺き麗れいな人差し指をすらりと伸のばし、ぼくを指差す。すると次の瞬しゆん間かん、

「さんしろう、危ないッッ！」

　モンブランがぼくを肩かたに担かついで横っ飛びしていた。

　見れば、さっきまでぼくがいた場所には巨きよ大だいな氷柱が突つき刺ささっている。もしもモンブランが助けてくれなかったら、今いま頃ごろぼくの体には風穴が空いていただろう。

　しかもリアさんは、続けざまに次々と巨きよ大だいな氷柱を撃うち込こんできた。対するモンブランは、ぼくを担かついだまま右へ左へと素す早ばやく跳とび、襲おそいくる氷柱を避よけまくる。

「リア、なぜだ!?　なぜ我わが輩はいたちを攻こう撃げきする!?」

「どうもこうも、初めて会ったときにちゃんと忠告してあげたじゃない」

「ちゅ、忠告だと!?　なんのことだ!?」

「あら、覚えていないのかしら？　私は『命が惜おしければ、この世界では体にコウモリの入いれ墨ずみをしている人とは関わらないことね』と言ったはずでしょう？」

　そう言って、リアさんは自らの胸むな元もとにちょこんと指先を当てた。

　すると奇き妙みようなことに、その部分に赤色で刻まれた毒々しい模様が浮うかび上あがってくる。

「バ、バカな……!?　コウモリの入いれ墨ずみだと……!?　今までそんなものはなかったはずなのに……!?」

「投とう影えい魔ま法ほうで普ふ通つうの肌はだに見えるようにしていただけよ。けれど、解除すればこの通り。私の胸には最初からずっとこの入いれ墨ずみがあったの」

　なにかの間ま違ちがいだとしか思えなかった。

　けれど、彼かの女じよはそんなぼくの思いを踏ふみにじるかのように、酷こく薄はくな笑えみを浮うかべて告げる。

「じゃあ、改めて自己紹しよう介かいをさせてもらうわね。私はリア・フルフィーリング・ルーセット。こう見えて、ルーセット盗とう賊ぞく団リリガーデン支部の長よ。よろしくね」

　リリガーデン支部の長……!?　ということは、まさか幹部……!?

　どうしてもそれが信じられなかったぼくは、モンブランの肩かたから下り、彼かの女じよに尋たずねた。

「う、噓うそですよね……!?　リアさんがルーセット盗とう賊ぞく団の幹部だなんて、そんなことあるはずないですよね……!?」

「なにをもって『あるはずない』なんて言っているのかしら？　もしよかったら、その根こん拠きよを聞かせてもらいたいのだけど？」

「だ、だって、リアさんは今までに何度も盗人ぬすつとを撃げき退たいして、店番をしていたぼくを助けてくれたじゃないですか……!?」

「ふふっ、私はただの一度だってあなたを助けたことなんてないわよ？」

「ど、どうしてそんな噓うそを吐つくんですか……!?」

「噓うそじゃないわよ。私は単にあのお店で見張り役をしていただけだもの」

「み、見張り役……？」

「そう。私が撃げき退たいしたように見せかけていた連中は、みんな私の部下だったのよ。盗ぬすみに失敗した彼かれらが警備隊に通報されたりしたら厄やつ介かいだから、そうなる前に私が弱い魔ま法ほうでダメージを与あたえたふりをして、お店の外に放り出していたの」

「う、噓うそです！　そ、そんなの噓うそに決まってます！　現に今だって、リアさんは盗とう賊ぞく三人を凍こおらせて捕つかまえてくれたじゃないですか！」

「ああ、あれは捕つかまえたんじゃないわ。殺したの」

　そう言って、リアさんは指をパチンと鳴らす。

　すると盗とう賊ぞく三人の氷像が、無残にも粉々に砕くだけ散ちった。

「なっ……!?」

「ルーセット盗とう賊ぞく団の団員は、自分の正体を誰だれかに知られてしまった場合、必ずその相手を始末しなければならないの。けれどその三人は掟おきてを破り、逃にげ出だそうとした。だから制裁を加えたまでよ」

「あ、相手が盗とう賊ぞくだからって、これはいくらなんでもやりすぎですよ……!?」

「相手が盗とう賊ぞくもなにも、私が盗とう賊ぞくだと言っているでしょう？　ここまでやってもまだわからないのかしら？」

「で、でも、リアさんは雷かみなりの魔ま道どう書だってぼくにくれたじゃないですか！　いろいろと相談にだって乗ってくれたじゃないですか！　盗とう賊ぞくがどうしてそんなことをするんですか！」

「その魔ま道どう書はただ同然のゴミよ。だから、それをあげたくらいで敵の信しん頼らいが得られるのなら安いものだわ。それに、相談に乗っていたのは単にあなたやもじょの情報を聞き出したかったからだしね」

「ど、どうして、ぼくともじょの情報を……？」

「私は前々から、短期間に莫ばく大だいな資金を生み出せるもじょに目をつけていたの。彼かの女じよを利用するために、住むところや店てん舗ぽまで提供してあげてね。それなのに、あなたが現れてからは彼かの女じよの作るマジックアイテムが盗ぬすみにくくなってしまった。だから私は、邪じや魔まなあなたをうまく始末する方法がないかいろいろと探さぐっていたのよ」

「し、始末……？　それって、ぼくを殺そうとしていたってことですか……？」

「そうよ？　だから私、一昨日おとといあなたをおだててパーティーに誘さそってみたりしたの」

「ど、どうしてぼくをパーティーに誘さそったことが、ぼくを殺そうとしていたということになるんです……？」

「だって、あなたとパーティーを組んだ上で迷宮ダンジヨンに潜もぐり、誰だれも見ていないところであなたを殺せば、私は殺人をモンスターのせいにすることができるでしょう？　それなら街まち中なかであなたを殺すよりも面めん倒どうが少なくてすむじゃない」

「そ、そんな噓うそが通用するわけ……！」

「通用するわよ。一いつ時ときでも私と恋こい人びとになり、パーティーを組んでみなさい。あなた、リリガーデン中の男冒ぼう険けん者から嫉しつ妬とを買うわよ？　そんな状態で身みの丈たけに合わない迷宮ダンジヨンに潜もぐって死ねば、私が言い訳をするまでもなく周りはきっとこう思うわ。『リアに気に入られた新人冒ぼう険けん者が勘かん違ちがいして高ランクモンスターに挑いどんで死んだ。ざまぁｗｗｗ』ってね」

　そ、そんなっ……！

　ぼくはリアさんのことを好きにこそなれなかったものの、本当に尊敬していた。彼かの女じよの言うことは、いつだって筋が通っていたから。

　それが、どうしてこんなことに……？

「あっ……！　も、もしかしてリアさん、ルーセット盗とう賊ぞく団になにか弱みを握にぎられているんじゃないですか……!?　それで、今もどこかから誰だれかに監かん視しされていて、本当のことが言えなくなっているとか……!?」

「ぷっ……！　あははははははっ！　すごい想像力ね！　あなた、本当に可愛かわいいわ！　殺すつもりだったけど、ちょっと気が変わってしまったじゃない！」

　リアさんは、なぜかお腹なかを抱かかえて笑い出した。

「ねぇ、あなた、よかったら本当に私の恋人ペツトになってみない？　大人しく私の躾しつけに従うなら、バター犬くらいにならしてあげてもいいわよ？」

「バ、バター犬……？　なんですか、それ……？」

「あら、知らないの？　じゃあ、そこから時間をかけてじっくりと教えてあげるわ。だから、あなたは後ろに隠かくれているもじょを連れてこっちにいらっしゃい。大だい丈じよう夫ぶ、なにも怖こわくないわ。あなたももじょも、ただ私のものになるだけだから」

　リアさんは妖あやしく微ほほ笑えみ、ぼくたちに手招きをする。

　……けれど、

「な、なんだかよくわかりませんが、もじょは渡わたせません……！　それに、今までずっと言い出せなくて申し訳なかったんですけど、ぼくもあなたのものにはなれません……！」

「あら、どうして？」

「ぼくは、もじょのことが好きなんです！」

「……は？」

　ぽかんと口を開けて固まるリアさん。

　一方で、ぼくの後ろに隠かくれていたもじょは顔を真っ赤にして驚おどろいていた。この土ど壇たん場ばで、ようやくぼくの言葉がもじょに届いたのだ。

「そ、それは、このリア・フルフィーリング・ルーセットよりも、あのちんちくりんな小こ娘むすめのほうが魅み力りよく的だということ……？」

「魅み力りよくについてはリアさんも負けてないというか、同じくらいだと思うんですけど、ぼくが好きなのはやっぱりもじょで、この気持ちだけはどうしても変えられないんです……！」

　ぼくのもじょに対する『好き』は、あくまでも精神的プラトニツクなものだ。

　いくら好きでも、さすがにあんなに小さな子供を性的にどうこうしたいとは思わない。

　その点、リアさんは逆で、性的な欲望の対象にはなり得るのに、なぜだか好きにはなれない。

　だから結果として、二人の魅み力りよくは同じくらいだと思う。ぼくが好きなのは断然もじょだけど。

「こ、この私と、あの小こ娘むすめの魅み力りよくが、同じくらい……？」

　リアさんが頰ほおをぴくぴくと引ひきつらせ、わなわなと両りよう肩かたを震ふるわせる。

　同時に、周囲の空気がぞっとするほど冷たくなった。

「ま、まずいッ！　みんな逃にげろッ───！」

　モンブランが叫さけび終わらないうちに、ぼくたちは全力で走り出していた。

　つ、冷たいッ！　っていうか、冷たいのを通とおり越こして痛いッ！

　水路の壁かべも、床ゆかも、流れる水も、漂ただよう空気さえも、全てが一いつ瞬しゆんで凍こおりついていく。

　恐おそろしいスピードで迫せまりくる絶ぜつ対たい零れい度どの氷雲。

　あの氷雲に捕つかまってしまったら最後、あっという間に凍こおりついて動けなくなってしまうだろう。リアさんは、ついに本気でぼくたちを殺しにかかってきたのだ。

「さんしろうよ、相手の本質を捉とらえないまま話の核かく心しんを突つくなんて、君の天然っぷりは賞賛に値あたいするな！」

「それ褒ほめてるの!?　貶けなしてるの!?　どっち!?」

「どっちかというと褒ほめている！　が、さすがにこれはまずいな！　接近戦しかできない我わが輩はいでは手の打ちようがない！　君の魔ま法ほうでなんとかならないのか！」

　言われ、後方を確かく認にんすると、リアさんがものすごい形ぎよう相そうでぼくたちを追いかけてきていた。

　なにあれ超ちよう怖こわい。魔ま法ほう使つかいってテレポートとかでもっとエレガントに移動するものなんじゃないの？　なんであの人あんなにしゃかりきに走ってるの？

　そこで、ふと気づいた。

　ぼくは今の今まで、氷雲がぼくたちに迫せまってきているのだと思っていた。けれどよく見ると、実際に迫せまってきているのはリアさんのほうだ。

　あの氷雲は威い力りよくこそ絶大だけど、リアさんを中心とした半径10ｍ程度の範はん囲いにしか効果が及およばないらしい。それに、彼かの女じよはあの魔ま法ほうを使うことに集中していて、今は他の魔ま法ほうを使うことができないみたいだ。

　なら、足を止めることさえできれば……！

「───打うち砕くだけッ！　ライトニングブラストッ！」

　ぼくが放った強きよう烈れつな稲いな妻ずまが、激しくリアさんを貫つらぬく。

　ところが、彼かの女じよはそれでダメージを受けるどころか、逆にいきり立って走るペースを上げてきた。しかもただでさえものすごかった彼かの女じよの形ぎよう相そうが、今度は鬼おにの形ぎよう相そうになってしまっている。

　まさか、ライトニングブラストでさえまったく効かないなんて……!?

「って、わわっ───!?」

　ま、まずいっ！　後ろを見ながら走っていたら躓つまずいた！　追いつかれる！

「さんしろう、危ないッ！」

　モンブランがぼくを蹴けっ飛とばしてくれたおかげで、ぼくは凍こおりつかずにすんだ。けれど、

「ぐあああっ!?」

　代わりにモンブランが足元から凍こおりついていき、動けなくなってしまう。

　ダメだ、ああなったらもう逃のがれられない！

「まずは一匹ぴき……！」

　リアさんが舌なめずりをしてさらに迫せまってくる。

「もじょ、にゃー、下がってて！」

　もじょとにゃーは指示通り、曲がり角の向こうにぴゅーっと走っていった。ものっそい逃にげ足あしの速さだけど、あの子たちには戦せん闘とうは無理だ。こうなったら、ぼくがリアさんを止めてモンブランを助けるしかない！

「ライトニングッ！」

　ぼくは直接リアさんを狙ねらわず、水路の天井を撃った。すると狙ねらい通りに経けい年ねん劣れつ化かの進んだ天てん井じようの一部が崩くずれ落おちてきて、彼かの女じよの行く手を阻はばんだ……のだけど、

「ちっ！」

　彼かの女じよは舌打ちをしつつも、ひょいと崩ほう落らくした瓦が礫れきの隙すき間まをくぐり抜ぬけてきた。威い力りよくが低い魔ま法ほうでは、完全に通路を塞ふさぐほどには天てん井じようを崩くずせなかったのだ。

「くそっ！　それなら！」

　ぼくは天てん井じように向かって懲こりずに稲いな妻ずまを放つ。一発では通路を塞ふさぎきれないのなら、塞ふさぐことができるまで撃うって撃うって撃うちまくるまでだ。幸いここは地中の奥おく深くなので、天てん井じようはぶ厚く、どれだけ撃うっても地上に被ひ害がいが出ることはないだろう。

「うおおおおおおおおおっ！」

　稲いな妻ずまで次々と天てん井じようを破は壊かいしていく。通路が瓦が礫れきで塞ふさがれ、すぐにリアさんの姿は見えなくなったけれど、それでもまだまだ撃うち続ける。

　と、徐じよ々じよに雷かみなりの魔ま道どう書の存在が希き薄はくになってきて、ぼくの精神とのリンクが怪あやしくなってきた。いよいよ魔ま道どう書の耐たい久きゆう限界が近いらしい。

　けれどできるだけ高く、できるだけ厚く瓦が礫れきの壁かべを築き上げなければ、あのリアさんを止めることはできないはずだ。だから、今は魔ま法ほうを撃うつのをやめるわけにはいかない。

「くっ……！　頼たのむ、あとちょっとだけもってくれ……！」

　祈いのるような気持ちで、ぼくはさらに稲いな妻ずまを放ち続ける。

　ところが……十発目の稲いな妻ずまを放ち終えたところで、ついに本当の限界がやってきた。

　この魔ま道どう書は、もうこれ以上の魔ま法ほう使用には耐たえられない。というより、既すでにいつ消しよう滅めつしてもおかしくないような状じよう況きようだ。それが肌はだでわかってしまう。

「はぁっ……！　はぁっ……！　で、でも、これだけやれば……！」

　もはや水路は水路と呼べないほどに瓦が礫れきで埋うめ尽つくされていた。これなら一目見て通行不能だ。あとで水路全体が機能不全に陥おちいらないか心配になってくるほどの崩ほう落らくである。

　……と、思っていたのだけど、

「───お疲つかれ様さま。気はすんだかしら？」

　冷めた声が聞こえてきて、一いつ瞬しゆんで瓦が礫れきの壁かべが凍こおりついた。

　しかも次の瞬しゆん間かん、それは粉々に砕くだけて氷ひよう塵じんと化し、爆ばく風ふうで吹ふき飛とばされてしまう。

「う、噓うそでしょ……？」

　きらきらと舞まい散ちる氷ひよう塵じんは美しくも恐おそろしく、まるでダイヤモンドダストのようだった。

　あんなにも高く、厚く築いた壁かべが、一いつ瞬しゆんで粉ふん砕さいされ、吹ふき飛とばされてしまうなんて。

　ぼくにはもう、リアさんを止めることはできそうにない。

「さぁ、お仕置きの時間よ。最さい期ごに言い残しておきたいことはあるかしら？」

　リアさんは、彼かの女じよが放つ魔ま法ほうよりも冷たい眼まな差ざしをぼくに向けてきた。

　こんなの、ぼくの知っているリアさんじゃない。いつもの彼かの女じよと今日の彼かの女じよ、いったいどっちが本当のリアさんなのだろう。

「……言い残しておきたいことというよりも、訊きいておきたいことがあります」

「あら、なにかしら？」

「今のあなたは、本当に自分の意志でぼくを殺そうとしていますか？　さっきも訊ききましたけど、誰だれかに脅おどされて困っていたりはしませんか？」

　尋たずねると、リアさんは目をぱちくりとさせて固まり───、

　次の瞬しゆん間かん、狂くるったように笑い出した。

「ぷっ……！　あははは！　あははははははははっ！」

「な、なにがそんなにおかしいんですか……！」

「あなたの底そこ抜ぬけなバカっぷりがおかしいのよ！　あなた、たけのきのこ狩がりのときも二度も私に殺されかけたのに、本気でまだそのことに気づいていないの？」

「ああ……。じゃあやっぱり、あのときの雷かみなりはリアさんの魔ま法ほうだったんですね……」

「あはははっ、当たり前じゃない！　あれを自然な落らく雷らいだと思えるなんて、あなたどれだけおめでたい頭をしてるのよ！　あははははっ！」

　彼かの女じよは目め尻じりに涙なみだまで滲にじませて笑う。

　今にして思えば、あのときぼくに雷かみなりが落ちなかったのは、近くにもじょがいたおかげだったのだろう。リアさんが大厄災デイザスターを受けて不運になっていたからこそ、あの雷かみなりは外れたのだ。

「……つまり、リアさんは間ま違ちがいなく自分の意志でもじょをさらい、ぼくを殺そうとしている。そう受け止めていいんですね？」

「愚ぐ問もんすぎて答える気にもなれないわ。でも、最さい期ごの質問を無視するというのもちょっと可哀かわい想そうな気がするから、あなたにはもっと素す敵てきな真実を教えてあげる」

「素す敵てきな、真実……？」

「そう。この地区で十年前に起きた、大火事の真相。あの大火事はね、本当はもじょの大厄災デイザスターのせいなんかじゃなかったのよ」

「それは知っています。火元はフゴーさんの屋や敷しきだったんでしょう？　その他にも、フゴーさんの遺体には火傷やけど以外に負傷の痕あとが残っていたこととか、彼かれの屋や敷しきからは聖石がなくなっていたこととか、いろいろと話は聞いていますよ」

「へぇ？　大したものね。一人でそこまで調べていただなんて」

「もじょのためですから」

「前言撤てつ回かい。あなた、気持ち悪いわ。せっかく可愛かわいい顔をしているのに、ロリコンだったなんて幻げん滅めつよ」

「ぼくはロリコンじゃありませんよ。もじょ以外の子には興味がありませんから」

「ロリコンはだいたいみんなそう言うのよ」

「なら、別にもうロリコンでいいです。周りからどう認にん識しきされ、なにを言われようと、もじょのことが好きだというぼくの気持ちは変わりませんから」

「さっさと殺したくてしょうがなくなってきたから、結論だけ言ってもいいかしら？」

「どうぞ」

「十年前のあの日、フゴー・デ・リリガーデンを殺して聖石を奪うばい、彼かれの屋や敷しきに火を放ったのは、なにを隠かくそうこの私よ。本当は殺人の証しよう拠こを消すためにあの屋や敷しきだけを焼くつもりだったのだけど、ちょっと火加減を間ま違ちがえて大おお事ごとにしてしまったのよねぇ」

　ケラケラと笑いながら話すリアさん。

　まるでクッキーを焼くつもりが、火加減を間ま違ちがえて黒くろ焦こげにしてしまった話をするみたいに。

　大勢の人を死傷させ、路頭に迷わせた大火事のことを、単なる笑い話のように話している。

「あのときは、さすがの私もこれは燃えすぎでしょって心配になったわ。で、真っ先に考えたのは、とりあえずは火事を他の誰だれかのせいにしておかないとってことだった」

　まさか……、

　まさか、この人は……！

「それでね、私は部下たちに命令して『もじょが大厄災デイザスターで火事を起こしたぞ！』って叫さけばせながら街まち中じゆうを走らせたのよ。そうしたら街の人たちがあっさりとそれを信じてくれて笑いが止まらなかったわ。ね、おかしいでしょ？　あなたも含ふくめ、人間って本当にバカばかりよね？」

　彼かの女じよは心底おかしそうに問いかけてきた。もしもこの世に悪あく魔まがいるとするなら、そいつはきっとこんな顔をしているに違ちがいない。

「ま、唯ゆい一いつの誤算は、あのあともじょが自ら街を出ていこうとしたことだったわ。金づるの彼かの女じよにいなくなられては困るから、私は自分の住居と店てん舗ぽを彼かの女じよに貸してあげなくてはならなくなったのよねぇ」

　彼かの女じよの蛇へびのような視線が、曲がり角の向こうに隠かくれているもじょに向けられる。

　おかげでぼくは、嫌いやというほどに理解した。

　これが本当のリアさんだ。

　フゴーさんを殺し、聖石を奪うばい、大火事で多くの人たちを死傷させ、あまつさえもじょにその罪を被かぶせ、それを笑いながら話す人間のクズ。

　それが、リア・フルフィーリング・ルーセットだ……！

「どう？　素す敵てきな真実だったでしょう？」

「…………」

　ぼくは正義の味方じゃない。

　だから正直、フゴーさんのことや大火事のことについては、どこか他ひ人と事ごとのように思える。

　けれど、この人がもじょに濡ぬれ衣ぎぬを着せたことだけは絶対に許せない。

　この十年間、あの子がどんな思いで孤こ独どくに耐たえ続けてきたと思っているんだ……！

「じゃあ、話も終わったことだし、殺すわね。バイバイ、名前も知らないボーヤ」

　そうか。

　ぼくがこの人のことを好きになれなかった理由もついでにわかってしまったぞ。

　ぼくはこの人から、一度も名前で呼ばれたことがなかったんだな。

「……ありがとうございます」

　ぼくは反射的にそう答えていた。

「？？？　ありがとうございますって、なにが？　殺されるのが嬉うれしいの？」

「いえ。これで躊躇ためらうことなくあなたを倒たおすことができます」

「？？？　ああ、恐きよう怖ふで頭がおかしくなってしまったのね？　もっと泣いたり喚わめいたりしてもらいたかったのに、これじゃあつまらないわ」

「リアさん、ぼくはまともですよ。これから倒たおれることになるのはあなたのほうです」

「あははっ、ほんとにバカね！　私にはライトニングブラストさえ効かなかったのを忘れたのかしら？　今のあなたには私を倒たおす術すべなんてないわ」

「そう思うのなら、どうぞぼくを殺してみてください。できるものならね」

「じゃあ、お言葉に甘あまえてそうさせてもらうわ。最さい期ごの言葉がはったりだなんて、しまらない人生だったわね」

　言って、リアさんが右手を翳かざす。けれどそれよりも一いつ瞬しゆん早く、

　───疾はしれッ、チェインライトニングッ！

　ぼくが念じると同時に、天てん井じようで十の光が疾しつ走そうし、重なり合い、一筋の巨きよ大だいな霹へき靂れきと化した。刹せつ那な、規格外の雷らい光こうが視界を白く覆おおい尽つくし、大地を震ふるわせるほどの雷らい鳴めいが耳をつんざく。

　その凄すさまじい轟ごう音おんは、リアさんの悲鳴をもかき消けした。

　これこそが、ぼくが目指した最さい恐きようの稲いな妻ずま。

　前の世界でぼくの命を奪うばった、圧あつ倒とう的で、理り不ふ尽じんで、畏い敬けいの念すら覚えた天変地異───青天の霹靂だ。

　リアさんを貫つらぬき、怒ど濤とうのごとく破は壊かいの限りを尽つくす雷らい光こう。

　そのあまりの威い力りよくに、彼かの女じよを中心とした落下地点では激しく水路が抉えぐれ、地形が変わるほどの巨きよ大だいな穴ができた。

　少し遅おくれて、ついに耐たい久きゆう限界を迎むかえた雷かみなりの魔ま道どう書がサラサラと風化していく。

　さすがに、十発ものチェインライトニングの連射には耐たえられなかったようだ。

「……さようなら、リアさん」

　全てが終わったあと、彼かの女じよは大穴の底で地に埋うもれるようにして倒たおれていた。

　しかも、水路が壊こわれたことで行き場を失った水がどんどんそこに流ながれ込こんでいっている。

　覚かく悟ごしてやったはずなのに、手の震ふるえが止まらなかった。

　ぼくは自分のしたことから目を背そむけるように、モンブランのほうに向き直る。

「……モンブラン、ちょっと熱いかもしれないけど、我が慢まんしてね」

　ファイアポーションを使い、彼かれの足元の氷を溶とかす。手が震ふるえているせいで、モンブランが火傷やけどしないように火加減を調整するのがなかなか難しかった。

「さ、さんしろう、熱いのは別に構わないのだが、さっきのはなんなのだ……？　君はいつの間にあんな上級魔ま法ほうを……？」

　モンブランはすっかり目が点になってしまっていた。

「あれは上級魔ま法ほうじゃなくて、チェインライトニングっていう中級魔ま法ほうだよ」

「ちゅ、中級……？　あの威い力りよくで……？」

「うん。十発分まとめての威い力りよくだから、あんなものでしょ」

「な、なんだと……？　君はあの一いつ瞬しゆんで十発もの魔ま法ほうを撃うったというのか……？」

「いや、違ちがくて、そもそも天てん井じようを崩ほう落らくさせるために撃うっていた魔ま法ほうがチェインライトニングだったんだよ。チェインライトニングはぱっと見ライトニングと同じに見えるけど、最初に当てたところから次の標的に飛び火チエインさせることができる便利な魔ま法ほうなんだ」

「で、では君は、天てん井じようを崩ほう落らくさせるためだけではなく、天てん井じように稲いな妻ずまを帯電させ、それをまとめてリアに飛び火チエインさせるためにあんなに魔ま法ほうを連発していたというのか……？」

「そういうこと。ちなみに、最初にライトニングって叫さけびながら天てん井じようを撃うったのは、チェインライトニングを使ったことがバレないようにするための偽装フエイクだったんだ」

「す、すごいなっ……！　あんな絶体絶命な状じよう況きようで、よくそこまで頭が回ったものだ……！」

「いや、逆だよ、逆。絶体絶命な状じよう況きようだったからこそ思いつけたんだ。人生は思い通りにいかないのがデフォ。でも、転んでもただでは起きない。それがぼくのモットーだからね」

「ふははっ、そうだな！　たしかに君は昔からそういうやつだった！　それでこそ我わが輩はいの相棒だ！」

「それ、イケメンの姿で言われるとすごい違い和わ感かん」

「まだそれを引っ張るのか！」

　言って、ぼくたちは笑い合う。

　手の震ふるえは、いつの間にか止まっていた。イケメンの姿になってもやっぱりモンブランはモンブランだ。話しているとすごく癒いやされる。

　ぼくたちのその笑い声に誘さそわれたのか、曲がり角のところに隠かくれていたもじょとにゃーもそっと顔を覗のぞかせてくる。

「もう大だい丈じよう夫ぶだよ。おいで」

　ぼくが手招きすると、もじょとにゃーはてててと足早に駆かけ寄よってきた。

「さんしろー、ありがと……！」

　もじょはそう言って、ぼくのシャツの裾すそをきゅっと摑つかむ。

　見れば、彼かの女じよの長い前まえ髪がみは、いつの間にかヘアピンでサイドに留められていた。

　それにこのヘアピンは、ぼくが以前彼かの女じよにプレゼントしてあげたものだ。てっきり家出したときに捨てられてしまったものとばかり思っていたけれど、まだ持っていてくれたんだな。

　それに、これを改めて付けてくれたということは……、

「……もじょ、ごめんね。ぼくは今まで自分の気持ちを誤ご魔ま化かしてた。でも、今は胸を張って言えるよ。ぼくは君のことが好きだ。だから、これからもぼくと一いつ緒しよにいてくれないかな？」

　ぼくがそうお願いすると、もじょはうつむき加減にはにかみ、顔を真っ赤に上気させながらもこくりとうなずいてくれた。ぼくを見上げる彼かの女じよの瞳ひとみはうっすらと潤うるんでいて、きらきら光る宝石みたいに綺き麗れいだ。

「ヘアピン、ちゃんと自分で付けられるようになったね」

「ん……」

「これからも付けてね。ぼく、もっと君の可愛かわいい顔が見たいから」

　言うと、もじょは恥はずかしさに耐たえかねたのか、うつむきながらぽかぽかとぼくの胸を叩たたいてきた。

　……これでやっと元に戻もどれたな。

　いや、これからは本物の恋こい人びと同士だから、元以上か。

「あー……コホン。お邪じや魔まするようで悪いが、君のおかげで足元の氷も溶とけたことだし、そろそろ地上に戻もどらないか？」

　モンブランが申し訳なさそうに切り出してくる。

「あ、そ、そうだね。ごめん、つい」

　ぼくともじょは慌あわてて一歩分離はなれた。

「……まぁ、気にするな。仲良きことは美しきかなだ」

　と言いつつも、モンブランは半笑いをしていた。

　ぼくともじょ、そんなに恥はずかしいやりとりをしてたかな。……してたか。

　ぼくはもじょのこととなるとどうにも周りが見えなくなっていけないな……。

「では、いくぞ。にゃーよ、また道案内を頼たのむ」

「にゃー！」

　にゃーが任せろと言わんばかりに応える。

　それでぼくたちは自然と笑え顔がおになり、にゃーのあとに続こうとした。

　けれどそのとき───、

「……え……？」

　腹部にグサリと嫌いやな衝しよう撃げきを感じ、視線を下げると、ぼくのみぞおちに巨大な氷柱が突き刺さっていた。

　貫つらぬかれた箇か所しよから赤い血が大量に流れ出し、氷柱を伝ってボタボタと滴したたり落おちていく。

　まさかと思い、痛みに震ふるえながら振ふり返かえると───今度は左太ももと右手を氷柱に貫つらぬかれた。

　突とつ然ぜんの抑おさえがたい吐はき気け。止まらない吐と血けつ。

　視界がぐらりと揺ゆれ、体が血の海に横転する。

　まずい。

　死ぬ。

　前の世界で一度死んだからわかる。これはもう助からない。

　痛いのを通り越こして、すぐに気が遠くなってきた。

「リ、リア!?　あれだけの稲いな妻ずまを受けてなぜ生きている!?」

　モンブランが襲おそいくる氷柱を爪つめで叩たたき落おとしながら問う。

「ふんっ！　直ちよく撃げきする瞬しゆん間かん、周囲に氷の防ぼう壁へきを張ってガードしたのよ！　でもまさか、こんなボーヤの魔ま法ほうが私の防ぼう壁へきを粉ふん砕さいしてしまうとは思っていなかったわ！　防ぼう壁へきでかなり威い力りよくを殺していたとはいえ、よくもこの私の大切な肌はだを焼いてくれたわね！」

　リアさんは執しつ拗ようにぼくに向かって氷柱を撃うちまくってくる。

　モンブランはそれを爪つめで叩たたき落おとしてぼくを守ろうとしてくれているけど、もはやその行こう為いにはあまり意味がないかもしれない。

　体の感覚がなくなってきた。

　魔ま道どう書ももうない。

　反はん撃げきしようにも指一本動かせない。

　おい、どうした。

　なんとかしろ、丘おか三さん四し郎ろう。

　ピンチをチャンスに変えるのがぼくなんじゃなかったのか。

　薄うすれゆく意識の中、もじょがぼくに泣きすがるのを見た。

　でも、彼かの女じよの声が聞こえない。

　彼かの女じよの温ぬくもりが感じられない。

　こんなにも守りたいのに。

　やがては彼かの女じよの姿さえ、見えなくなってしまった。
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　真っ暗だ。

　もう痛みも感じない。

　苦しくもない。

　ただ、ずっと闇やみの安あん寧ねいが続くだけ。

　意識が意識とも呼べない世界。

　ぼくはそこに、たしかに堕おちていた。




　ところが、唐とう突とつに光が溢あふれる。




　なにも見ることなんてできないはずなのに眩まぶしい。

　あの日見た稲いな妻ずまをも超こえる、爆ばく発はつ的で、圧あつ倒とう的で、脅きよう威い的な光。

　怖こわい。

　でも、強く惹ひかれる。

　たとえるなら、それは生命の根源である太陽の光。創世を司つかさどる原初のエネルギー。

　ぼくはその太陽みたいななにかに力を吹ふき込こまれ、ジェットコースターに乗せられたみたいに急激に意識を引ひき戻もどされた。

　そして、瞼まぶたを開く。

「───蘇そ生せい完かん了りよう。三さん四し郎ろうさん、ご気分はいかがですか？」

　そう問いかけてきたのは、もじょに瓜うり二ふたつな誰だれかだった。

　でも、彼かの女じよはもじょじゃない。

　というよりも、人間ですらない。

　ぼくが目を閉じていたときに感じていた、太陽みたいななにか。それが彼かの女じよだ。

　否いや応おうなく湧わき上あがってくる畏い敬けいの念。そこに存在されるだけで体が震ふるえてしまう。

「確かく認にんのため、起きてみてください。どこかおかしなところがあれば再構成します」

　ぼくは言われるがままに立ち上がり、自分の体を確かく認にんしてみた。

　けれど、おかしなところなんてどこにもない。普ふ通つうに動けるし、どこも痛くないし、氷柱に貫つらぬかれたはずのみぞおちや左太ももや右手が、全部噓うそみたいに元通りになっている。

　ただし、着ている服だけは血ち塗まみれでズタボロのままだけど……。

「体が、なんともなくなってる……？　まさか、君がぼくを治してくれたの……？」

「はい。あなたはここで死ぬべき人間ではありません。いずれ第七世界セブンス・ワールドにお連れいたしますので、それまではその体を大切に使ってください」

　彼かの女じよは表情のない顔で答えた。

　やっぱりこの子はもじょじゃない。もじょはこんな機械みたいな顔はしない。

「セ、第七世界セブンス・ワールド……？　き、君は誰だれなの……？　もじょはどこにいっちゃったの……？」

「彼かの女じよは私の中で眠ねむっています。そして、もう二度と目を覚ますことはありません」

　唐とう突とつに告げられる別れ。

　まったく意味がわからない。そんなものに納なつ得とくなんてできるわけがない。

「さんしろうッ、もじょッ、伏ふせろッッ！」

　モンブランが捌さばききれなかった氷柱がこちらに向かって飛んでくる。けれど、

「必要ありません」

　氷柱は、なぜかぼくたちの手前で霧む散さんした。

　それを見たリアさんが目を見開く。

「い、今の、どうやって私の魔ま法ほうを無効化させたの!?　そのボーヤの蘇そ生せいといい、いったいなにがどうなっているのよ!?」

　さすがの彼かの女じよも人が生き返るところを見るのは初めてだったようだ。一目見てわかるくらいに動どう揺ようしている。

「蘇そ生せいはともかくとして、別にあなたの魔ま法ほうに対してはなにもしていませんよ。ただ、私とあなたでは、存在次元が違ちがいすぎるというだけのことです」

「存在次元が、違ちがう……？」

「そうです。たとえば、あなたが小説を読んでいるとしましょう。その小説の中で火事が起き、辺りが炎ほのおに包まれたとして、あなたはそれを熱いと感じるでしょうか？」

「か、感じるわけないでしょう……！　あなた、私のことをバカにしているの……!?」

「バカにはしていませんが、見下してはいますね。あなたには私がここにいるように見えているかもしれませんが、それは私がそう見えるようにして差し上げているからにすぎません。私にとってこの世界で起きる出来事は、全て小説の中の火事に等しいのです」

「……なにを言っているのかさっぱりだけれど、あなたが私を見下しているということだけはよくわかったわ！」

　リアさんが怒いかりをあらわにし、右手から水路を塞ふさいでしまいそうなほど巨きよ大だいな氷ひよう塊かいを放つ。

　それはまるで氷山版の隕いん石せきだった。飛来する速度が速すぎる上、巨きよ大だいすぎて逃にげ場ばがない！

　けれど───それすらも、ぼくたちの遥はるか手前で何事もなかったかのように霧む散さんした。

「そ、そんなっ……!?　私のグラシアルインパクトがっ……!?」

　愕がく然ぜんとし、その場に立たち尽つくすリアさん。きっとよっぽどの上級魔ま法ほうだったんだろう。

「なにをしてもムダですよ。この世界は天使評議会が創り出した魂たましいを育むためのゆりかご。言わば、私たち天使はあなた方を生み出した創世者なのです。小説の中の存在が創世者である人間に傷をつけることができないのと同様、あなた方人間もまた私たち天使に傷をつけることはできません」

　言って、少女は人間にはあり得ないものを顕けん現げんさせた。

　彼かの女じよの背で神こう々ごうしくはためく、直視できないほどに眩まぶしい六枚の光こう翼よく。

　その光を浴びたぼくの体には、信じられないほど膨ぼう大だいな魔ま力りよくが湧わき上あがってきた。

　まずい……！　やっぱりこの子は……！

「て、天使評議会……!?　創世者……!?　あなた、いったい何者なの……!?」

「滑こつ稽けいですね。人間がそれを私に問うのですか」

「こ、滑こつ稽けいって、なにがよ……!?　私はあなたに何者かと尋たずねているだけでしょう……!?」

「ですから滑こつ稽けいだと言っているのです。そもそも、私に名を付けたのはあなた方人間ではありませんか」

「わ、私はあなたに名前を付けた覚えなんてないわ……！」

「そうですか。では、私がどういう存在なのか、今ここで思い出させて差し上げましょう」

　少女がそう言った直後。

　リアさんの体が、突とつ然ぜん轟ごう音おんを立てて爆ばく発はつした。

「……あ……がっ……!?」

　あまりにもあっけなく、ぐしゃりと血の海に沈しずむリアさん。

　少女はそれをなんの感かん慨がいもなさそうに見下しながら、冷たく告げた。

「これで思い出せたでしょう？　私の名は大厄災デイザスター。あなた方人類を滅ほろぼすため、天使評議会より遣つかわされた『禍わざわい』ですよ」
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　リアさんがやられた。

　あれほど凶きよう悪あくな強さを誇ほこった魔ま法ほう使つかいが、ほんの一いつ瞬しゆんのうちに、たったの一いち撃げきで。

　これはもう強いなんてものじゃない。文字通り、次元が違う。

「……ぅ……ぁ……」

　リアさんが弱々しい呻うめき声を上げ、ぴくぴくと痙けい攣れんする。

「おや、まだ生きていましたか。半はん端ぱに強いと苦労しますね。でも、ご安心ください。今楽にして差し上げますから」

　大厄災デイザスターがそう言った直後、

「ダメだッ！」

　とっさにリアさんの前に飛び出して仁に王おう立だちをしたぼくの体に、また爆ばく発はつ的な魔ま力りよくが湧わき上あがってきた。

　ぼくがこれほど膨ぼう大だいな魔ま力りよくを得たということは、それだけ大厄災デイザスターが大量に不運の因子を振ふり撒まいたということだ。その放出量はもじょの比ではなく、もしも普ふ通つうの人間がこんなものを浴びてしまったら一ひと溜たまりもないだろう。

「素す晴ばらしい、本当に不運私の力を己おのが力と変えられるのですね。そんなことができる者は私たち天使の中にもいません。たゆまぬ努力で得たその神のごとき精神に、深く敬意を表します」

「そ、それはどうも……。ところで、さっきの爆ばく発はつも君の力で起こしたのかな……？」

「はい。その女は私からの攻こう撃げきに備え、氷の防ぼう壁へきを展開しようとしていました。ですから、私はそれを意図的に失敗させ、彼かの女じよの魔ま力りよくを暴走させたのです」

「つまり、リアさんは暴走した自分の魔ま力りよくで自じ爆ばくしちゃったってこと……？」

「その通りです。通常なら、その女ほどの魔ま法ほう使つかいが魔ま法ほうを発動し損そこねて自じ爆ばくする確率は極きわめて低いのですが、私はその僅わずかな確率をいつでも１００％まで引き上げて差し上げることができますから」

「要するに、君はどんなに起こる確率が低い不運だろうと、好きなときに１００％の確率で起こすことができちゃうってこと……？」

「はい。私がその気になれば、今すぐ全人類の足の小指をタンスの角にぶつけることも可能ですよ」

「す、すごくわかりやすいたとえをありがとう……」

　全身から嫌いやな汗あせが吹ふき出でてきた。

　この子のこと、天使みたいに可愛かわいいなとは思っていたけど、まさか本当に天使だったなんてちょっと洒落しやれになってないぞ……。

　はっきり言って、人間じゃあどう足あ搔がいても彼かの女じよには敵かなわない。

　なにせ彼かの女じよは、ぼく以外の全人類を一瞬で滅亡させることができる力を持っているのだから。

「ときに三さん四し郎ろうさん、どうしてそんな低てい劣れつな人間を庇かばうのです？　もしかして、まだその女に未練がおありで？」

　大厄災デイザスターはもじょの顔で、もじょの仕し種ぐさで、きょとんと首を傾かしげてみせた。

　ぼくはそれがたまらなく嫌いやで、抗こう議ぎも兼かねて答える。

「……正直、この人のことなんてもうどうでもいいよ。でも、今君が使っているのはもじょの体だ。君がこの人を殺せば、もじょがこの人を殺してしまうことになる。だから、そんなことはさせられない。もじょは自分が人を殺したなんて知ったら、きっとすごく傷ついてしまうだろうからね」

「さきほども申し上げましたが、もじょはもう二度と目覚めません。ですから、傷つくこともありません」

「悪いけど、毎朝もじょを起こすのがぼくの日課でね。彼かの女じよを起こさなきゃ、ぼくの一日は始まらないんだ。だから、ぼくは必ずもじょを目覚めさせてみせるよ」

　ぱち、ぱち、ぱち。

　大厄災デイザスターが無表情のまま拍はく手しゆをする。

「素す敵てきです。あなたの愛情に感服いたしました。特例として、もじょのことは人類を滅めつ亡ぼうさせたあと、これとは別の体に移うつし替かえた上であなたにお引ひき渡わたしいたしましょう。きっともじょも喜びます」

「えっ、ちょっ、ちょっと待って？　今、さらりと人類を滅めつ亡ぼうさせるって言わなかった？」

「はい。言いましたが、それがなにか？」

「な、なんで？　激おこぷんぷんになっちゃったのはリアさんのせいでしょ？　だったらリアさんにだけ仕返しすればよくない？　どうして滅ほろぼす対象が全人類になっちゃうの？」

「私が人類を滅めつ亡ぼうさせるために生まれてきた禍わざわいだからです」

「そ、それだけ……？　たったそれだけの理由で、本当に人類を滅めつ亡ぼうさせちゃうの……？」

「理由としてこれ以上のものはないと思いますが？　ペンは文字を書くために生まれてきます。かなづちは釘くぎを打つために生まれてきます。ゲーム機は乙女おとめゲーを再生するために生まれてきます。それと同じように、私は人を滅ほろぼすために生まれてきたのです」

「いやいやいや！　おかしいでしょ、それ！　ぼくはもじょが神しん託たくの禍わざわいだなんて絶対に認めないぞ！　彼かの女じよならもっと別の生き方だってできるはずだ！」

　乙女おとめゲーのことについてはあえてスルーした。今ここでつっこんだら負けだと思った。

「あなたがそう思うのは無理もないことです。なにせもじょは禍わざわいであるどころか、人類を救うための『救世主』なのですから」

「な、なんだって……!?」

「天使評議会が創造した『この世で最も人間を愛し、この世で最も人間に優やさしい存在』。それが救世主であるもじょです。ただし、もじょは私と違ちがって自分の素す性じようを知らされていませんでしたから、まったくの無自覚ではありましたが」

「じゃ、じゃあその体には、今までずっと救世主と禍わざわいが同居してたってこと……!?」

「そういうことになりますね」

「なら、どうして今になってもじょが引ひっ込こんで、君が表に出てきちゃったのさ……!?」

「禍私が顕けん現げんするための条件が『もじょが人間に対して絶望すること』だったからです。この世で最も人間を愛し、この世で最も人間に優やさしいもじょ。そんな彼かの女じよでさえ人間に愛あい想そを尽つかすような事態が起きれば、そのときは人間など滅ほろぼしてしまえ。それが天使評議会の意向だったのですよ」

「そ、そんなっ……!?　それじゃあ君が出てきちゃったのは、もしかしてぼくのせいなんじゃないか……!?」

「いいえ。こうなった直接の原因は、今あなたが庇かばっているその女の非道な行こう為いにあります。ですから、あなたが気に病やむ必要はありません」

「き、気に病やむよ！　ぼくが死ななければ、もじょが人間に絶望することはなかったんじゃないか！」

「私はそうは思いません。遅おそかれ早かれ、いずれはこうなっていましたよ。あなただって、もじょが人間たちからどのような仕打ちを受けていたのかをご存知のはずでしょう？」

「っ……！」

　たしかに、ぼくももじょに酷ひどいことをしてきた人たちには憤いきどおりを感じている。

　人間には『悪者』を創り出し、それを集団で袋ふくろ叩だたきにすることによって自らのストレスを和やわらげようとする負の側面がある。彼かれら彼かの女じよらは自分たちこそが真の『悪者』であることを理解せず、また認めようともせず、あんなに幼い子供さえもその毒どく牙がにかけてしまったのだ。

　けれど……！

「全ての人たちがそうだったわけじゃない……！　中にはウッディさんみたいに強くて優やさしい人だっていたじゃないか……！　それなのに、酷ひどい人たちがいるからって人間全部を滅ほろぼしちゃうなんて、いくらなんでもおかしすぎるでしょ……!?　逆に、どうして天使評議会はそんなに性急に人類を滅ほろぼしたがっているのさ……!?」

「それは私のあずかり知るところではありません。それに、人類を滅ほろぼすのに特に理由が必要だとも思いません。私は、人を殺すためだけに生まれてきた禍わざわいですから」

「だったらどうしてぼくを生き返らせたのさ！　ぼくだって人間だぞ！　君が殺すべき対象のはずじゃないか！」

「お気づきになっていないようですが、あなたの精神はとうに人間の域を超こえています。現に、人間だけを殺す私の能力が、あなたには効かないではありませんか。あなたは正当な手順を踏ふみさえすれば、すぐに私たち天使と同格かそれ以上の存在になれる逸いつ材ざいです。故ゆえに殺すべき対象ではなく、歓かん迎げいすべき対象として蘇そ生せいを行いました」

「歓かん迎げいされても困る！　ぼくは人殺しの仲間になんてなれない！」

「なるほど。つまりあなたは、私がその女を殺すのを徹てつ底てい的に邪じや魔ますると、そう言いたいわけですね？」

「そうだ！　それにリアさんだけじゃない！　ぼくは他に誰だれ一人ひとりとして、君に人間を殺させたりなんかしないぞ！」

「その心意気は買いますが、あなたがご自身を盾たてにして守れるのはせいぜい数人程度のはず。そんな状じよう況きようで、どうやって全人類に対して即そく死し級の不運を振ふり撒まくことができる私を止めるおつもりです？」

「それは……これを使う！」

　ぼくはウエストポーチから、羊皮紙でできた一本の巻物スクロールを取り出した。

　これは三日前、役所に調べものをしにいったときに手に入れたものだ。

　雷かみなりの魔ま道どう書を失ったぼくには、もうこれしか大厄災デイザスターに対たい抗こうする手段が残されてない。

　これは別の意味で最後の手段だったのだけど、こうなっては四しの五ごの言わずにここで使ってみるしかないだろう。

「巻物スクロール……？　まさか、そんなもので私が止められるとでも？」

「さあね。使ってみないことには、ぼくにもなにが起こるかわからないよ」

「なにが起こるかわからない……？　なるほど。使ってみるまでどんな効果が発生するのかわからない未鑑かん定ていの魔法巻物マジツクスクロールですか。人間の不運を自在に操あやつれるこの私を相手に、運を天に任せて挑いどむとは大だい胆たんですね」

「ぼくには君の能力が効かないからね。もっとも、仮に効くとしてもぼくは同じことをするのだろうけど」

「その剛ごう毅きさについては私も高く評価しています。ですが申し上げにくいことに、現時点であなたが私を止められる確率は０％と確定しました。さきほどそこに転がっている女にも言いましたが、天使である私にはこの世界で起きる全ての物理現象が通じないのです。ですから、仮にその魔法巻物マジツクスクロールがこの世界で最高位の魔ま法ほうを発動したとしても、私にはまったく効きません」

「そんなの、やってみなきゃわからないさ」

　ぼくが言うと、大厄災デイザスターは無言で嘆たん息そくした。

　……わかっている。

　ぼくが勝てる可能性はものすごく低い。

　でも、０％ではないはずだ。

　なぜならぼくは、不運を糧かてに生きる努力の男、丘おか三さん四し郎ろうなのだから。

　逆境を力に変えろ。

　転んでもただでは起きるな。

　たとえこの世界の物理現象が全て無効化されても、彼かの女じよに届くものはあるはずだ。

「さんしろう、我わが輩はいも力を貸すぞ」

　モンブランもぼくの横に並び、大厄災デイザスターに敢かん然ぜんと立ち向かう。

「……モンブラン、これは天使と人間の問題だ。だから君は手を出すべきじゃない」

「バカを言うな。これは天使と人間の問題ではない。もじょとさんしろうの問題だ。だから我わが輩はいは手を出す。君たちを放っておくことなどできるものか」

　相変わらずのイケメンっぷりだった。

　ぼくはあとで猫ねこの姿に戻もどったら死ぬほどもふもふしてやると心に誓ちかいつつ、彼かれに耳打ちする。

（……じゃあ、一いつ瞬しゆんだけでいいから大厄災デイザスターの気を引いてもらえるかな。君は猫ねこだから、人間だけを殺す大厄災デイザスターの能力は効かないだろうし）

（わかった。そのくらいならお安いご用だ。しかし、勝算はあるのか？）

（ゼロではないと思う。こればっかりはやってみなくちゃわからないけど）

（十分だ。僅わずかにでも勝算があるのなら賭かけてみる価値はある。まったく、君といると退たい屈くつしないな）

　それだけ話すと、ぼくとモンブランは大厄災デイザスターに向き直った。

「相談は終わりましたか？」

「おかげさまで。わざわざ待っていてくれてありがとう」

「どういたしまして。では、そろそろ人類を滅めつ亡ぼうさせるとしましょう。手始めに、そこで寝ね転ころがっている女からです」

　大厄災デイザスターが六枚の光こう翼よくを広げ、視界が揺ゆらぐほどの膨ぼう大だいな魔ま力りよくを解き放つ。

　撒まき散ちらされる、絶望的な量の不運の因子。

　ぼくは自分の体を盾たてにしてそれを吸収しつつ、モンブランに叫さけんだ。

「さぁモンブラン！　もじょを取とり戻もどすよ！」

「了りよう解かいださんしろう！　いくぞッ！」

　刹せつ那な、ぼくの横からしゅばっとモンブランが消える。

　圧あつ倒とう的俊しゆん足そく。

　彼かれは猫ねこ型のときでさえ素す早ばやかったのに、人型になると身体能力がさらにその数倍になるみたいだ。はっきり言って、今の彼かれの動きはぼくの目では追いきれない。

　けれど天使である大厄災デイザスターには、はっきりとモンブランの動きが見えているようだった。

「───ムダですよ。どんなに速くても、私の目は誤ご魔ま化かせません」

　大厄災デイザスターはすかさず振ふり返かえり、背後から飛びかかってきたモンブランを迎むかえ撃うとうとする。

　ところが、




　パアァァァンッッ！




　突とつ然ぜん高音が鳴なり響ひびき、それに怯ひるんだ大厄災デイザスターは一いつ瞬しゆんだけ目を閉じた。

「ね、猫が猫だましを───!?」

　さすがモンブラン！

　たとえば、ホラー映画を見るとき。

　人は、スクリーンから本物の怪かい物ぶつが出てくることはないとわかっていながらも、怪かい物ぶつの登場に驚おどろき、恐きよう怖ふしてしまう。

　つまり、たとえ次元が違ちがう存在でも、音や見かけで驚おどろかすことくらいなら可能なのだ。

　さらに、この隙すきは逃のがさない！

「うおおおおおおおおおッッ！」

　ぼくは巻物スクロールの紐ひもを解き、それを空中に放り投げる。

　すると巻物スクロールが光を放ち、展開された状態になって大厄災デイザスターの前に浮うかんだ。

　刹せつ那な、ぼくは足を平行にして立ち、首と背中をまっすぐにしたまま、上体を斜ななめ45度ほど前に倒たおして叫さけぶ。




「小こ守もりもじょさん！　ぼくと結けつ婚こんしてください!!」




「ぇ……!?」

　最敬礼したぼくと巻物スクロールを交こう互ごに見ながら、いったい何事かと目を白黒させる大厄災デイザスター。

　効いている。

　ぼくがリリガーデンの役所で『結けつ婚こんってどうやったらできるんですか？』と尋たずねたときに係の人がくれた婚こん姻いん届（投げた巻物スクロール）がたしかに効いている。

　ちなみにぼくは当然、あの婚こん姻いん届に必要事じ項こうを記入の上、署名捺なつ印いんずみだ。




「絶対に幸せにしてみせます！　だから、ぼくと結けつ婚こんしてください!!」




「ぇう……!?　で、でも、あの……!?　ええぇぇ……!?」

　戸と惑まどいまくる大厄災デイザスター。

　いや、正確には戸と惑まどっているのは大厄災デイザスターじゃない。もじょだ。

　大厄災デイザスターは、もじょは眠ねむっていてもう二度と目を覚ますことはないと言った。

　けれど、あれはおそらく彼かの女じよの強がりにすぎない。

　もじょの意識が顕けん在ざい化していたときでも、大厄災デイザスターの力が封ふうじきられてはいなかったように。

　大厄災デイザスターの意識が顕けん在ざい化している今も、もじょの意識は封ふうじきられてなんかいないのだ。

　その証しよう拠こに、さっき彼かの女じよは『ゲーム機は乙女おとめゲーを再生するために生まれてきます』って言ったしね。

　あんなこと、大厄災デイザスターが言うわけないじゃないか。

　あれはもじょがあの体の主導権を奪うばおうと必死にがんばっているからこそ零こぼれた言葉なんだ。

「さんしろう、いいぞ！　そのままもじょに呼びかけ続けろ！　たしかに小説の中の火事は読者を焼かない！　だが、小説の中の言葉は読者の心に届く！　たとえ次元が違ちがう存在でも、君の声はちゃんともじょに届くんだ！」

「ＯＫモンブラン！　まだまだガンガンいっちゃうよ！」

　禍わざわいが顕けん現げんする条件が、もじょが人間に絶望することだったというのなら。

　ぼくはもう一度もじょの心を人間への希望でいっぱいにして、彼かの女じよを取とり戻もどしてやる！

　……とはいえ、時間がなくてプロポーズの言葉なんてほとんど考えていなかったので、ここからはアドリブで思おもいの丈たけを伝えることになる。

　となると、まずは……！




「ちなみに、子供は何人くらいほしいですか!?」




「きひっ!?!?!?　きひひっ!?!?!?」

　大厄災デイザスターの戸と惑まどい方がだんだんもじょっぽくなってきた！　確実に効いているみたいだ！

　けれどそれでも、モンブランは厳しくダメ出しをしてくる。

「なんで疑問系なのだ！　ちゃんと君の意志を表明しろ！」

　え、えと、それじゃあ……！




「ぼくは男の子一人、女の子二人の計三人がいいです!!」




「きひぃぃぃぃぃぃっ!?!?!?」

　大厄災デイザスターが頭を抱かかえて悶もだえ苦しみ始める。もうほとんどもじょになってきてるっぽい！

　でもまだだ！　ぼくのもじょ愛はまだまだこんなものじゃないぞ！




「男の子の名前は『もだん』、女の子の名前は『もこ』と『もも』にしようと思ってます!!」




「でもしばらくは二人きりの新しん婚こんラブラブ生活もいいですよね!!　でゅふふっ!!」




「というわけで、これからも毎朝ぼくが起こすので、毎朝ぼくが作ったみそ汁しるを飲んでください!!」




「きひぃぃぃぃぃぃっ!?!?!?　きひぃぃぃぃぃぃっ!?!?!?」

　波状攻こう撃げきを受け、大厄災デイザスターがのたうち回る。見たか、ぼくのもじょ愛を！

「さんしろう、あと一ひと押おしだ！　このままもじょを引きずり出せ！」

　言われるまでもない！

　ぼくはもじょと同居することになったあの夜───彼かの女じよが誰だれも傷つけないために、自らひとりぼっちになる道を選んだことを知ったあの瞬しゆん間かんから、ずっと彼かの女じよの優やさしさに惹ひかれていた！

　この想おもいを！　この熱を！　今こそもじょに伝えようじゃないか！




「ぼくはっ!!　誰だれよりも優やさしい君のことが、誰だれよりも大好きなんだああああああああっ!!」




「きひひいいいいいいいいっ!?!?!?」

　大厄災デイザスターが絶ぜつ叫きようし、彼かの女じよの光こう翼よくが激しく明めい滅めつする。

　そしてついに───六枚の神こう々ごうしい翼つばさが、一ひと際きわ強きよう烈れつな光を放って四散した。

　辺り一面に舞まい散ちる光の羽。

　その中心にいた彼かの女じよは、真っ赤になった顔を両手で覆おおい隠かくしつつ、指の隙すき間まからぼくを覗のぞき見ていた。

　ぼくにはわかる。

　彼かの女じよはもじょだ。

　だから、迷わず歩み寄る。

　そして彼かの女じよの顔を覆おおい隠かくしていた小さな両手を取り、改めて伝えた。

「───もじょ、もう一度お願いするね。ぼくと結けつ婚こんしてください。ぼくの、初めての人間の家族になってください」

　すると、瞳ひとみを潤うるませた彼かの女じよは上うわ目め遣づかいでぼくを見つめ返し───舌足らずな言葉で、けれどしっかりと応えてくれた。

「ふ、ふつつかものですが、よろしくおねがいします……！」

　その瞬しゆん間かん───宙に浮うかんでいた婚こん姻いん届に、自動的にもじょの署名捺なつ印いんが浮うかび上あがってくる。
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　この婚こん姻いん届は、本人の意志に反応する魔ま法ほうの契けい約やく書だ。

　だからこの契けい約やく書に対しては、絶対に噓うそを吐つくことができない。

　つまり、この契けい約やく書に署名捺なつ印いんができた時点で、今の彼かの女じよは間ま違ちがいなくもじょであるという証明にもなっているということだ。

「……もじょ、こちらこそよろしくね」

「ん……。さんしろー、だいすき……」

　完成した婚こん姻いん届が眩まばゆい光を放ち、ゆっくりとぼくたちの手元に下りてくる。

　もしもちょっと前のぼくがこの子と結けつ婚こんすることになるなんて聞いたら、きっとびっくりしすぎてひっくり返ってしまっていただろう。

　そもそも婚こん姻いん届を使ったプロポーズは、ぼくがもじょのことを好きだということをどうしても信じてもらえないときのために用意していた、最後の手段だったしね。

　いやはや、人生って思っていた以上に驚おどろきの連続だな。

　なにが不運でなにが幸運かだなんて、最後まで生きてみなきゃ意外とわからないものだ。

　だからあえて言おう。

　大厄災デイザスター、ありがとう。

　君がいなければ、ぼくは生き返ることができなかっただろう。それにリアさんを倒たおすこともできなかったし、もじょと結けつ婚こんすることもできなかったはずだ。

　もしかしたら───不運を振ふり撒まく君という存在は、ぼくにとってはむしろ幸運の女神様だったのかもね。





＊






　ぼくはもじょと手を取り合い、いつまでもいつまでも見つめ合う。

　ぼくたちの間に浮うかぶこの婚こん姻いん届は、魔ま法ほうで役所の戸こ籍せきと連動しているから、前の世界とは違ちがって特に届け出る必要がない。

　つまり、ぼくたちは現時点をもって、正式な夫ふう婦ふとなったのだ。

　けれど……その余よ韻いんに浸ひたるのも束つかの間ま、モンブランがゲフンゲフンと咳せき払ばらいをして、ものすごく申し訳なさそうに切り出してきた。

「お二人さん、結けつ婚こんおめでとう。それに大厄災デイザスターを封印することもできたようでなによりだ。で、盛り上がっているところに水を差して悪いのだが……、あそこに転がっているリアのことはどうする？」

「ああ、そういえばそんな人もいたね……」

　嫌いやな現実に引ひき戻もどされ、ぼくは潰つぶれたトマトみたいになっているリアさんに視線を移した。

　できれば二度と関わりたくない人だけど、どうしようかな……。

「なんなら、今ここで我わが輩はいがとどめを刺さしておいてやろうか？　生かしておくと後々面めん倒どうなことになりそうだし」

　そう言って、モンブランはリアさんの喉のど元もとに爪つめを押おし当あてた。

「……いや、とどめはぼくが刺さすよ。もじょに濡ぬれ衣ぎぬを着せたこの人だけは許せないからね」

　ぼくはモンブランを引かせて、倒たおれているリアさんのすぐ側そばに腰こしを下ろす。

「……ぅ……、ゆ、ゆる……して……、……い、いのち……だけは……」

　いつの間にか意識を取とり戻もどしていたリアさんが、いけしゃあしゃあと命いのち乞ごいをし始めた。本当に呆あきれた人だ。

「ぼくたちにあれだけのことをしておいて、よく恥はずかしげもなく命いのち乞ごいなんてできますね？　そんなに死ぬのが怖こわいですか？」

「……ぉ……おね……がい……、……なん……でも……するか……ら……」

「そうですか。仕方がありませんね、それじゃあ助けてあげましょう。ここに念のため持ってきたリフレッシュポーションがありますから、飲んでください。これで少しは傷が癒いえるでしょう」

「……ぁ……ありが……とう……」

　ぼくは倒たおれたまま動けないリアさんに、リフレッシュポーションを半分だけ飲ませてあげた。

　でも、残りの半分はお預けにして、彼かの女じよに尋たずねる。

「あ、そうそう、リアさんってよくリフレッシュポーションを飲んでいらっしゃるようですけど、これってなにでできているかご存知ですか？」

　リアさんは弱々しく首を横に振ふる。

　そこで、ぼくはこれ以上ないくらいの笑え顔がおを作って、彼かの女じよにさくっと教えてあげた。

「これの素材、生ゴミですよ」




　ぶふぉっっっ───!?




　リアさんは飲のみ込こんだリフレッシュポーションを全て嘔おう吐とし、白目を剝むいてまた気絶した。

「ふっ、勝った……！」

「くくっ、さんしろう、君も結構えげつないことをするな」

　ぼくとモンブランは『うえーい』と拳こぶしを突き合あわせ、勝利の余よ韻いんに酔よいしれた。

　その一方で、もじょは残りのリフレッシュポーションをリアさんの口にぶっこむ。

　自分を大火事の原因に仕立て上げたこんな極ごく悪あく人にんまで助けるなんて、さすがはもじょだ。

　リアさんのことは、あとでリリガーデン警備隊にでも引ひき渡わたすとしよう。

　ぼくももじょを捜さがしていたときはこの人を利用しようとしたし、最低なのはお互たがい様だったということで、まぁ命だけは助けてあげてもいいだろう。

　さてと、ぼくたちもかなり消しよう耗もうしちゃったし、ヒールポーションでも飲んでおくかな。

　もじょ、君の優やさしさに、乾かん杯ぱい───！







　エピローグ







　湯船に浸つかってぼーっとする。

　今夜はさすがに疲つかれた。

　リアさんのことは、ウッディさんに引ひき渡わたしたからもう心配ないだろう。

　ウッディさんは、あの筋肉ダルマを倒たおしたあともぴんぴんしていた。

　それにリリガーデン警備隊も、数人の犠ぎ牲せい者は出したものの、あのアジトの制圧に成功したから、ぼくの目もく論ろ見みは概おおむねうまくいったと言っていい。

　ただ……天使評議会のことについてはまだ不安が残る。

　そんな大層なものが今回の件に関わってくるなんて、まったくの想定外だった。

　もしも天使評議会が今回とは違ちがう形で人類を攻こう撃げきしてきたら、次は対処できるかどうか……。

　いや、今はこんなことを考えても仕方がないか。

　天使評議会なんてぶっとんだ組織が次はなにをしてくるかなんて予想のしようがないし、また予防のしようもない。

　だったら今はむしろ、せっかくもじょと結けつ婚こんできたのだから、彼かの女じよとの新しん婚こん生活をしっかりと楽しんでおくべきだろう。

　ぼくは気持ちを切きり替かえてお風ふ呂ろから上がり、体を拭ふいて服を着た。

　今日の戦いで服がズタボロになってしまったので、ぼくにはもうこれ一式しか服がない。

　毎日お風ふ呂ろに入るときにクレンジングポーションで洗せん浄じようすれば衛生面での問題はないだろうけど、さすがにパジャマくらいは買ったほうがいいかもしれないな。もじょでさえネグリジェは持っているくらいだし。

　というわけで、三日ぶりにもじょのネグリジェ姿が見られるぞひゃっほーいと寝しん室しつに入ってみると、彼かの女じよはなにやら神しん妙みような顔をしてぼくをじっと見つめてきた。

「ど、どうしたの、もじょ？」

　尋たずねると、ベッドの上にぺたんと女の子座すわりしていたもじょが、恭うやうやしく頭を下げる。

「ふつつかものですが、よろしくおねがいします……」

「？？？　こちらこそ、よろしくお願いします？」

　このやりとり、地下水路でもうやったような気がするんだけど……？

　ぼくが不思議に思って首を傾かしげていると、もじょが頭を上げ、ベッドのマットレスをぽんぽんと手で叩たたいた。

「さんしろー、こっちくる」

「？？？」

　なんだか学校の先生みたいな指示の仕方だな。

　でもまぁ、どうせこれから寝ねるんだしと思い、ぼくは言われるがままベッドに腰こしを下ろした。

　すると、

「……だ、だっこ」

「へ？」

「……ふ、ふーふは、ねるとき、だっこするもの」

　ネグリジェを着たもじょが、両手を広げ、真っ赤な顔でぼくに抱ほう擁ようを求めてきた。

　……ははーん、これはたぶんモンブランの仕し業わざだな……？

　ぼくはすぐに察しをつけ、あくまでも紳しん士し的にもじょの要求に応えることにした。

「……じゃあ、まずは横になって？」

「ん」

　素す直なおにベッドに横たわるもじょ。ぼくはそれに続いて彼かの女じよの右みぎ隣どなりに横たわり、彼かの女じよを右手で自分の胸に引き寄せるようにして抱だきしめた。

「き、きひっ……」

「大だい丈じよう夫ぶ、怖こわくないよ」

「ん……」

　最初は強こわ張ばっていたもじょの体が、だんだんと弛し緩かんしていく。

　ふっ。モンブランめ、ぼくがあわあわするところを見たかったのだろうけど、そうは問屋が卸おろさないぞ。ここは逆に大人の余よ裕ゆうというものを見せてやる。まだ未成年だけどな！

「どう？　落ち着いてきた？」

「ん……。さんしろー、あったかい……」

「もじょも温かいよ。それに柔やわらかいし、すごくいい匂においがする。シャンプー、ちゃんと一人でできるようになったんだね。えらいえらい」

「きししっ……。もじょ、もっとさんしろーのこのみになる……」

　正直、それはちょっと困ると思った。これ以上好みになられたら、だっこするだけじゃすまなくなりそうだし……。

　いや、待てよ……？　よく考えたら、ぼくたちはもう夫ふう婦ふなんだから、別にだっこ以上のことをしてもなにも問題ないんじゃ……？

　っていやいや！　なに考えてんだぼく！　それはもじょがもっと大きくなってからでしょ！

　ぼくは危あやうくモンブランの術中に嵌はまりそうになり、確かく認にんのため尋たずねてみた。

「……もじょさ、もしかしてモンブランからなにか言われてない？」

「ん……。きょうは『しょや』だから、さんしろーとだっこしなきゃ、きらわれるって……」

「あはは、やっぱりか！　どこにいったのあの色ボケ猫ねこ、ちょっとしめてくる！」

「もんぶらん、こんやは『ねこしゅーかい』があるって……」

「逃にげたのか。ちっ」

「さんしろー、もしかして、もじょとだっこするの、や……？」

「ううん。すっごく幸せだよ。このまま一生こうしてたいくらい」

「そ、そなんだ……？　じゃあ、どしてもんぶらんのこと、おこるの……？」

「だって、だっこできないくらいでぼくが君のことを嫌きらいになったりするはずがないじゃないか。言ったでしょ？　ぼくは誰だれよりも優やさしい君のことが、誰だれよりも大好きだって」

「っ～～～」

　もじょがまた真っ赤になってしまう。

　そこで、ぼくはもじょを落ち着かせるために、彼かの女じよの小さな頭をゆっくりと撫なでてあげた。彼かの女じよの長い髪かみは、艶つや々つやでさらさらだ。初めて会った頃ころはぼっさぼさで酷ひどい状態だったのに、ちょっとケアしてあげただけでまさかこんなに綺き麗れいになるなんて……。

　ぼくはその瑞みず々みずしくて吸い付くような髪かみの触さわり心地ごこちに魅み了りようされ、彼かの女じよの頭を撫なで続ける。

　すると、またもじょが落ち着いてきて、すんすんとぼくの匂においを嗅かぎ始めた。

「きししっ、さんしろーの匂においがする……」

「まぁ、そりゃそうだよね……」

　この子は隙すきあらばぼくの匂においを嗅かごうとする。いつものことなんだけど、何度やられてもちょっとこそばゆい感じがする。

「……ね、もじょ。ふと思ったんだけど、もしかして魔ま女じよの帽ぼう子し屋に監かん視し用の闇やみ魔ま法ほう『サービランス』をかけていたのは、君だったの？」

「ん……。どろぼーさん、あれでかんししてた……」

「そっか。だから君はぼくの残業代を正確に把は握あくしたり、ぼくとリアさんのやりとりを知っていたりしたんだね」

「ん……」

「ごめんね。本心ではなかったにしろ、ぼくは君を傷つけるようなことを言ってしまった」

「もうだいじょーぶ……。もじょこそ、ごめんなさい……。たくさん、めいわくかけた……」

「何度も言うようだけど、ぼくは君のことを迷めい惑わくだなんて思ったことは一度もないよ」

「さんしろー、やさしー……」

「もじょほどじゃないさ」

「そんなことない……。もじょ、ひとりじゃディザスターをおさえられなかった……。ディザスターをおさえられるの、やさしーひとだけ……」

　優やさしさだけが禍わざわいを抑よく制せいする、か……。

　天使評議会の取った行動は大問題だけど、彼かれらが言いたかったこともわからないではないな。

　世せ知ち辛がらい世の中じゃ、人間はつい能力や才能ばかりを重視してしまい、人格を度外視してしまいがちだ。

　けれど、そうして形成される社会は、さらに世せ知ち辛がらいものになる。

　たとえば、生存競争の激しい密林では、強い毒を持つ生物ばかりが生き残るように。

　生存競争の激しい人間社会で生き残るのもまた、人格に凶きよう悪あくな毒を持つ者ばかりになるのだ。

　特にリアさんなんて、その代表格と言ってもいいんじゃないだろうか。

　……あっ。

　そういえばリアさんで思い出したけど、ぼくたちっていつまでこの家に住めるんだろうな？

　ここってたしか、リアさんの家のはずだけど……。




　すー……、すー……、




　考えごとをしていたら、もじょがぼくの胸に顔を埋うずめたまま、いつの間にか健すこやかな寝ね息いきを立てて眠ねむっていた。

　……無理もないか。

　三日間も家出をしていたんだ。そりゃあ疲つかれてもいるだろう。

　こういうときは本来、『おやすみなさい』って言ってあげるべきなのだろうけど……、

「……おかえりなさい、もじょ」

　ぼくはそう言って、彼かの女じよを抱だいたまま瞳ひとみを閉じた。

　その夜、ぼくは積年の夢───人間の家族を迎むかえることを、ようやく叶かなえたのだ。

　……まぁ、実はこのあともすぐ、びっくり仰ぎよう天てんするようなことが起きたのだけど……、

　その話は、また次の機会にでもね。










あとがき




　こんにちは、黒くろ沼ぬま昇のぼるです。

　ずっと自分を救ってくれていたと思っていた存在が、実は自分を苦しめていた元げん凶きようそのものだった……なんてことは、物語にはわりとよくある設定です。よくありすぎて、ものによっては『この主人公ってわざとそれに気づかないふりをしてるよね？』とギャグを疑ってしまうレベル。そしてそれをまさにギャグでやったのが本作であったりもします。

　ところがどすこい。これが現実で、しかも自分自身が当事者となると、そのギャグに本気で気づけないことがあるから困りものです。

　たとえばお酒が大好きで、飲むと気分がよくなってストレス解消に最高！　と思っていた私の友人の友人であるＫさんという人の話をしましょう。

　彼かれはたしかにお酒で一定量のストレスを解消していました。ですが、気づかないうちに飲みすぎてしまい、やがては胃い潰かい瘍ようになって倒たおれ、失血死しかけました。しかも治ち療りようには約一年もの時間を要し、せっかく作家デビューしたのに一年以上も新作を出せなくなりました。

　これではお酒がＫさんをストレスから救うどころか、逆にストレスの元げん凶きようとなってしまっていますよね。客観的に見れば『いや、そうなる前に気づけよＫさん』『もっとしっかりしろよＫさん』『誰だれだよＫさん』とつっこみどころ満まん載さいですが、当事者である彼かれは『自分だけは大だい丈じよう夫ぶ』だと思っていて、本気で元げん凶きように気づけなかったわけです。現実って怖こわいですね。

　さて、ここからは謝辞を。

　まずは担当編集の黒くろ崎さき様。長いこと胃い潰かい瘍ようで休業してしまって大変申し訳ありませんでした（土下座）。今後は体調管理を徹てつ底ていし、二度とこのようなことが起きないように努める所存です。これから休んでいた分までがんばりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　続いて、色しき彩さい豊かで可愛かわいらしいイラストを描かいてくださったフルーツパンチ様、ありがとうございました。まさかあなた様に自著のイラストを描かいていただける日がくるとは思ってもいませんでした。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

　また、私が胃い潰かい瘍ようで倒たおれていた際にツイッターなどで励はげましの言葉をくださったフォロワーの皆みな様さまや同業者の皆みな様さま、本当にありがとうございました。こうして無事復帰することができたのは皆みな様さまのおかげです。

　そして最後に、本作をご購こう入にゆうくださり、最後まで読んでくださった読者の皆みな様さま。きっと私を真に救ってくれているのは皆みな様さまなのだと思います。本当に本当にありがとうございます。よろしければまた、新作なり続編なりでお会いしましょう！


２０１６年４月　黒くろ沼ぬま昇のぼる
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黒くろ沼ぬま 昇のぼる

さいたま市の辺境で猫どもに囲まれて生活しています。最近は人よりも猫と接している時間のほうが長いので、このままではそのうち人語を忘れてしまうかもしれません。

[image: ]




イラスト／フルーツパンチ

絵の方を担当した者です。最近は名作ゲームがＤＬ購入でプレイ出来るので、色々と手を出しています。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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